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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　【序章】







　衝しよう撃げきは、海底から襲おそいかかった。

　わななく波動は大西洋を揺ゆるがし、屠ほふられた魚ぎよ群ぐんが深海を鮮せん血けつに染そめる。

　その真まっ只ただ中なかを潜せん航こうする鋼こう鉄てつの船体も、転てん覆ぷく寸すん前ぜんの恐きよう怖ふを味わっていた。




「なんだ、今の衝撃は！」

　赤色非ひ常じよう灯とうが瞬またたく中、発令所で副ふく艦かん長ちようが叫さけぶ。

　ドイツ海軍二一式Ｕボート五八八は、竣しゆん工こう間もない新しん鋭えい潜水艦だ。

　その強きよう靭じんな船せん殻かくが、赤ん坊ぼうのような悲鳴を上げて潰つぶれかけている。

　レシーバーを耳に当てていた聴ちよう音おん員いんは、真っ青な顔で振ふり返った。

「分かりません！　爆ばく雷らい攻こう撃げきにしては深度が深すぎます！」

　みしみしと船体が軋きしむ中、発令所には各部ぶ署しよから悲鳴のような報ほう告こくが届とどく。

「機関室です！　推すい進しん機きの出力六○％に低下！　手動で復ふつ旧きゆう作業中！」

「居きよ住じゆう区く画かくに浸しん水すい！　排はい水すいのため二区と四区を閉へい鎖さします！」

　副長は元より、乗組員たちは長年、海中での戦いに慣なれた猛も者さたちだ。

　船体が潰れかけても、冷静に任にん務むをこなし、生き残るだけの力はある。

　それでも彼らの胸むねには、いつもならば感じない不安が渦うず巻まいていた。

「敵てき艦かんはどこにいる？　航走音を聞き逃のがしたのか？」

　副長の問いに、聴音員はレシーバーをわずかに外して首を横に振った。

「いえ、海面上に艦船は一隻せきもいません。もしかしたら対潜哨しよう戒かい機きかも……」

「馬ば鹿かな。敵航空基き地ちのあるアゾレス諸しよ島とうはまだ遠い。この海かい域いきは我われらの海だぞ」

　爆雷とも機雷の接せつ触しよくとも違ちがう。それどころか、敵の気配すら感じられない。

　その恐きよう怖ふを嘲あざ笑わらうかのように、より強い衝撃がＵ五八八を襲った。

　轟ごう音おんをまともに耳にした聴音員が、悲鳴を上げて椅い子すから転落する。

「ぎゃああああっっ！」

　聴音員が鼓こ膜まくから血を噴ふき出すと、副長はもがく彼を抱だき起こした。

「しっかりしろ、俺おれが分かるか！」

「医務室には自分が運びます！」

　まだ子こ供どもじみた水兵が、倒たおれた聴音員を運び出そうとした。

　だが水兵の襟えり首くびはわしづかみにされ、強ごう引いんに引き倒される。

　呆あつ気けにとられた水兵と副長の前には、黒い制せい服ふくを着た細ほそ面おもての男が立っていた。

「勝手に持ち場を離はなれてはならん！　その聴音員もだ！」

　甲かん高だかい声の若わかい士官は、居い丈たけ高だかに副長を見下ろした。

「さっさと今の衝撃の正体を探さぐるのだ。敵の攻撃かどうか確たしかめろ！」

「あ、あなたは正気でそう言っておられるのか！」

　副長はなぜか、年若いはずの士官に慇いん懃ぎんな怒いかりを示しめした。

「彼は任務を果たしたのです。これ以上の責せき務むを強しいるのは無理だ！」

「ならばこの艦内に、彼の吸すう空気はない。無む論ろん、治ち療りようの必要もだ」

　Ｕ五八八の発令所に、不ふ穏おんな空気が走った。

　若い士官の着る黒い制服は、乗組員たちとは異ことなる組そ織しきのものだ。

　武ぶ装そう親しん衛えい隊たい。しかもナチスの教きよう条じようを徹てつ底てい的に叩き込こまれた愚ぐ物ぶつ。

　親衛隊士官は、乗組員たちの冷たい視し線せんも気にせず副長に詰つめ寄よった。

「さっさと楽にしてやれ。そうすれば残り僅わずかな食料の分け前が増ふえる」

「ずっと一いつ緒しよに戦ってきた仲間です、家族以上の存そん在ざいを殺せるものか」

「この艦は我々武装親衛隊の……いや閣かつ下かの管かん轄かつ下かにある。私が閣下の副官である以上、私の命令も絶ぜつ対たいなのだ」

「……戦争がとっくに終わっているのにですか！」

　副長は、カレンダーの日付を睨にらんだ。一九四五年六月六日。

　忌いまわしい連合軍のノルマンディ上陸から、ちょうど一年だ。

　すでに彼らの故こ国こくドイツは、一か月前に敗北し焦しよう土どと化している。

　東からソ連軍に、西から米英連合軍に挟きよう撃げきされ、総そう統とうすら死んだ。

　だが未いまだ任務の途と上じようにあるＵ五八八の艦内で、親衛隊士官は拳けん銃じゆうに手をかけた。

「任務が終わるまで命令は絶対だ……ぐっ！」

　言葉の途中で、親衛隊士官はだしぬけに苦く悶もんの声を上げた。

　拳銃を抜ぬこうとした手首は、誰だれかの屈くつ強きような腕うでにひねられている。

　振り向いた彼の前には、艦長……カルル・ロスバッハ海軍中ちゆう佐さの精せい悍かんな顔があった。

「確かに我々は、閣下の命めいで戦っている。だが閣下も君も船乗りではない。ましてここは深海の戦場だ。黙だまって潜水艦乗りの言う事を聞いてもらおうか」

「は、放せ！　この無礼を閣下に御報告申し上げるぞ！」

「なら勝手に行きたまえ。閣下ももうお目覚めのはずだ」

　ロスバッハ艦長はぞんざいに手を放し、親衛隊士官を放ほうり出す。

　そして踵きびすを返し、百戦錬れん磨まのベテラン乗組員たちに振り返った。

「水兵、彼を医務室へ。副長、聴音員に代われ。戦せん闘とう警けい戒かい、速力上げ」

　俄が然ぜん、乗組員たちが任にん務むに立ち向かい、発令所が息を吹ふき返す。

　ロスバッハはおもむろに艦長の椅子に座ざし、軍ぐん帽ぼうを目ま深ぶかにした。

　この艦は彼の手足であり、乗組員は彼の子供たちであった。

　たとえ親衛隊であろうと、よそ者の自由にさせてたまるか。

　そんな視線から親衛隊士官が逃にげるように去ると、副長がレシーバーを握にぎった。

「艦長、連合軍の攻こう撃げきでしょうか？」

「いや……攻撃というより、海底火山の噴ふん火かに思えたな」

　もっともそんな音、一度も聞いた事はないが。ロスバッハはそう続ける。

　これから通つう過かするアゾレス諸島こそ、大西洋唯ゆい一いつの火山島群ぐんなのだが……

「方位と深度、出ました。近いです」

　ようやく副長の報ほう告こくを手にして、ロスバッハは眉まゆ根ねを寄せた。

「近いどころではないぞ。それに……馬鹿な！　浮ふ上じようしているだと？」

　ソナーが察知した衝しよう撃げき波はの発信源げんは、刻こく一いつ刻こくと位置を変えていた。

　深海の奥おく底そこから、Ｕ五八八の深度へ。そして海面へ。

　ロスバッハは、自ら聴ちよう音おんレシーバーに耳をすませた。未いまだ多くの水中雑ざつ音おん。

　しかしその雑音をかき分け、禍まが々まがしい咆ほう哮こうめいた何かが蠢しゆん動どうしている。

「副長、潜せん望ぼう鏡きよう深度まで上じよう昇しようする」

「今、浮上するのでありますか？」

　怪け訝げんそうな顔の副長は、懐かい中ちゆう時計を見やって顔を寄せた。

「もう夜が明けております。たとえ今の衝撃波が連合軍の攻撃でなくとも、どこかの国の艦かん船せんか航空機に目視で発見される恐おそれは十分にありますが」

「浸しん水すいはないが、今の衝撃波で船体に亀き裂れつが生じたかもしれん。確かく認にんしたい」

「それに我われ々われは機き密みつ任務の途上にあります」

　断だん固ことした艦長に、やや声をひそめて副長は警告した。

「閣下を目的地に送り届とどけるまで、いかなる相手に発見されてもならないのでは？」

　閣下か……ロスバッハは、苦々しげに無ぶ精しよう髭ひげを撫なでた。

　たった一人を護ご送そうする。それがＵ五八八最後の任務であった。

　その男を敗はい亡ぼうしたドイツから逃すために、Ｕ五八八の戦争はまだ続いているのだ。

　そしてその男は、未だＵ五八八に目的地を教えてはくれないでいた。

「副長、目的地とはどこだ？　すでに一週間も、この海かい域いきを延えん々えんと周回させられている。閣下の御命令でな。しかしここは大西洋の只ただ中なかだ。上陸できる土地など絶無だ」

　正気の者が発する命令なら、ロスバッハとて従したがうのに躊ちゆう躇ちよはない。

　しかし、閣かつ下かが正気だと誰が断だん言げんできるだろうか。

　閣下は、ただ一言命じたのだ。約束の地へ行くと。

「船体の損そん傷しようを調べず航行を続ける事は危き険けんである。潜望鏡深度だ、副長」

　ロスバッハは軍帽の位置を直し、複ふく雑ざつな顔の副長の肩かたを叩たたいた。

「心配そうな顔をするな。この艦が沈しずんでは、閣下も目的地まで行けはしない」

　そう言った瞬しゆん間かん、ロスバッハの真後ろで固かたい靴くつ音おとが響ひびいた。

「もちろんだよ、艦長。私は君の意見に同意する」

　振ふり返ったロスバッハの前で、軍服姿すがたの男が芝しば居いじみた声で両手を広げた。

「おはよう、諸しよ君くん。先ほどの衝撃に比くらべたら、ソ連軍多連装スターリンロケット発射器のオルガンなど子こ供どもの目覚ましに思えるね。早さつ速そく、状じよう況きようを確認したまえ」

　四○代半ばの肉体にまとっているのは、ごく普ふ通つうの国こく防ぼう軍ぐん歩兵佐さ官かんの制せい服ふくだ。

　だがもちろん、彼自身の本当の身分を示しめす服装ではない。

　燃もえ盛さかるベルリンから脱だつ出しゆつする際さい、正体を隠かくすため死体から引き剝はがしたものだろう。

　彼にはそうするだけの理由があり、また脱出を成功させるだけの才さい能のうがあった。

　その賓ひん客きやくの才能を思う度たび、ロスバッハ艦長は背せ筋すじに言いしれぬ悪お寒かんを感じる。

　どうしてあなただけがここまで逃げ延のびたのだ？

　傍ぼう受じゆした連合国のラジオ放送は、ゲーリング国家元げん帥すいやヒムラー親衛隊ＳＳ長官の捕ほ縛ばくを伝えている。ゲッベルス宣せん伝でん相しようは、自分の子供たちを毒殺した後、焼身自殺したと聞く。

　総そう統とうとて同様に死の床とこに就ついたはずだ。そしてあなたも、総統の死を看み取とった。

　なのにどうしてあなただけが生き残る事ができたのだ？

　そう考えるロスバッハの背中に、賓客の微び笑しようが向けられた。

「私には才能があるのだよ、艦長」

　緊きん張ちようを押おし隠すロスバッハに、賓客は冷たい笑えみで応こたえてみせた。

「危険を察知し、危険を回かい避ひし、危険を自分の味方につける才能がね。だからこそあのベルリンから生きて出られた。その才能が私に告げているのだ。今、浮上すべきだとね」

「副官のグライナー中ちゆう尉いからは、衝撃波の正体をつかめとの指し示じが……」

「彼の指示より私の命令が絶ぜつ対たい優ゆう先せんだ。浮上すれば全て分かるだろう」

「では危険はないとおっしゃるのですか？」

　ロスバッハが問うと、賓客は悠ゆう然ぜんと首を振り脚あしを組み直した。

「いや、危険だ。とてつもない危険が迫せまっている。私には分かるんだ」

「では浮上は……」

「言ったはずだよ、艦長。危険さえ味方につけてこそ、生き残れると」

　賓客の声は次し第だいに熱を帯び、その輝かがやく双そう眸ぼうには悪あしき知ち性せいがあった。

「無力な者を味方につけても勝てはしない。私に必要なのは、危険でも力ある者だ。それが見分けられたからこそ、私は総統地下壕ごうからここまで生き延びたのだ」

　副長が、十分な偵てい察さつ深度に達した事を告げた。

　海面状況を探さぐるべく、ロスバッハは潜望鏡に向き直る。

　だが夜明けを迎むかえたはずの大西洋は、ただ純じゆん白ぱくに覆おおわれていた。

「濃のう霧むだな。ずいぶんと濃こい……」

　潜望鏡を動かしつつ、ロスバッハは真っ白い視し界かいに目をこらす。

　あれほどの衝しよう撃げきがあったのに、海面は不思議と穏おだやかだ。

　発信源げんも海面近くにあるはず。そう思った時、濃霧の奥おく深ふかくから黒い影かげが迫せり出した。

　馬ば鹿かな……馬鹿な……馬鹿な……ロスバッハは何度も驚きよう愕がくする。

「……島ではないか」

　その恐きよう慌こうは、発令所にも感かん染せんした。誰もが、見える島などないと知っていたからだ。

　だが前方一キロ、ロスバッハの目に映うつるのは、黒々と濡ぬれ光る岩だらけの島だ。

　切り立った断だん崖がいで囲まれ、剣つるぎめいた岩山が重なり合う奇き観かん。

　岩山の表面には、びっしりと白い貝類がこびりついている。しかも頭とう頂ちよう部ぶまで。

　明らかについ最近まで、海底にあったとしか思えない姿だ。

　さらにその島を凝ぎよう視ししていたロスバッハの口が、震ふるえるように声を絞しぼり出した。

「ああ、神よ……」

　彼の視線は、岩山の間に見え隠れする方形の岩がん塊かいをとらえていた。

　半ば崩くずれ、半ば潰つぶれてはいても、四角い岩石は明らかに人じん為い的な建けん築ちく物ぶつではないか。

　そして考古学など微み塵じんも知らぬロスバッハにも、その建築様式の異い様ようさは感じとれた。

　目の前に浮うかぶ遺い跡せきはいかなる既き知ちの文明にも似にず、何より邪じや悪あくに思えたのだ。

「見せてくれたまえ、艦かん長ちよう」

　ロスバッハが潜せん望ぼう鏡きようを譲ゆずると、賓客は満足げな冷れい笑しようを浮かべた。

　そして深く、大きな呼こ吸きゆうを両肩で吐つく。

「艦長、上陸の用意を」

　言って、賓客は胸むねの前で十字を切った。

「喜びたまえ。約束の地は、今我われらの目前にある」

　賓客の言葉を、ロスバッハは呆ぼう然ぜんと聞いていた。

　約束の地に行くはずだったユダヤの民たみを、絶ぜつ滅めつせんとしたのはあなたではないか。

　ならばあなたが言う約束の地とはどこなのだ。あなたに約束した神とは誰なのだ。

　ロスバッハは酷ひどい悪お寒かんをこらえて、艦内時計を見た。

　なんて悪い冗じよう談だんだろう。六月六日午前六時。

　新約聖せい書しよヨハネ黙もく示し録ろく第十三章に記された獣けものの数字。

　ロスバッハは、日曜学校でそれを習った幼おさない娘むすめたちに思いを馳はせた。

　あの子たちは、無事に暮くらしているだろうか。

　そして自分は無事、娘たちに会えるだろうか。

　不安と恐きよう怖ふに包まれたまま、Ｕ五八八は濃霧の海に浮ふ上じようを開始した。







　　　【第一章】







「誰にも見られなかっただろうな？」

　問われて、部屋に入ってきた男は不動の姿し勢せいを取った。

「いつもどおりタクシーとモノレールを乗り継つぎました。尾び行こうされた形けい跡せきはありません」

「いつもどおり過すぎてもいかん。この隠れ家セーフハウスへ来るコースは複ふく数すう用意しろ」

　裏うら通どおり。目立たない一いつ軒けん家やでは、五人の白人がくつろいでいた。

　みな地味な服ふく装そうだが、眼がん光こうは鋭するどく、体たい格かくもがっしりしている。

　首しゆ魁かいらしい男は用心深げに、窓まどのカーテンをわずかに開いた。

「我々の敵てきは、気配を消すぐらいなんでもないからな」

　窓の外には、都会のイルミネーションと独どく特とくな形けい状じようのオペラハウスが見えた。

　二○二○年のシドニーは、暑い新年を迎むかえたばかりである。

　海風は心ここ地ちよく吹ふくが、首魁は窓を開けようとしなかった。

「では全員揃そろったところで、本部からの指令を伝えよう」

　首魁が、書類をテーブルに並ならべていく。

　一同の間からは、安あん堵どを含ふくむざわめきが漏もれた。

「そりゃありがたい。ようやくオーストラリアを出られますか」

「ドイツ人にとって、この暑さは耐たえ難がたいですからな」

　自動小しよう銃じゆうを掲かかげた男は、顔の傷きずを蠢うごめかせて微び笑しようした。

「それで次の任にん地ちはどこですか？」

「場所は東京……だが誘ゆう拐かいするのは日本人ではない。我々と同じ白人だ」

　地図や航空券けんに混まじって、十数枚まいの写真が取り出された。

　みな同一人物を隠かくし撮どりしたもの。銃を提さげた男が口くち笛ぶえを吹ふいた。

「ほお、こりゃあ……」

　言いかけた時、ドアが軽くノックされた。合図どおり、三回ノックが二度。

「どうした、フリッツ？」

　呼よんだ名前は、ドアの外にいるはずの見み張はり役。

　だがドアの鍵かぎがカチリと開いた瞬しゆん間かん、無数の銃じゆう弾だんが扉とびらをぶち抜ぬいた。

　身体からだ中に銃じゆう撃げきを受けた男は、血ち潮しおを撒まいて真後ろに倒たおれる。

　同時に、窓ガラスが砕くだけ散り、さらなる射しや撃げきが室内の男らを襲おそった。

　自動小銃の男は反はん応のうする事もできず、脳のう天てんを撃うち抜かれる。

　わずか数秒間で、ドイツ人たちは一人残らず血だるまと化していた。

「アスカロン３、成功クリア」

「アスカロン８、成功クリア」

　足音も立てず侵しん入にゆうしてきたのは、黒い戦せん闘とう服の男……八人が姿すがたを見せた。

　死し亡ぼうを確かく認にんし、所持品を調べる動作は恐おそろしく機き敏びん。殺人に慣なれている。

　手にしているのは消音器サイレンサー付きＭＰ七ＳＤ九短機関銃。

　顔まですっぽりと覆おおうヘルメットは、自動照しよう準じゆん装そう置ちも備そなえていた。

　そのヘルメットのフェイスガードを上げると、一人が鋭い声を発した。

「アスカロン・リーダーから先任下士官トツプキツクへ。全目標の殺害を確認。損そん害がいなし。これから関係書類を押おう収しゆうする。引き続き、一帯の封ふう鎖さを続けろ」

　指し揮き官かんらしいその男は、口元に伸のびた喉こう頭とう式マイクに告げる。

　すると部下の一人が、書類をかき集めてうなずいた。

「全部揃ってます。航空券の行き先は東京。奴やつら今度は、日本で誘拐するつもりですな」

「今年に入って三件けん目めだ。奴らの計画にもキリがない」

　指揮官が血の飛び散ったテーブルを漁あさると、何枚もの写真が床ゆかへ滑すべり落ちた。

　鮮せん血けつに汚よごれたそれを拾い上げ、指揮官は目をこらした。

「この娘こは……！」

　声には、まさかという思い。だが何枚めくっても、写真は同じ人物ばかりだ。

　指揮官は、書類の内ない容ようを確認すると、普ふ段だん見せない緊きん張ちようを見せた。

「なぜ生きていると気づいた……一二年も居い所どころを隠してきたのに……なぜ……」

　その言葉に、副官だけが反はん応のうする。

「するとこの娘が例の……」

「ああ。我われ々われも忘わすれていたし、奴らも忘れていると思った」

　だがそうではなかったのか。指揮官が不思議そうに言った、その時である。

「ハドレー少しよう佐さああっっ！」

　突とつ然ぜん、指揮官は本来の名前で呼よばれた。それも悲鳴で。

　叫さけんだのは、死体を検けん分ぶんしていた一人だ。

　わななくその男の両りよう腕うでに、誰だれかの爪つめが喰くい込こんでいた。

　それはたった今撃うたれたはずの、首魁の爪だったのだ。

「……邪じや魔まは……させぬぞ……」

　身を起こした首魁は、ハドレー少佐と呼ばれた指揮官を睨にらんだ。

　だがその左ひだり目めは、神しん経けい繊せん維いによって眼がん窩かからぶら下がっているではないか。

　腹ふく部ぶからは鮮血が流れ、傷きず口ぐちからピンク色の臓ぞう腑ふもはみ出ていた。

　それでも首魁は立ち上がっている。笑っている。意い志しがあるのだ。

　さらに悲鳴にもかまわず、捕とらえた腕を黒い兵士の身体から引きちぎる。

　人間とも思えぬ生命力を見せつけて、男はハドレー少佐へと突進した。

「我らは約束の地に行くのだ！」

　だがハドレー少佐の顔に、恐きよう怖ふなど微み塵じんもなかった。

　腰こしから引き抜いたのは、ベルギー製せい五・七ミリ自動拳けん銃じゆうＦＮ五七。

　しかも左右の腰から二丁。滑なめらかな動きで照準する。

「お前たちに約束の地などない」

　間近に迫せまった首しゆ魁かいめがけ、左右の銃が同時に吼ほえた。

　正確無比な射撃が、首魁の脳のう天てんにめり込み、突つき抜ける。

　脳のう漿しようを撒まいた首魁は、壁かべ際ぎわに叩たたきつけられ、崩くずれ落ちた。

「指揮を執とっていたのは、やはり不死者イモータルか」

　死体の頭部から、なぜか白い蒸じよう気きが漂ただよい始める。

　もう動かない首魁を見下ろして、少佐は冷静に言った。

「我々ジーゲン機関の敵てきは人間ではない。それを肝きもに銘めいじておくんだ」

　腕をもがれた部下は、他の者によって慌あわただしく運び出されていく。

　その様子を苦々しく見送りながら、少佐は口元を結んだ。

「東京と連れん絡らくをつけろ。これで諦あきらめる奴らではない」

「日本に行くのですか？　しかしこの娘には確たしか……」

　副官が言いかけると、ハドレー少佐はうなずいた。

「ああ、この地球上で最も頼たのもしい護ご衛えいがついている。だがな……」

　確かめたい事がある。そう告げた少佐は、首魁の死体をつま先で転がした。

　弾はずみでポケットから転がり出たバッジを、さらに踏ふみにじる。

　バッジの形は確かに、鉤十字ハーケンクロイツであった。




　早朝の上うえ野の公園は、六月らしい湿しめっぽい大気に覆おおわれていた。

　金曜日の午前六時では、辺りにまだ人ひと影かげもない。

　いやたった一人、この暑さの中、黒いジョギングウェアで全身を覆った者がいる。

　頭にはフードまでかぶり、素す足あしで木立の中に身を置いていた。

　人相は判はん然ぜんとしない。長身。均きん整せいのとれた肉体。

　その両腕を悠然と持ち上げ……奇き妙みようにねじった。

　何かをこねるように手首を回し、腰を落とし、上体もひねる。

　見とれるほど優ゆう美びな動きに、観察者たちは声をひそめた。

「間ま違ちがいありません、この前の奴やつです」

「顔は見えませんが、動きは同じです。太たい極きよく拳けんだと思いますが」

　五、六人の観察者たちは、みな分ぶ厚あつい身体からだを持っている。

　精せい悍かんな肉体を包むシャツの背せには、一様にグラディエーターズの文字。

　だが彼らの背はい後ごに控ひかえていたのは、精悍どころか凶きよう暴ぼうにも見える巨きよ漢かんだった。

「太極拳だって立りつ派ぱな格かく闘とう技ぎだぜ」

　背せ丈たけは一九五センチ。吊つり上がった目で、残ざん忍にんな笑えみを浮うかべる。

　大型冷れい蔵ぞう庫こめいた巨漢は、周囲の男たちを押おし退のけた。

「あれだって十分、人を殺せる力はあるんだ。舐なめたおかげで痛いたい目に遭あったな」

「そりゃあ、悪いのは俺おれたちかもしれません」

　一人の男が、何か脅おびえるような声で言った。

「酔よったあげくにあの男にからんだのは確かです。しかし……」

「しかし何も不忍しのばずの池いけに叩き込む事はないだろうと。そう言いてえのか」

　頭とう髪はつを短く刈かり込んだ巨漢は、不敵に微び笑しようする。

　そして次の瞬しゆん間かん、間近にいた男の襟えりを引き寄よせ、宙ちゆうに浮かせた。

「言い訳わけは許ゆるさねえぜ。お前たちも新人とはいえプロだ」

「押お、押お忍すっ！」

「ましてグラディエーターズの看かん板ばんを着てるんだ。早朝だから良かったようなものの、誰かの目についてみろ。団だん体たいの面めん目ぼくは丸まる潰つぶれだ」

「申し訳ありません、小お寺でらさん！」

　名前を呼よばれた巨漢は、震ふるえる男たちに舌した打うちする。

　小寺が目を向ければ、漆しつ黒こくの男はまだ優美な運動を繰くり返していた。

「だがあの動き……俺が知ってる太極拳とは違うな」

「では別の中国系けい拳法ですか」

「俺もそっちは詳くわしくねえからな。親父おやじさんなら知ってるだろうが」

「しかし末すえ永ながコーチに見せるわけには……」

「当たり前だ。ましてシロウトにやり返すなんて真ま似ねをな」

　小寺の双そう眸ぼうが、さらに吊り上がった。

　筋きん肉にくがみしみしと蠢うごめくのを聞き、男たちも息を吞のんだ。

「では本当に……」

「悪いのはお前たちだぜ。あの男の凄すごさを俺に聞かせたんだから」

　腕うでを回す。屈くつ伸しんする。小寺の動作ひとつひとつが風を震わせる。

　漆黒の男を見み据すえて、巨漢はにたりと笑った。

「指一本触ふれずにお前ら二○人を投げた男だ。喰くいたくもなるぜ」

「あまり手て荒あらにすると、それこそ団体の……」

「馬ば鹿か野や郎ろう、だからエース格かくの俺が来たんだ。顔見て詫わび入れたら、許さんでもない」

　木立の中ではまだ、漆黒の男が何かを練っていた。

　静かに突つき出した掌てのひらを、そっと大木に押し当てる。

　そして静止。舞ぶ踏とうにも思える動作に、小寺は歩み寄よった。

「なあ、あんた」

　だが漆黒の人物は、答えるどころか振り向きもしない。

　大木と会話でもしているかのように、たたずむだけだ。

「あんたに話が……」

　言いながら小寺は腕を伸のばす。だが彼の手は、なぜか空をつかんでいた。

　いつの間にか漆黒の男は、わずかに身体をずらし、腕の外側にいる。

　そんな馬鹿な。この至し近きん距きよ離りで。動きなど一いつ切さい見えない。

　後から駆かけつけた若わか手てたちも、表ひよう情じようを引きつらせている。

「何か用か？」

　フードをかぶった声は、まだ少年のものである。

「俺、トレーニングの途と中ちゆうなんだけど」

　大木と向き合う事で、いったい何を鍛きたえているのか。

　不ふ可か解かいさを抱いだきながら、小寺は名乗りを上げた。

「俺たちはグラディエーターズ……覚えてるよな、うちの若い奴ら」

　巨漢の問いに、少年は小さくうなずいた。

　究極格闘技アルテイメツトは、世界で最も人気の高い格闘技である。

　嚙かみつき、金的への攻こう撃げき、目潰し以外は何でもありの、過か酷こくな格闘技だ。

　グラディエーターズは、その選手を無数に抱かかえる屈くつ指しのメジャー団体なのだ。

　マスコミに露ろ出しゆつも多く、打撃と関節技わざに精通していると誰もが知っている。

　だが少年に動どう揺ようはない。小寺はそれが気にくわなかった。

「聞けばあんた、こいつらを池に叩き込んだそうだな」

「酔いを醒さましてやっただけだ」

「なるほどな。だが勘かん違ちがいは困こまるぜ。こいつらは試合にも出られない新人だ」

　そして小寺は、拳こぶしを組んだ。

「団体の実力を侮あなどられちゃたまらんぜ。だから俺がそれを見せに来たのよ」

「そんな事、する必要ないだろ」

「あるさ。うちの団体が弱いとか、あんたに吹ふい聴ちようされると面目が立たねえ」

　小寺は、さらに間合いを詰つめた。

「新人ごときを投げ飛ばして、いい気になるなと言いたいのさ」

　だが少年は臆おくする気配も見せず、息を吐はく。

　そして思いも寄らぬ言葉を口にした。

「格かく闘とう技ぎごっこを負かしても、いい気にはなれないな」

「……なんだと」

　素そっ気けなく言う少年に、小寺は傲ごう然ぜんとなった。

　盛もり上がった肩かたの肉が震え、仁に王おう像ぞうめいて見える。

　小寺は激げき怒どを剝むき出して、少年に詰め寄った。

「ごっこじゃねえ……真しん剣けん勝負だ」

　声に、格闘者のプライドが込められている。

　究極格闘技アルテイメツトこそ最強。その自負が、少年の言葉を否ひ定ていする。

「本気の潰し合いだ。ごっこなんて言葉は許ゆるさねえ」

「別に、許してくれなくてもいい」

　少年は、面めん倒どうそうにつぶやいた。

「ただ、俺にはそう見えるんだよ」

「言ってくれるな……しかしもう後には退ひけねえぜ」

　小寺は、恐おそれを知らぬ少年の前で太い首を回し始めた。

　筋きん肉にくがごりごりと動き、関節が軋きしむような音を立てる。

　感情は怒いかりを通り越こし、殺さつ気きに変わっていた。

「見物人はいない。それにグラディエーターズの看かん板ばん着てるんだ。練習と思うだろ」

　小寺が、じりっと間合いを詰める。

　熱くたぎる殺気。かつて、それだけで腰こしを抜ぬかす者もいた。

　それでも少年が態たい度どを変えないと、巨漢はさらに接せつ近きんした。

「俺の名前は、小寺惣そう二じ」

　巨漢にしてみれば、それは降こう伏ふくする最後のチャンスであった。

　相手の身体からだにまたがり、血だるまになるまで殴なぐる姿すがたは幾いく度どもテレビ放送されている。

　その名を聞けば泣いて許しを請こうだろう、と思ったのだ。

　しかし少年は真ま面じ目めな声で、首を傾かしげるだけだった。

「知らないな。強いのかい？」

　その言葉を受けて、小寺の身体から熱気がほとばしった。

　こうまで言われて、手て加か減げんをする格闘者はいない。

「只ただじゃ済まねえよ、あんた……！」

　軽くいたぶる程てい度どではなく、本気で潰つぶす気になった。

　少年の腕を取り、一いつ瞬しゆんでへし折る。そのつもりだったが……

「ぎいっ……！」

　悲鳴を漏もらしたのは、小寺の方であった。

　しかも少年を目前にしたまま、微び動どうだにできずにいる。

　若わか手てたちが呆あつ気けにとられる中、少年は静かに告げた。

「割わるぜ」

　悶もん絶ぜつする小寺を見上げ、冷ややかに言う。

「少しでも動いたら」

　見れば、少年のつま先が小寺の右足を踏ふみつけていた。

　骨ほねが歪ゆがむ音。信じ難がたい力が巨漢の突とつ進しんをくい止めている。

　足の指を折るのではない。足の甲こうを割ると言っているのだ。

　しかも少年の脚あしは、身動きできぬほどの激げき痛つうを小寺に与あたえている。

　鍛たん錬れんでは克こく服ふくできない、人体の急所を知っているのか。

「こいつ！」

　だが小寺の肉体も尋じん常じようではない。

　無数の痛いたみを経けい験けんした身体が、激痛を乗り越こえたのだ。

　少年も今は動けないはず。そう見た小寺が拳こぶしを打ち込こもうとして……

「なあ、もう止やめようぜ。俺、こういう面倒は嫌きらいなんだ」

　またしても少年は、放った拳の外側にいるではないか。

　そして小寺の拳を、難なんなく受け止めている。息がかかるほどの間近で。

「てめえ、シロウトじゃねえな……いったいいいいっっ……！」

　少年が足に本気を込めたようだ。小寺ももはや微動だにできない。

　さらに受け止められた拳も、ぶるぶると痛みに震ふるえている。

　巌いわおのような小寺の拳を、少年が握にぎり潰しているのだ。

　見守る若手たちも、助けに入るべきか迷まよっていた。

　するとどこからか、乾かわいた声と拍はく手しゆが割って入った。

「なるほど、甲こう利りをねえ……」

　現あらわれたのは、小こ柄がらな男だった。

　くたびれたトレーニングウェアを穿はき、無ぶ精しよう髭ひげだらけの顔。

　隆りゆう々りゆうたる体たい格かくの小寺に比くらべれば、風ふう采さいが上がらぬようにも見える。

　しかし彼が現れた瞬間、若手たちの背せ筋すじが音を立てて伸のびきった。

　それどころか小寺までも、呼こ吸きゆうを吞み込んでいる。

「……お、親父おやじさん！」

「惣二、よく頑がん張ばってるな。そこを踏まれながら、拳を出せる奴やつはまずいない」

　身動きできない巨きよ漢かんに、男は優やさしく微笑ほほえんだ。

「さすが俺が鍛きたえた次代のエースだ。グラディエーターズもしばらく安あん泰たいだな」

「だけどこいつは……！」

「東洋医学ではツボ、柔じゆう術じゆつでは殺点と呼よばれる部位は無数にある」

　続いて男は、漆しつ黒こくの少年に視し線せんを向けた。

　値ね踏ぶみするように、その全身を隈くまなく観察する。

「君が踏みつけているのはまさに一点だね。確たしかにシロウトではない。しかし初めて見たよ。その殺点を今の間合いで、現げん実じつに押おさえ込む男がいるとはな」

　途と端たんに少年は足の力を緩ゆるめた。小寺が地に崩くずれる。

　現れた男は少年に歩み寄より、名めい刺しを差し出した。

「私は末永……彼らのコーチをしている者でね」

　小寺の呻うめき声を聞きながら、末永は労いたわりの視線を向けた。

「迷めい惑わくをかけて申し訳わけなかった。私からもお詫わびするよ」

　だが少年に、名刺を受け取るつもりはないらしい。

　その不ふ遜そんな態たい度どに、小寺は再ふたたび身を起こしかけた。

「お、親父さん、こいつは俺たちの事を……」

「惣二、もういいんだ」

　もういい。末永が名刺を引っ込めると、巨漢も沈ちん黙もくした。

　小こ柄がらな身体からだに似に合あわぬ眼がん光こう。それだけで若手たちはすくんでいる。

「後で団だん体たいからも正式に謝しや罪ざいにお伺うかがいしよう。君、名前は……」

「いや……俺、もう行っていいかな」

「できれば、もう一分ほど話がしたいんだがね」

　謝罪する姿すがたは低てい姿し勢せいだが、コーチの声には謝罪とは異ことなる感かん情じようが見え始めた。

　その視線で、少年を探さぐるように見つめる。

「いったいどんな古こ武ぶ道どうを習ってるんだね」

「…………」

「隠かくさなくてもいい。私も体たい捌さばき程てい度どなら習った事がある。もっともあの至し近きん距きよ離りで、まして惣二の一いち撃げきをかわすなんて真ま似ねはできないがね」

　末永は、どこか嬉うれしそうに言葉を続けた。

「殺点だって、理り屈くつを知る者は大勢いる。だが苦もなく実じつ践せんできる者は達人だけだ。それだけ鍛えてるなら……うちでも通用するだろうね」

　思いがけぬ言葉に、小寺たちが仰ぎよう天てんした。

　末永の笑みに、狡こう猾かつさが加わっている。そして老ろう獪かいさも。

　彼もまた、何か武術を修おさめた男なのか。誘さそう視線に隙すきはなかった。

「私の目に間ま違ちがいがなければ、世界も狙ねらえるぞ」

　小寺も若わか手ても、すでに呼吸すら忘わすれていた。

　末永は、たった数分間見ただけの男に、彼の素そ質しつを見み抜ぬいたのだ。

　そして誰だれもが末永の眼力を知っている。強さを見抜ける男なのだ。

　しかし少年は、腕時計をちらりと見ただけで、無む造ぞう作さに身を退ひいた。

「もう一分経たっただろ。じゃあこれで」

　走り出す少年に、今度は末永が呆ぼう然ぜんとした。

「お、おい……待ってくれ、君！」

　だが少年の足は止まらない。未練も微み塵じんもない。

　慌あわててコーチが追いすがろうとした時だった。

「何様のつもりだ！」

　突とつ然ぜん、小寺が吼ほえた。思わず少年も歩みを止める。

　小寺の顔面には、真っ赤な憤ふん懣まんがにじんでいた。

「大昔の武道家じゃあるめえし、自分の力を金かね儲もうけに使いたくないってか。格かつ好こうつけやがって……そこまで俺おれたちを虚こ仮けにするか！」

「…………」

「けどな、俺は恥はじねえぜ。鍛えて、強くなって、金を稼かせぐ。それのどこが悪いんだ！」

　小寺の問いかけに、ゆっくり少年も振り返った。

　瞬しゆん間かん、小寺の、そして若手たちの背筋に悪お寒かんが走る。

　フードから覗のぞく少年の眼光が、鋭えい利りな刃やいばのように光ったのだ。

　反射的に後ずさる一同に、少年は頭を覆うフードを撥はね上げた。

「俺だって、金は欲ほしい」

　ジョギングウェアの袖そでをめくる。途端に、殺さつ伐ばつとした野や獣じゆうの匂においが漂ただよった。

　剝むき出された腕は、筋きん肉にくの束の如ごとし。そして皮ひ膚ふには無数の傷きず痕あとがあった。

　切り傷、火傷やけど、打ち身の痕こん跡せき。そして小さな円形の傷は……

「い、いったいどこで……その傷は……」

　震ふるえる小寺の目前で、少年は手首のサポーターを巻まき直した。

　その内には、ずしりとした重りが仕込まれているではないか。

　恐おそらく左右の腕に五キロずつ。それであれだけの動きができるとは。

　さらに足首にも同じ重りが……全すべてを晒さらけ出し、少年はつぶやいた。

「けど、もっと大事なものがある」

　その言葉に、末永コーチだけが満面の笑えみを浮うかべてみせた。

「……期待を上回ってくれるねえ、想そう像ぞう以上に」

　だが少年はもう、振り返りもせず走り去っていく。

　同時に一同は、何かに気づいて背はい後ごを振り返った。

　さっきまで少年が掌てのひらを押し当てていた幹みきが、かすかに震える。

　そして次の瞬間、大木がざざあっと津つ波なみのような音を発した。

　枝えだ一面の青葉が一枚まい残らず、地面に降ふり落ちたのだ。

　山のように積もった葉に、小寺は言葉を失っている。

　一人、末永だけが、少年の後ろ姿すがたに微笑ほほえんでいた。

　そしてもう一人……




　西せい暦れき二○二○年の東京は、すでに六月を迎むかえていた。

　だが湿しめった梅つ雨ゆ空ぞらなどどこにもなく、蒸むし暑い夏日の連続である。

　二○世紀末から始まった世界的温おん暖だん化かによって、日本の四季も変へん容ようした。

　夏が次し第だいに長引き、冬の厳きびしさが和やわらいでいる。亜あ熱ねつ帯たいに近い気候なのだ。

　東京の町まち並なみも様変わりしたが、古い家々が残る下町も健けん在ざいである。

　上野公園にほど近い根ね津づと呼よばれる一角も、古き東京の姿をとどめていた。




　漆しつ黒こくの少年は、その根津の路地へゆっくりと駆かけてきた。

　入っていったのは、古びているが立りつ派ぱな屋や敷しき。

　築ちく一○○年と言われても不思議でない家には、「鳳ほう凰おう寺じ」の表札が掲かかげられている。

　灯とう籠ろうが並ならぶ庭は竹林で覆われ、板いた張ばりの離はなれも見えた。

　江戸時代そのままの庭にたどり着くと、ようやく少年は立ち止まった。

「くそっ……いつもより三○分遅おそいぜ」

　腕うで時計を覗のぞき、少年はジョギングウェアの上着を脱ぬぎ捨すてる。

　瞬間、まぶしい朝日に少年の頭とう髪はつが反射してきらめいた。

　軽くウェイブのかかった髪かみは、黄おう金ごんと漆しつ黒こく。

　染そめたものではなく、自然な美しさに満ちている。

　精せい悍かんな横顔からは、年ねん齢れい以上の風ふう格かくが漂う。

　鋭するどさと涼すずやかさが入り交じった眼まな差ざしは、荘そう厳ごんにすら思えた。

　その視し線せんが突然、鋭利に閃ひらめいた。

「まさか……！」

　尖とがった鼻はな筋すじが動く。少年の嗅きゆう覚かくが何かをとらえたのだ。

　と思った瞬間、少年はもう庭石を三つ飛び越こえていた。

　瞬またたく間に靴くつを脱ぎ、母おも屋やへと駆け込む。そして……微笑んだ。

「ロレイン……な、何してるんだ？」

「まあ、お帰りなさい」

　優やさしい声こわ音ねと共に、にこやかな微び笑しようが振り返った。

　瞳ひとみは、青く澄すみきったコバルトブルー。

　後光のような光こう彩さいを放つのは、背中まで届とどく金髪。

　高校の夏用制せい服ふくの上にエプロンを着た少女は、不思議そうに少年を見上げた。

「今朝はずいぶん遅かったのね。早くしないと学校遅おくれちゃうわよ」

　ロレインと呼よばれた少女は、テーブルの上でサンドイッチを切り分けている。

　流りゆう暢ちような日本語だが、この屋敷には不ふ似に合あいな外国人少女だ。

　少年は弁べん当とう箱ばこに詰つめ込こまれたサンドイッチを見て、微笑を引きつらせた。

「あ、あれ……約束しなかったっけ？　俺の弁当は俺が作るって」

「だって今朝はいつまで待っても帰って来ないんですもの。だから私、はりきって二人分作ってみたのよ。ねえ、味見してみてくれる？」

「ああ、勿もち論ろんだ……相変わらずうまそうじゃないか」

　やけに甘あまくなった声で、少年は差し出されたサンドイッチを口にした。

　瞬しゆん間かん、ばりっという音が口中で響ひびく。続けて広がったのは得も言われぬ味覚。

　それでも少年の微笑は、崩くずれなかった。

「た、確たしかに特とく製せいだ。めまいがするほどうまいぜ。で、中身は何だい？」

「あんこと……たくあんよ。それからマヨネーズも入れてあるんだから」

　ようやく、少年の身体からだがぐらついた。

　見た目は完かん璧ぺきだが、味覚と胃い袋ぶくろは激はげしく抵てい抗こうしている。

　だがロレインはにっこりと笑い、少年に顔を近づけた。

「ね、好きな物ばかりで美お味いしいでしょ。自信作なのよ」

「さ、さすがだぜ、ロレイン。やっぱりお前の料理センスって天才だよ」

「本当？　わあ、良かったあ！」

　エプロンをした少女は、細い腕うででぎゅっと少年に抱だきついた。

　そして子犬のように、少年の胸むな元もとに鼻をこすりつけてくる。

　髪から甘い芳ほう香こうを漂ただよわせ、ロレインは少年に微笑みかけた。

　この笑顔に本当の事は言えない。だが……

「だったらもうひとつどうぞ。ほら、食べさせてあげるう」

　天使のような微笑みで、ロレインは少年の口に第二次攻こう撃げきを詰め込んだ。

　少年は味覚どころか思考まで破は壊かいされ、胃袋もねじれるほどに悶もん絶ぜつする。

　そこでようやくロレインも、少年のわずかな変調に気がついた。

「どうしたの、もしかしておいしくなかった？」

　今度は唐とう突とつに、ロレインの瞳ひとみが不安げに潤うるみ始めた。
















　青い瞳が水面のように輝かがやき、さざ波が広がっていく。

　少年は慌あわてて、くわえたサンドイッチを喉のどに押おし込んだ。

「そ……そんな事ないぜ。もっと食いたいぐらいだ」

「でもなんだか顔が青いわ。ねえ、おいしくないなら正直に言って」

「信じろよ。俺がロレインに噓うそつけるわけないだろ」

　すると、金髪の少女はにこりと笑えみを取り戻もどした。

「よかった。いつも大ちゃん、お弁当作らなくていいって遠えん慮りよするんだもの」

　大ちゃん。それは少女だけが呼ぶ彼の名前だった。

　もう一○年以上、そう呼ばれる生活が続いている。

　成長するにつれ、気き恥はずかしさが増ます呼び名だが抵抗はできない。

　ロレインにとって少年は、いつまでたっても幼おさない頃の……

「ねえ大ちゃん、このサンドイッチ、お祖じ父いちゃんにも残しておいてね」

　おっとりと告げるロレインの横で、少年は高校の制服をまとった。

「もちろんだぜ、ロレイン。爺じいちゃん、もう起きてるんだろ？」

　時計が七時半を回ったのに気づき、少年はロレインの腕を取って庭へ出た。

　もたもたするロレインを引っ張ぱり、少年は板張りの離はなれへ叫さけんだ。

「爺ちゃん、行ってくるぜ！　台所にサンドイッチがあるからな！」

「おおう、気をつけろよお」

　姿すがたは見えない。だが老人とも思えぬ野太い声が返ってくる。

「ロレインのサンドイッチは、全部お前のものだ。残しておいてやるって」

　少年は、老ろう獪かいなセリフに舌した打うちした。

「自分だけは長生きするつもりかよ……暇ひまだったらたまにはメシ作れ！」

「まあ、大ちゃん。やっぱり私の朝食じゃ不満なの？」

「い、いや、そうじゃないよ……とにかく行くぞ、ほら！」

　お祖父ちゃん、行ってきまーす。

　二人の足音と共に、ロレインの可か憐れんな声が遠のいていく。

　静せい寂じやくを取り戻した屋や敷しきに涼りよう風ふうが鳴り、竹林がざわめいた。

　その緑の中に鎮ちん座ざするように、古びた道場がある。

　板いた敷じきの場内には神かみ棚だなが据すえられ、一方の壁には無数の木刀が並ならんでいる。

　もう一方の壁はすっかり取り払はらわれ、庭を見晴らす縁えん側がわが据えられていた。

　その縁側に、巨きよ漢かんが悠ゆう々ゆうと寝ねそべっていた。

　短く刈かり込んだ白髪しらが頭と皺しわ深ぶかい呼こ吸きゆうは、確かに八○代の老人のものだ。

　だが着流し姿で背せを向けていても、肩かたは瘤こぶのように盛もり上がっている。

　肉にく厚あつな身体には精せい気きが満ち、潰つぶれて変形した拳こぶしで杯さかずきを握にぎりしめていた。

「いつまでたってもガキだぜ、あいつは」

　清酒を口に運ぶと、老人は初夏の青空を見上げた。

「いつまでもガキじゃあいられねえのに」

　眠ねむるように目を閉とじると、老人は酒さけ臭くさい息を吐はく。

　巌いわおのような老人の顔には、無数の傷きず痕あとが走っている。

　まるで縫ほう合ごうされたかのようだが、眠る顔は安らかだ。しかし……

「帰りな。誰だか知らねえが」

　不意に老人は、静けさの中に呼よびかけた。

「俺はただの楽らく隠いん居きよだ。面めん倒どうな話は聞きたくねえな」

　辺りに人ひと影かげはない。気配すらも感じられなかった。

　だが老人は右みぎ目めだけを開き、竹林の奥おくを透すかすように凝ぎよう視しする。

　すると足音も立てず、すらりとした長身の女が現あらわれたではないか。

　アクセサリは一いつ切さい身につけず、無味乾かん燥そうなダークスーツを着込んでいる。

　この暑さの中で上着も着たままだが、見事な肢し体たいは隠かくせはしなかった。

　豊ゆたかな胸むな元もとからくびれた腰こしへのラインは、長い脚あしとも相まって理想的だ。

　波打つ黒くろ髪かみをなびかせる様は威い風ふう堂々とし、瞳には知ち性せいが輝かがやいていた。

「……鳳凰寺無ぶ頼らいさんですね？」

　縁側に回った女は微び笑しようを保たもったまま、老人……鳳凰寺無頼の前に立った。

「私の名前は……」

「名乗らなくてもいいぜ。だから帰りな」

　無頼は瞑めい目もくしたまま、今度は皿に並んだたくあんを箸はしでつまみだした。

「俺は盛さかりを過すぎた爺いだ。厄やつ介かいな物を抱かかえた女と、する話なんかねえな」

「厄介？　いえ、私は別に怪あやしい者では……」

「ほお、物ぶつ騒そうな世になったもんだな。懐ふところにそれを隠しといて怪しくねえとは」

　途と端たんに、女はぎくりと背せ筋すじを凍こおらせた。目を閉とじていてなぜそうと分かる？

　すると無頼老人は、おかしそうに顔を歪ゆがめた。

「地面に落ちた竹の葉ってのは踏ふめば必ず音がする。あんたの足あし下もとがそうだった。だがあんたは足音ひとつ立てずに近づいてきた。危あぶねえぜ」

　そして女もようやく気づいた。

　老人は寝ころんだままだが、すでに間合いを張り巡めぐらせていたのだ。

　しかも武ぶ術じゆつ家か特有のたぎるように熱い間合いではない。

　ただぽんと無む造ぞう作さに、静寂な結界を展てん開かいしているのだ。

　実戦に身を置いた者でなければ、容よう易いには気づかないだろう。

　老獪すぎる。女はその間合いだけで、老人の力量を理り解かいした。

「……誘さそってるのね」

　急に、女の声こわ音ねに冷たいものが込められた。

　化けの皮を、ずるりと引き剝はがす。それでも老人は、たくあんをつまんでいた。

「ふっ……！」

　短い呼吸を吐き、女は胸元に右手を突つっ込んだ。

　と見えた次の瞬しゆん間かん、ベレッタＭ九二の黒い銃じゆう口こうを無頼の額ひたいに突きつける。

　正せい確かく無む比ひな狙ねらい。神かみ業わざめいた抜ぬき打ちが、瞬時に老人を屠ほふらんとした。が……

「やっぱりだ。俺おれは情なさけないぜ」

　ため息を吐つき、無頼は己おのれを哀あわれんだ。

「やっぱり俺は盛りを過ぎてる」

　女は驚きよう愕がくしたまま、拳けん銃じゆうをぶるぶると震ふるわせていた。

　ベレッタを押さえつけたのは、さっきまでたくあんを挟はさんでいた箸ではないか。

　間近にいながら、女にはその動きすら見えてはいなかった。

　無頼は、箸だけで拳銃のスライドを封ふうじている。引き金は微動だにしなかった。

「これで盛りを過ぎてるなら、若わかい頃ころはいったい……」

　顔に血を昇のぼらせた女に、無頼はようやくまぶたを開いた。

「さあな。もう昔の事だ、忘わすれたぜ」

　無力を悟さとり、女がベレッタから力を抜くと、無頼も箸を離した。

　拳銃を胸元にしまった女は、観念したように身み分ぶん証しようを提てい示じする。

「迫さこ水みず玲れい子こ。警けい視し庁ちよう国こく際さい犯はん罪ざい部ぶの警けい部ぶ補ほです」

「ほお、桜さくら田だ門もんか。若いのにいい度ど胸きようだぜ」

「おだてないでください。私で遊んだくせに」

　玲子の動きも格かく闘とう技ぎに通じた者のそれだ。本ほん性しようを隠す程てい度どの知性もある。

　だがただの有ゆう能のうな捜そう査さ官ではない。そう思わせるほどに眼がん光こうが鋭するどさを増ましている。

　無頼老人もそんな玲子の素す性じように感づいたのか、薄うすら笑いを浮うかべ始めた。

「最近の警察はいきなり抜くのかよ。恐おそろしいな」

「誘ったのはあなたでしょう。酷ひどい楽隠居だわ」

「分かってて応おうじたんだ。お前さんも酷い女だ」

　くえない奴やつ、と玲子は腹はらの底でほぞを嚙かんだろう。

　たちの悪そうな老人は、あぐらをかいて迫水玲子を招まねき寄よせた。

「まあいい、座すわりな。今、一いつ杯ぱい出すから」

「冗じよう談だん！　勤きん務む中です。勤務外でもお断ことわりしたいわ」

　玲子の言葉を、無頼は呵か々かと笑い飛ばすだけだ。

　それでも縁えん側がわに座った玲子は、ただ者とは思えぬ老人に居い住ずまいを正した。

「用よう件けんを申し上げます。あなたのお孫まごさん……鳳凰寺大たい牙がくんの事で来たんです」

　その名に、無頼老人は首を傾かしげた。

「大牙なら高校だよ。今出てったばかりだから、追いかければ会える」

「まず確たしかめたい事があるんです。彼の成長について」

「ふぅむ。俺はまた例の件けんで大牙をしょっぴきに来たのかと思ったが」

「どういう意味です？　彼、まさか犯罪を……」

　だがその問いに、老人は答えない。

　無頼は、ぼりぼりとたくあんを嚙み砕くだきながら、日本酒を口に運んだ。

「あいつは十分、成長してるぜ。身長は一八五……ありゃあまだ伸のびるな」

「そういう意味じゃありません」
















「だったら男として成長したかって事か。なら忠ちゆう告こくするぜ」

　無頼は急に野や卑ひな視線で、玲子の胸むな元もとを箸で指し示しめした。

「俺の孫は、違ちがう意味でサカリがついてる年頃だ。そんな格かつ好こうで会ったら襲おそわれるぜ」

　言われて、玲子は白いブラウスを見下ろした。

　そのボタンがいつの間にか、上から下まで引きちぎられている。

　放ほう恣しに開け放たれた襟えりの間からは、豊ゆたかな胸むねを包む白い下着が丸見えだった。

「い、いつの間にいいっっ！」

　絶ぜつ叫きようした玲子は上着でそれを隠かくし、今頃無頼の足あし下もとに気づいた。

　たくあんが載のっていた皿には、ボタンが整然と並ならべられている。

　ベレッタを防ふせぐ前に引きちぎったというのか。

　ようやく玲子は、げらげら笑う老人の底知れぬ力に気がついた。

「あ、あなたは……」

「だから言っただろう、玲子。一ひと筋すじ縄なわでいく人物ではないと……」

　玲子を遮さえぎったのは、新たな男の声だった。

　やはり音もなく竹の葉を踏ふみしだくと、縁側へと静かに歩み寄る。

　すでに彼の存そん在ざいも悟さとっていた無頼は、つまらなそうに酒を干ほした。

「相変わらず無ぶ粋すいだな。俺はもう少し、この姉ちゃんと遊びたかったのに」

「私が日本に来た以上、何を確かめるかはお分かりのはず」

　男は、無頼の言げんを無む視しして一礼した。

「お久ひさしぶりです、無頼氏ミスター・ブライ……いや、無頼師範マスター・ブライ」

　再ふたたび、風が鳴った。




　真っ赤な闇やみがあると、少年は知っていた。

　逃のがれることはできず、目をつぶってもなぜか見える。

　一面鮮せん血けつを撒まいたような世界で、少年は逃にげ惑まどった。

　だがいくら駆かけても、立っている場所に変化はない。

　そして背せ中なかに呼よびかける声も、決して消えないのだ。

『大牙……大牙……』

　優やさしい女の声である。

　しかし少年は、一度もその声に振ふり向いた事がない。

　なぜか恐おそろしい声に思える。

　耳を塞ふさいでも、鼓こ膜まくの奥おくに彼の名前はこびりついた。

『大牙……大牙……』

　いつものように身体からだを丸め、じっと耐たえるしかない。

　恐きよう怖ふが行き過すぎるのを。自分を許ゆるしてくれるのを。

　だが今日はいつもより、声は間近に聞こえていた。

「大牙くん……鳳凰寺大牙くん……」

「う……ううっ……」

「ちょっと大牙くん、起きなさいよ」

「うああああっっ！」

　肩かたに手が置かれた瞬しゆん間かん、鳳凰寺大牙は悪あく夢むから醒さめた。

　そして周囲を見回す。見み慣なれた教室とクラスメイト。

　すぐ側そばには、呆あきれた顔の担たん任にん教きよう師しが腕うで組ぐみしている。

　大牙は大きく息を吐はき、金と黒の毛もう髪はつを搔かき上げた。

「……なんだ、先生かよ」

「なんだじゃありません。また私の授じゆ業ぎようで寝ねてたわね！」

　まだ二○代半ばの英語教師は、教科書で大牙の肩をこづいた。

「あなた目立つから、寝ててもすぐに分かるのよ」

　確かに、教室の一番後ろに座すわる長身は、他の生徒に比くらべて分ぶ厚あつく見える。

　さらに全身から醸かもし出す雰ふん囲い気きが尋じん常じようではない。鋭えい利りな刃は物ものを思わせる。

　大牙を嘲笑う級友がいないのも、彼の底知れぬ雰囲気のせいだ。

　しかし態たい度どは悪くても、担任教師は大牙に反はん抗こうされた覚えはない。

　だからこそ愛あい情じようを込こめて、もう一度肩を叩たたいてやった。

「学校行事も欠席多いし、帰き宅たく部なんだから、せめて授業ぐらい聞きなさい」

「んん……そうするよ」

　うやむやな返事をするうち、チャイムが鳴る。

　金曜日。最後の授業が終わりを告げると、大牙は冷や汗あせを拭ぬぐった。

　どれだけ暑い日に走り込んでもかかない汗だ。

　一○日に一度。酷ひどい時には三日に一度の割わりで悪夢を見る。

　それも物心ついた時からだ。見なくなった時期などない。

　今朝のように、腕に覚えのある奴やつらに囲まれても恐きよう怖ふは感じない。

　しかしこの悪夢だけは別だった。いつまでたっても慣なれないのだ。

「ったく……なんだってこんな夢ゆめを……」

　クラスメイトが帰り支じ度たくをする中、大牙は気分を変えようと窓まどの外を眺ながめた。

　大牙が通う私立神じん宮ぐう学園高校はその名の通り都心、神宮外がい苑えんに接せつしている。

　新しん宿じゆく区く・渋しぶ谷や区・港みなと区が接するこの近辺は、緑地とスポーツ施し設せつが多かった。

　それでいて繁はん華か街がいも近い。神宮学園は、まさに東京の中央に位置しているのだ。

　保ほ育いく園えんから大学まであり、大牙も小学校からエスカレーター式に高校まで移うつった。

　と言って格かく別べつ、進学校ではない。むしろスポーツや芸げい術じゆつ教育に力を入れていた。

　大牙は普ふ通つう科二年だが、他ほかにも様々なコースがあることで知られ、人気も高い。

　その校庭を見下ろす大牙に、一人の級友が声をかけた。

「ところで大牙、お前がサッカー部に入る件けんだけどな」

「ちょっと待て。その話なら、俺、断ことわったじゃねえか」

　眉まゆを曇くもらせた大牙を、級友はあえて無む視しした。

「いいや、お前は我わがサッカー部に入るんだ。そして俺たちを全国大会に導みちびくんだ。さらに言えば全国優ゆう勝しようして、俺たち部員の顔をテレビに映うつして欲ほしい」

「他力本願かよ。そんな頼たよりないサッカー部があるか」

「あるからお前を誘さそってるんだ。お前が入ってくれるように、今や部員一同、手をつないでお百度踏ふみまくってるところだ」

「手をつなぐ前にボールを蹴けれ、ボールを」

　頭を抱かかえた大牙に、サッカー部員は首を横に振った。

「そもそもお前が普通科にいるのが変なのだ。なぜスポーツ科に入らない？」

　その疑ぎ問もんは、クラスメイトどころか学校中が抱えているものだった。

　大牙は一○○メートルを九秒台で走り、自由形なら五○秒以下で泳いでしまう。

　スポーツ科の生徒でもかなう者などいなかった。

　だがもっと不ふ可か思し議ぎなのは、誰だれが見ても大牙が本気でないところである。

　何気ない顔で、世界記録を叩き出しているのだ。

　当然教師らはスポーツ科への転科を勧すすめ、スカウトの勧かん誘ゆうも数知れない。

　しかし大牙は、幾いくら大金を提てい示じされてもプロスポーツを断り続けていた。

　身体からだつきを見れば、鍛きたえているのは明白なのになぜ？

「俺、スポーツは嫌きらいなんだよ」

　いつもの理由を口にして、大牙は大きく伸のびをした。

　無む論ろん、大牙にも肉体を鍛える理由がある。

　鍛えるというより、強くなりたかったのだ。

　しかし、その理由を口にしたのは一度だけである。あれは……

「大ちゃーん」

　不意に呼よばれて、大牙は神宮外苑の並なみ木き道みちに目を向けた。

　路ろ傍ぼうには、薄うすいピンク色の制せい服ふくを着た少女たちの姿すがたが見える。

　私立神宮学園高校看かん護ご科の生徒たちであった。

　彼女らは、五年一いつ貫かん教育で看護師しを目指している。

　その中に、一人だけ長い金きん髪ぱつを束ねた少女がいた。

　遠く離はなれていても、その彼女一人だけがひときわ陽光に輝かがやいている。

　澄すんだコバルトブルーの瞳ひとみは、窓辺にいる大牙に気づいていたのだ。

「大ちゃーん、もう授業終わったの？」

　笑え顔がおがいっそうまぶしく映はえると、大牙は右手を小さく振ふった。

　そのぞんざいな反はん応のうだけでも、ロレインは力一いつ杯ぱい手を振り返してくる。

　やがてロレインが別校こう舎しやへ去ると、サッカー部員は大牙に詰つめ寄よった。

「大牙、サッカー部に入る話はもういい。その代わりお知らせがある」

「ああ？」

「ロレインちゃんを、我がサッカー部専せん属ぞくチアリーダーに任にん命めいするぞ」

　言うなりサッカー部員は、どこからともなく画用紙を引っ張ぱり出した。

「見ろ、これを！　俺が寝ねずに考えたロレインちゃんのユニフォームだ！」

「寝ずに考えるヒマもあるならボールを……だいたいこのスカートは何だ！　短すぎる！」

「二○世紀の風紀委員のような事を言うな！　この短さこそ、彼女の魅み力りよくを最さい大だい限げんに引き出すアイテムなのだ！　ちなみにコンセプトは『さわやかなお色気』だ」

　大牙は呆あきれて、席を立った。

「そんなもん、ロレインが着るわけないだろ。あほくさい」

「それも承しよう知ちだ。だがお前から着用を勧すすめればもしや……」

「ふざけるな。ロレインにそんな格かつ好こうさせられるか」

「やけに抵てい抗こうするな。まさか噂うわさどおり……お前、ロレインちゃんとできて……」

　言い終わる前に、サッカー部員の脳のう天てんに大牙の拳げん骨こつが落下した。

「俺おれとロレインはそんなんじゃねえよ」

「しかしあの子、昔っからお前にべったりだぞ！」

「それは一いつ緒しよに住んでるからだ。学校は別々だし」

「ならばもっと殴なぐれ、大牙。そうすれば俺、ロレインちゃんに看護してもらえる」

　ため息を吐ついて、大牙はリュックに中身を詰め込んだ。

「俺はただ同どう居きよしてるだけだ」

　帰り支じ度たくをする手つきは、いつもより乱らん暴ぼうだ。

　大牙のいらつきに気づくと、サッカー部も後ずさった。

「た、大牙、本気で怒おこったのか。気を悪くしたなら……」

「それだけだからな」

　大牙は、特大の弁べん当とう箱ばこをしまって繰くり返した。

　特とく製せいサンドイッチは、ひとつも残ってはいない。

　むずがる胃い袋ぶくろをさすり、大牙は教室を後にした。




「ロレイン、お待たせー」

　神宮外苑の並木道を、活発そうな少女が駆かけてくる。

　両手に、ワゴン車販はん売ばいで買ってきたアイスクリーム。

　ベンチで待つロレインに、コーンに乗ったひとつを差し出した。

「ありがとう、美み樹きちゃん。でも走ったら危あぶないのに」

「あんたじゃあるまいし、転ばないわよ。でも本当にそれでいいの？」

「うん。キムチとドリアンのミックスアイス。前から食べたかったの」

　にっこり笑うロレインに、小お川がわ美樹は背せ筋すじを震ふるわせた。

「あんたっていつも信じられないコンボを選ぶわよね。ああ、臭くさい！」

「でもおいしいのよ。来週は納なつ豆とうとチョコのミックスにしようっと。うふふふ」

「そんな奇き怪かいな組み合わせ、毎週楽しみにしないでよ！」

　二人は共に十五歳さい。神宮学園高校看護科一年の同級生だ。

　だが長身の美樹は、まるで姉のように見える。

　元々が姉あね御ご肌はだ。ボーイッシュな髪かみ型がたも、凜りんとした瞳も頼たのもしい。

　対照的な親友同士は、木こ陰かげのベンチで放課後を満まん喫きつしていた。

「それにしても明日も実習だなんて面めん倒どうよね。土曜日なのにさー」

「そお？　私は楽しみにしてるんだけど」

　微笑ほほえむロレインに、美樹は顔をしかめてみせた。

「だって他ほかの学校の看護科なら、実習は二年生からよ。病院とか老人ホームに行くのは」

「実習って言っても、先せん輩ぱいについて行ってお手伝いするだけじゃない」

「まあね。でも明日は保ほ育いく園えん実習でしょ。あたし、子こ供どもとか苦手なのよねー」

　美樹が肩かたを落とすと、ロレインはまた笑みを浮うかべた。

「私は子供、好きよ。この前の実習の時もみんな懐なついてくれたし」

「あんたは子供と精せい神しん年ねん齢れいが近いだけよ。もっともあんたの大ちゃんの方が子供だけど」

　言われてロレインは、唇くちびるを尖とがらせる。

「大ちゃんは子供じゃないわよお」

「子供よ！　っていうかガキね。こないだも他校の生徒と喧けん嘩かしてさあ」

　美樹がアイスを一口舐なめると、ロレインはさらにむくれた。

「あれは私がしつこく声かけられてたから……」

「だけど殴なぐったのバレたら退たい学がくになるじゃない。あいつ、喧嘩が好きなのよ」

「相手の人が大ちゃんの事知らなかったのよ。ここら辺の学校の人なら、大ちゃんが顔見せただけで謝あやまってくれるのに……本当は大ちゃん、優やさしいんだからあ」

　必死に続けるロレインを、美樹は斜ななめに見下ろした。

「なーによ、どうせ優しいのはあんたにだけなんでしょ」

　なぜか不満そうに言って、美樹はロレインの胸むな元もとについた名札を指で弾はじいた。

　名札にはローゼンブルグという家名が記されている。

　ロレイン・ローゼンブルグは、嬉うれしそうに表ひよう情じようを緩ゆるめた。

「うん。大ちゃん、私には優しいのよ。ずっと昔から」

　スイスで生まれたロレインが、鳳凰寺家に来たのは一二年前の事だ。

　ロレインに両親はなく、どういうつてか日本に連れてこられたのだ。

　幼おさないロレインは寂さびしい思いをしたが、一歳上の大牙に守られて育ってきたという。

　そこまでは、鳳凰寺家によく遊びに行く美樹も聞いて知っている。

　だがその美樹から見ても、大牙はあまりに不ふ可か解かいな少年であった。

「みんな言ってるわよ。大牙は、何考えてるか分からないってさ」

「う、うん……知ってる」

「運動神しん経けい抜ばつ群ぐんのくせにプロスポーツからのスカウトみんな断ことわってるしさあ」

「そ、それは……大ちゃんにはきっと考えがあるのよ」

「考えがあったらスカウトされてるって。きっとあいつ本当の馬ば鹿かなのよ。そうよ、きっと頭ず蓋がい骨こつの中まで筋きん肉にくなんだわ。契けい約やく金きんの額がくも分からないアホなのよ」

「あの……あのね、美樹ちゃん……」

「ロレイン、あんた看かん護ご師しじゃなくて医者になりなさい。それで大牙のアホを治すのよ。もっとも現げん代だい医学で治るかどうかは……」

　ふと殺さつ気きを感じて、美樹は背はい後ごを振ふり返った。

　いつの間にかそこには、眉まゆを曇くもらせた大牙が立っている。

　授じゆ業ぎようを終えた少年は、美樹の手からアイスを取り上げた。

「よくもでかい声で馬鹿だのアホだの言ってくれたな、小川。これはもらうぜ」

「だって本当の事じゃない！　返してよ、あたしのチョコミント！」

　コーンを囓かじった大牙は、いつもの調子を崩くずさぬ美樹に辟へき易えきした。

　年下なのだが物もの怖おじするところがなく、誰も言わない事まで口に出してくる。

　だが女を感じさせないさばけた性せい格かくは、大牙にとってもつき合いやすかった。

「俺はこれから月イチのバイトなんだ。カロリー摂とらなきゃ働けねえからな」

　すると大牙の言葉を聞いて、ロレインが急に心配げな顔になった。

「大ちゃん、今夜はアルバイトなのね……」

「ああ。帰りはまた朝になるからな。晩ばん飯めしは、爺じいちゃんと食っとけよ」

「……怪け我がしないでね」

　その声に、大牙は思わず言葉を詰つまらせた。

　もうロレインの瞳ひとみに涙なみだがたまり、ゆらめき始めている。

　慌あわてて大牙は、平然とした顔を取り繕つくろった。

「怪我なんてしたの、最初だけだぜ。ここんとこ無む傷きずだろ？」

「うん、分かってる」

　ロレインは一いち応おううなずいたが、視し線せんはうつむいていた。

　その表情を読みとったのか、美樹が怪あやしげな視線を大牙に向けた。

「あんたさー、バイトってどこで何してんの？」

「いいじゃねえか。関係ねえだろ」

「関係あるわよ。あたしの大事なロレインをこんなに心配させてさ。それにお金が欲ほしいんだったらスカウトされればいいのよ。いったいどういうつもりよ？」

　だが大牙には、アルバイトの内ない容ようも理由も誰にも言うつもりはない。

　たとえそれがロレインのためであったとしても……だ。

　頑がんとして視線を逸そらさぬ美樹から、大牙は顔を背そむけた。

「ほら、アイス返すぜ。半分残しておいたからな」

「な、なによ、こんなに食べちゃって」

「うるさいな。バイト代が入ったら奢おごってやるよ」

　美樹の髪かみをぐしゃぐしゃと搔かき回すと、大牙は身をひるがえした。

　妙みように顔を赤らめた美樹にも気づかず、神宮外苑の並なみ木き道みちを駆かけだしていく。

「じゃあな！　二人とも早く家に帰れよ！」

「うん、大ちゃんも気をつけてね！」

　声せい援えんを受け、大牙は午後のまぶしい日射しの中を走り抜ぬけた。

　その脳のう裏りには、まだロレインの涙ぐんだ顔が焼きついている。

　彼女の表情が翳かげる度たび、大牙は幼い頃ころの記き憶おくを思い起こすのだ。

　あれは一二年前。鳳凰寺家に来た当時、ロレインは泣いてばかりいた。

　両親はスイスで謎なぞの失しつ踪そう。だがロレインには、その事実がまだ理解できなかった。

　幼おさない大牙にも、寂さびしがるロレインをどうしたらいいか分からなかった。

　ただ強く思った。泣かせたくない。悲しませたくないと。

　その気持ちは今なお変わらない。だからこそ大牙は……

「…………？」

　ふと大牙は、木立を抜ける道の途と中ちゆうで立ち止まった。

　大木の陰かげから、怜れい悧りな気配が姿すがたを見せる。

　見覚えのある顔に、大牙は表ひよう情じようを歪ゆがめた。

「覚えてるよね、勿もち論ろん」

　現あらわれたのは末永……グラディエーターズのコーチだ。

　不ふ穏おんな空気を漂ただよわせた男は、嬉うれしげに微び笑しようした。

「驚おどろいたよ、高校生だとはね。それもまだ二年生か、鳳凰寺大牙くん」

　どこで名前と、学校を突つき止めたのだろうか。

　大牙は、薄うすら笑いを浮うかべる末永を見み据すえた。

「あの後、尾び行こうされた覚えはないんだけどな」

「そんな真ま似ねはしてないさ。ただ親切な人が一人いた、それだけだよ」

　大牙は納なつ得とくした。道理でもうひとつ、気配を感じたはずだ。

　しかし髪かみの香かおりと甘あまい息づかい……女でこれほど身を隠かくすのが巧たくみとは。

「君が欲しくてね、どうしても。だからもう一度、誘さそいに来たんだ」

　断ことわるよ。大牙は言下に言い放った。

「出たがりは他ほかに幾いくらでもいるだろ。俺は……」

「君ほどの逸いつ材ざい、他にいるとは思えないんだよ」

　低く静かに、小寺は言い放った。

「最初は君を古こ武ぶ道どうの一いつ派ぱだと思っていた。だがそうでない事にも気づいた。いわば未知の武ぶ術じゆつだ。見たがる客は、大おお勢ぜいいると思うがね」

　大牙は、末永の商売っ気を見抜いた。

「それが俺を売り出すうたい文もん句くってワケか」

「だが目新しさだけで金が稼かせげるほど、格かく闘とうビジネスも甘くないんだ」

　末永は、悪びれもせずに口元を緩ゆるめた。

「その点、君には華はながある。強い者は大勢いるが、華があるのは滅めつ多たにいない。だからこそ、両方揃そろった君は逸材だと思うんだよ」

「どう思われようと、俺には関係ない。二度と顔を見せるなよ」

　大牙は間合いを外そうとしたが、末永はその行く手を遮さえぎった。

「君は金以上に欲ほしいものがあると言った。それは何だ」

「大事なものがあると言っただけだぜ」

「同じ事だ。我われ々われに用意できるなら、それを君に提てい供きようするよ」

「しつこいな。そんなもの、教える気はないぜ」

「なら、他の誰だれかに聞くだけだ」

　末永の双そう眸ぼうに邪よこしまな光が瞬またたく。大牙はその言げんの意味を探さぐった。

「……どういう意味だ」

「さっき話していた金きん髪ぱつの子だよ。君と一いつ緒しよに暮くらしてるそうだね」

　勝ち誇ほこったように、末永は顔を崩くずした。

「君がだめならあの子に聞くよ。同どう居きよしてるんだ。何か知ってるはず……」

　瞬しゆん間かん、大牙の腕うでが末永の胸むなぐらをつかんだ。

　と思った時にはもう身体からだを一回転させ、大地に叩たたきつけていた。

　大牙は全身からたぎるような殺気を放ち、末永を見下ろした。

「ロレインに手を出してみろ！　俺は本当にお前を殺してやる！」

　大牙は獣けもののような怒ど声せいを発し、末永に固かたく握にぎった拳こぶしを見せつけた。

　だが強い衝しよう撃げきを受けてなお、末永の笑えみは崩れなかった。

「さ、さすがだね……はは……私の目に間ま違ちがいはない……」

「お前……」

「たまらんね……まだ手て加か減げんしてるのか。君、本気になったらどこまでやれるんだ？」

　咄とつ嗟さの怒いかりで投げ落としたとはいえ、確たしかに大牙は全力ではなかった。

　しかし末永の受け身の技ぎ術じゆつ、ダメージを吸きゆう収しゆうする肉体も相当なものだ。

「結局、口じゃ分からないんだな」

　大牙は諦あきらめたように言った。声にはまだ殺気が込こめられている。

　立ち上がった末永は、自分が認みとめられた事に気がついた。

「そういう事だ。うちに来てくれるね」

「その前に、俺おれの本気が売り物になるか確かめてもらおう」

　大牙の殺気から熱が消え、代わりに冷たいものが広がる。

　視線を据えた少年は、さらに呼こ吸きゆうを整えた。

「だがあんただけじゃない。そこで隠れている人にも来てもらうぜ」

　背はい後ごの気配に、大牙は眼光を閃ひらめかせた。

「こんな面めん倒どうを連れてくるなんてどういう事だ。俺に恨うらみでもあるのか」

「そんなものは別にないわ」

　やはり、木こ陰かげから歩み出て来たのは女であった。

　黒髪を揺ゆらした長身は、大牙をひたと見み据すえて微笑ほほえんだ。

「ただ確かめたいだけよ、あなたの本気をね」

　迫水玲子。女はそう名乗り、日射しに目を細める。

　危き険けんを感じて、大牙の背せ筋すじがぞくぞくとわなないていた。




　都心から五○キロ離はなれた逗ず子しの市街は、深夜の静せい寂じやくに包まれていた。

　池いけ子ごと呼よばれる地ち域いきは、その中心部を離れた山やま間あいにある。

　元々は太平洋戦争の後に、アメリカ軍の弾だん薬やく貯ちよ蔵ぞう施し設せつとして接せつ収しゆうされた地だ。

　それが米軍家族の増ぞう加かに伴ともない、九○年代に米軍住じゆう宅たく地ちとして生まれ変わった。

　さらに第二次朝ちよう鮮せん戦争後、在ざい日にち米軍の撤てつ収しゆうと共に、池子住宅は日本に返へん還かんされた。

　広大な跡あと地ちには現げん在ざい、巨きよ大だいなマンションが建設されている。

　その建設現場に接する国道沿ぞいに、アイリッシュ・パブ「ハイランダー」があった。

　客もまばらな店内で、末永はカウンターに座ざしていた。

「今いま更さら聞くのもなんだが……あんたは何者だね？」

　横に座すわる迫水玲子に、末永は酒さけ臭くさい息をかける。

「あの少年……大牙くんの居い場ば所しよを教えてくれたのは感かん謝しやしてる。だが理由はなんだ」

「言ったでしょう。私は彼の本気を見たいのよ」

　玲子は、外に自分の車を停とめてある。

　酒も吞のまず、ミネラルウォーターを口に運んだ。

「それにはあなたのような人間が、ああした誘さそいをするのが一番だと思っただけ」

「同居人の娘むすめの事か……確たしかにな。おかげで彼の実力が見られるわけだ」

　しかしここで何が始まる？　末永は、周囲を見み渡わたした。

　大牙の指し示じで、二人はこの池子のパブに連れてこられたのだ。

　ここでしばらく待て。そう言い残し、大牙は店の奥おくに姿すがたを消した。

　すでに午前三時過すぎ。末永も次し第だいにいらつき始めた頃ころ……

「そろそろ彼の出番です。これを持って奥へどうぞ」

　マスターを務つとめる三○代の白人が、ラミネートされた通行証しようを渡してくれた。

『家族用フオー・フアミリイ』『全エリア通行可か能のう』の文字。

　不ふ審しんがる末永に微笑み、マスターは店の裏うら口ぐちを指し示しめした。

　玲子は代金を払はらい、カウンターから滑すべり降おりる。

　裏口を出た二人の前には、黒くろ塗ぬりのリムジンが待っていた。

「ミスター末永とミス迫水だね？」

　運転席から出てきたのは、大おお柄がらな黒人だ。

「乗ってくれ、フェニックスボーイが待っている」

「フェニックス……？」

　末永は首を傾かしげながらも、リムジンの後席に乗り込んだ。

　玲子も後に続くと、車体は建設現場目指して発進した。

「どこへ連れて行こうっていうんだ……」

　車しや窓そうは池子の森に囲まれた建設現場だ。明かりなどない。

　だが五分も走らぬうちに、リムジンは闇やみの中で停車した。

　車を降りた玲子と末永は、暗黒に目をこらした。すると……

「なんだ、ここは……」

　末永は、眼がん前ぜんにそびえるコンクリート製せいの建物に圧あつ倒とうされた。

　カマボコ型のそれは、高さ三○メートルはある。

　その大半は池子の丘きよう陵りように吞み込まれ、巧たくみに偽ぎ装そうされていた。

「かつての核かく弾だん頭とう貯蔵施設だわ、これ」

　さすがに玲子も、感心したように言った。

「米軍施設の名残なごりよ。よく残っていたものだわ」

「だけどおい、日本は核を……」

「非ひ核かく三原則が守られてたなんて、本気で思ってるの？」

　施設の正面には、分ぶ厚あつい扉とびらと警けい備び員いんが立ちはだかっている。

　二人が通行証を見せると、彼らも妙みように親しげな顔になった。

「オーケイ、楽しみな。もうじきフェニックスボーイの出番だ」

　重々しいドアが開かれる。通路が見え、その先には光。

　そして光に向かって歩きだすと、二人の鼓こ膜まくに歓かん声せいが襲おそいかかった。

「これは……！」

　玲子も視し線せんを上下左右に巡めぐらせ、呆ぼう然ぜんとして息を吞んだ。

　四方には、ぎっしり観かん衆しゆうで埋うまった客席が広がっている。

　老ろう若にやく男なん女によ。みな拳こぶしを振ふり上げ、叫きよう喚かんを発していた。

　ざっと一万人。日本武ぶ道どう館かんクラスのアリーナではないか。

「これだけの人数がいて、騒そう音おんと熱気が漏もれないとはね」

　玲子は施設に感心するが、末永は客席の中央に目を向けていた。

　そこには金かな網あみで囲まれた八角形オクタゴンが据すえられている。

　しかも白いマットは、すでに大量の鮮せん血けつで染そめられていたのだ。

「この試合は……」

　殴なぐり合っているのは、身長二メートルほどの白人と黒人。

　だが彼らの手にグローブはない。剝むき出しの拳で殴り合っているのだ。

　殴るだけではなく、指を相手の眼がん球きゆうに突つき入れ、股こ間かんを蹴けってもいる。

　何でもあり、と表される究極格闘技アルテイメツトでもここまではやらない。

　まさにルール無用。潰つぶし合いと呼よぶにふさわしい、凄せい惨さんな戦いだった。

　そしてその戦いに歓声を上げる人々を、二人は奇き異いな視線で見み渡わたした。

「おら、早くやっちまえ！　こっちはボーナスつぎ込んだんだぜ！」

「お前が負けたら三○万がパアだ！　ふらふらしてんじゃねえよ！」

　金を賭かけている。気づいた末永が顔を強こわばらせた。

　すでにリングでは劣れつ勢せいになった白人が倒たおれ、黒人の殴おう打だを浴びている。

　猛もう撃げきを止めるレフリーは存そん在ざいせず、戦いは一方的な殺さつ戮りくへと移うつっていく。

　白人が動かなくなると同時に罵ば倒とうが響ひびき、黒人への歓声が高まる。

　なんという非道な戦い。なんという非道な観客なのか。

　いったい誰がこんな試合を主しゆ催さいし、これだけの観客を集めたのだろう。

　そもそも誰がこんな闘技場を造つくったのか……疑ぎ問もんがふくらみだした時だ。

〈御来場の紳しん士し淑しゆく女じよのみなさん！〉

　突とつ然ぜん、場内アナウンスが声こわ高だかに叫さけぶ。

〈本日もフリーバウト東京へお越こしいただき、誠まことにありがとうございます！〉

　玲子たちは、空いていた席に座すわるとようやく悟さとった。

「フリーバウト東京……ここが……」

　噂うわさだけなら、末永も聞いた事がある。

　出しゆつ資し者しやは、裏うら世界に通じた富ふ豪ごうばかり。

　彼らの楽しみと利り益えき追求のために創そう設せつされた賭け喧げん嘩か。それがフリーバウトだ。

　国こく際さい捜そう査さ機関の目を盗ぬすみ、各国主要都市に巨きよ大だいな闘技場が建けん設せつされたという。

　試合に参加するのは武ぶ術じゆつ家かだけでなく、殺し屋、テロリスト、軍隊経けい験けん者しやたち。

　試合の勝者は莫ばく大だいな賞金を獲かく得とくし、それ目当てに犯はん罪ざい者しやたちが集つどうと聞いた。

　だが未いまだどの捜査機関も、フリーバウトの闘技場を特定できてはいないのだ。

　日本でも極ごく秘ひ裏りに建設されたと言われていたが、警けい視し庁ちようも未だに……

「……見つけられないはずだわ」

　玲子は、観客席の一いち隅ぐうを見つめて呆あきれ返った。

　二階席に迫せりだしているのは、どうやら真のＶＩＰ席のようだ。

　そこで拍はく手しゆを送る面々の顔には、みな見覚えがあった。

　与よ党とう副ふく総そう裁さい。大手銀行頭取。複ふく合ごう企き業ぎようの社長連中。

　さらに関東を根ね城じろとする広こう域いき暴ぼう力りよく団だんの八代目組長。

　在ざい日にちアメリカ大使すらいる。だからこの米軍住じゆう宅たく跡あとに建設できたのか。

　彼らにキャバクラ嬢じようの如ごとくはべるのは、テレビで見み慣なれた女じよ優ゆうたちだ。

　さながら古代ローマで奴ど隷れいと猛もう獣じゆうの一いつ騎き打うちを見物する貴き族ぞくに思えた。

〈いよいよ本日のメインイベントを行います！〉

　場内アナウンスに、客席の興こう奮ふんもさらに高まっていった。

〈最強のチャンピオンに、もはや素す手での対戦者は無意味です！〉

〈そこで今回、特別ルールとして挑ちよう戦せん者しやには武ぶ器きの使用を認みとめました！〉

〈ご紹しよう介かいしましょう、アメリカ合がつ衆しゆう国こくの威い信しんを背せ負おった挑戦者チーム！〉

〈世界最強の対テロ特とく殊しゆ部隊、元デルタフォースの六名です！〉

　盛せい大だいな花火パイロが打ち上げられ、歪ゆがんだギターの音ね色いろが会場を掃そう射しやした。

　天てん井じように据えられたライトが八角形オクタゴンを照らしだし、六つの巨きよ軀くが姿すがたを現す。

　天井の立体多面スクリーンに映うつしだされたのは、四人の白人と二人の黒人男だん性せい。

　半はん裸らの彼らの手には剣けん、斧おの、青せい龍りゆう刀とう、鞭むち、電でん撃げき警けい棒ぼう、鋼こう鉄てつの杖つえが握にぎられている。

　六人の身長、体重、戦歴も次々に電光表ひよう示じされ始めた。

　みなイラク戦争、第二次朝鮮戦争、リビア動どう乱らんに参加した実戦経験者ばかりだ。

　そして全員、戦争犯はん罪ざい者として処しよ罰ばつ、除じよ隊たいされている。

　民間人殺害、略りやく奪だつ、麻ま薬やく取引……映しだされた彼らの顔も、犯罪者にしか見えない。

『王者の名にふさわしいのは俺たちアメリカだ！』

『チャンピオン！　てめえを殺して一○○○万ドルはいただくぜ！』

　一○○○万ドル。人間六人を狂くるわすに十分な金きん額がくだ。

　殺戮しか能のない者が、大金を稼かせごうと思うならここはうってつけである。

　世界各地のテロリストが、活動資し金きん欲ほしさに参加するという噂話もうなずけた。

　ここは自分が殺される危き険けんなど顧かえりみない、狂きよう気きの殺人者たちが集つどう魔ま窟くつなのだ。

　ＵＳＡ！　ＵＳＡ！　アメリカ人観客から津つ波なみのような声が上がる。

　だが一方で、不平を叫ぶ人々の声も大きかった。

「六人がかりで武器持たせるとはどういう事だ！」

「ふざけるな！　チャンピオンを殺す気かよ！」

　常じよう軌きを逸いつした観客たちすら、同どう情じようしている。

　しかしその声をかき消すように、場内アナウンスが叫んだ。

〈続きまして我わがフリーバウト東京無差別級チャンピオンの登場です！〉

〈まさに王者の中の王者！　生ける不敗伝説！〉

〈無む敵てきのフェニックスボーイ！　東京フリーバウト最強の戦士、ここに降こう臨りん！〉

　瞬しゆん間かん、全すべての照明がリングに注がれひとつに重なる。

　歓声が消え、六人の兵士が身み構がまえ、静せい寂じやくが生まれた。

　と思った時、観衆の耳に静かな女声のアカペラが響ひびき渡わたった。

　素晴らしい神のお恵みアメイジング・グレイス。

　黒ゴ人ス霊ペ歌ルと共に、リングの中央が左右に開き、人ひと影かげが迫せり上がった。

　半裸の男が悠ゆう然ぜんと立ち上がる姿は、リング上空の立体スクリーンに映し出された。

　同時に客席から、女たちの絶ぜつ叫きように近い嬌きよう声せいが沸わき起こる。

　贅ぜい肉にくを削そぎ落とした長身。細身だが、隆りゆう起きした筋きん肉にくは見み惚ほれるほどだ。

　その鍛きたえ上げられた肉体は、ミケランジェロのダビデ像ぞうを想起させた。

　いやダビデ像をも超ちよう越えつして、よりたくましく強きよう靭じんに見える。

　金きん髪ぱつと黒くろ髪かみが交まじり合う姿は、さながら人ひと喰くい虎とらであった。

「これが……彼のアルバイト……」

　末永が放心したようにつぶやくと、場内アナウンスが少年の名を呼よぶ。

〈王者の名を崇あがめよ！〉

〈神が選びしチャンピオン、鳳凰寺大牙っっ！〉

　歓かん呼この声を聞きながら、玲子は静かに微笑ほほえむ。

　長い歓声がようやく終わる頃ころ、末永もやっと我われに返った。

「か、彼が王者だとしても一対六とは……あまりに不利だ」

「じゃあ聞くけど、勝つ見み込こみはまったくないの？」

　問いかけた玲子に、末永は低く呻うめいた。

「それは彼の実力によるが……とにかく包囲されたら終わりだ。そうなったら……」

　だが言葉の途と中ちゆうで、試合開始のゴングが鳴った。

　と同時に、六人の挑戦者が素す早ばやく疾しつ走そうする。

　大牙の周囲を三人で囲い、包囲陣じんの外でも三人が身構えた。

　見事な二重包囲。そして大牙には、動く素そ振ぶりもなかった。

「……そうなったみたいね」

　玲子が長い脚あしを組み替かえると、末永は顔を強こわばらせた。

「馬ば鹿かな！　あれじゃなぶり殺しだ！」

　狭せばまる包囲網もうを見て、末永は次し第だいに腰こしを浮うかせていく。

「さすが軍隊上がりだ、慎しん重ちようだよ。六人でかかれば必殺の確かく率りつは上がるが、打ち込みを間ま違ちがえ、同士討うちになる確率も高い。あえて三人で二重に包囲するとは……」

「でも大牙にも両手両脚があるわ」

　玲子も、緊きん迫ぱくした八角形オクタゴンを見下ろして言った。

「左右の腕うでとどちらかの脚……それで攻せめれば三人を同時に攻こう撃げきできるんじゃない？」

「それはシロウト考えだ。たとえできたとしても、外周から飛び込んだ一人が、彼の軸じく脚あしを襲おそえば転てん倒とうしてしまう。その時こそ、彼は殺される」

　末永は、確かく信しんを持って言った。

「……あの位置で彼が勝てるはずがない！」

　すると玲子は、妖あやしい笑いを忍しのばせた。

「あの位置では……ね」

　その瞬間、六つの咆ほう哮こうが大牙に襲いかかった。

　真っ先に大牙の脳のう天てんを砕くだくと思われたのは、全長二メートルの鉄てつ杖じようだ。

　空くうを切る音が、客席まで聞こえる。だが大牙は、悠然と一歩を踏ふみ出した。

「そんな……！」

　誰だれの目にも、大牙が鉄杖をかわす瞬間など見えなかった。

　だが大牙は繰くり出した一撃の死角に入り、すでに黒人の真横に動いている。

　あの距きよ離りで死角を読めるなど、人間の視し力りよく、反はん射しや神しん経けいとは思えない。

　慌あわてた男は、杖つえを捨すてようとして……

「ぎいっ……！」

　悲鳴とも呼よべぬ不気味な音声を、喉のどから漏もらした。

　大牙はその巨きよ体たいと、ただすれ違っただけだ。

　しかし男の身体からだは空中で一回転し、マットに叩たたきつけられていたのだ。

「今、まさか……」

　末永は、自分の見たものを疑うたがうように両目をこする。

「腕一本で、あのガタイをひっくり返しやがった」

　それも最さい小しよう限げん……ドアノブを回すよりも少ない動きだけに見えた。

　しかし玲子の動態視力は、末永のそれを上回っているようだった。

「腕一本じゃないわ……指一本よ」

　倒された黒人は呆あつ気けにとられ、やがて激げき痛つうの走る両脚を見下ろした。

　振り落とされた両りよう膝ひざは、曲がるはずのない方向に無む惨ざんに折れている。

　血ち反へ吐どと絶ぜつ叫きようを吐はいて、黒人はその場でのたうち回った。

「なんて奴やつ……！」

　末永も、凄せい惨さんをたしなむ観客さえも、驚きよう愕がくを我が慢まんできない。

　だがそれは、包囲する挑ちよう戦せん者しやも同じだったのだ。

　鮮せん血けつと硝しよう煙えんに慣なれた歴戦の男たちが、瞬しゆん時じの惨さん劇げきに動きを止めている。

　動物としての生せい存ぞん本能が、大牙の危き険けん性せいを察知し、躊ちゆう躇ちよを生んだのだ。

　無む論ろん、わずか数秒のタイムラグだ。

　しかし大牙が包囲網を脱だつするには、十分すぎる時間であった。

「に、逃にがすな！」

　挑戦者たちが我われに返った時にはもう、大牙は外側の包囲網に割わり込んでいた。

　予よ備びに控ひかえていた長ちよう剣けんと青せい龍りゆう刀とう……その二人が慌てて大牙を挟はさみ撃うちにする。

「ふっ！」

　大牙は短い呼こ吸きゆうを吐くや、長剣を握にぎった正面の男に右脚を振り上げた。

　鞭むちのようにしなる脚を、挑戦者も剣で斬きり払はらおうとする。

　だが脚と刃はが激げき突とつした刹せつ那な、ばきんと折れ飛んだのは刀身だったのだ。

　剣撃をも打ち砕く肉体とは！

　しかし宙ちゆうを舞まった切っ先は、勢いきおい良く大牙めがけて飛んできた。

　アクシデント。誰もがそう思った。だが大牙がわずかに身を反らすと……

「ぎああっっ！」

　大牙の背はい後ごに迫せまっていた青龍刀の男が、悲鳴を上げた。

　そのみぞおちに深々と、切っ先が突つき刺ささったのだ。

　血ち潮しおを撒まいて倒たおれた男に、末永が驚きよう嘆たんした。

「今のが計算だっていうのか！」

　逃のがしてなるかと、剣を折られた男が素す手でで喰らいつく。

　だが大牙は、微び妙みように曲げた指を相手の顔に突き入れた。

　強きよう靭じんな指先が、白人の両目にめり込む。

　あふれる血潮と体たい液えき。眼がん球きゆうが飛びだしたのか。客席から嘔おう吐とする喘あえぎ。

　鬼き気き迫る少年の戦いぶりに、末永はしたたる汗あせを拭ぬぐった。

「まだ一〇秒も経たってないぞ……」

　末永の喉がごくりと鳴ると、八角形オクタゴンの中では斧おのを持った白人が叫さけびを上げた。

　もはや残るは三人。包囲網もうも形を失っている。

　それでも大牙を金かな網あみに追い詰つめれば勝機はあると信じているらしい。

「進路を塞ふさげ！」

　斧が大牙の正面に、警けい棒ぼうと鞭が左右に走る。

　しかし今度も大牙は、すぐに逃げようとはしない。

　包囲が完成するのをわざと待ち……消えた。

「どこへ……！」

　慌てる挑戦者。視線を上げる。そして驚嘆した。

　なんと大牙は、斧を持った男の背せ中なかを蹴けっているではないか。

　背を踏み台にし、金網を蹴り、さらに反対側の金網まで飛んだ。

　そう、大牙はまさに重力すら無む視しし、飛ひ翔しようしていたのだ。

　一人が棘とげのついた鞭を振ふり回すが、追いつける速度ではない。

　戦いを中ちゆう継けいする立体映えい像ぞうカメラとて、大牙の動きをとらえきれない。

　逆ぎやくに鞭が伸のびきった瞬間を見み極きわめ、少年は使い手の頭上へと跳とんだ。

「やめろっ！」

　末永が一いち撃げきの威い力りよくを察して、思わず叫んだ。

　大牙は前蹴りを一いつ閃せん。顔面を砕くだかれた鞭の男は、金網に倒れ込む。

　しかし男の身体からだは金網を突き破やぶり、そのまま場外まで吹ふき飛んだ。

　肉体はぐしゃぐしゃに潰つぶれる。鋼こう鉄てつの檻おりでも止められぬ威力！

　だが大牙が着地した瞬間を狙ねらって、左右から斧と電撃警けい棒ぼうが走った。

「今度こそ退さがるしかない！」

　だが末永の判はん断だんとは異ことなり、大牙はその場で腕うでを伸ばした。

　身を低めて電撃警棒の手首をつかみ、斧の男の脚あしを払う。

　仰ぎよう天てんした斧の男は、口の中へまともに電撃警棒を突っ込まれた。

　歯から歯へ電流がほとばしると、白目を剝むいて失神する。

　場内から嫌けん悪おの悲鳴。最後に残った挑戦者は、警棒を震わせた。

　降こう伏ふくするかに思える。だが……

「のぼせるな、黄色いガキが！」

　警棒を震わせたのは、それを二つに折るためだった。

　くの字になった片かた方ほうの断面には、小さな穴あなが穿うがたれている。

　そして折れると同時に、引き金とグリップが飛び出す。

　口径九ミリの、それは立りつ派ぱな自動拳けん銃じゆうに変形した。

「卑ひ怯きようっ……」

「……じゃないわよ。武ぶ装そうは認みとめられてるんだから」

　末永の声を、玲子は冷ややかに制せいした。

「それに彼も、こういう戦いが好きだと思うわ」

　標的は、あまりにも近い。黒人は、必殺を確かく信しんして笑う。

　そして続けざまの銃撃。大牙の全身に、銃じゆう弾だんが容よう赦しやなくめり込んだ。

「あ……あああっ！」

　すると末永は、なぜか二度も悲鳴を上げた。

　一度目は、大牙が死んだと確信したからだ。

　そして二度目は……大牙の身体を銃弾が通り抜ぬけたからだった。

「馬ば鹿かな！」

　観客たちも、大牙が撃うたれる瞬しゆん間かんを見ていた。

　だが大牙を突き抜けた銃弾は金網にぶつかり、火花を散らしている。

　そして大牙だけが無む傷きずで、黒人の前に歩み寄よっているではないか。

　末永は半ば席を立つと、拳こぶしを震わせて叫んだ。

「今、撃たれたのは残像か！」

　誰の目にも、撃たれたのは大牙本人に見えた。

　しかしあまりにも速い大牙の回かい避ひ行動が、その場に残像を残したのだ。

　それを悟さとった最後の挑ちよう戦せん者しやも、弾たまの尽つきた銃を投げ捨すて跪ひざまずいた。

「た、助けてくれ！　俺おれたちの負けだ！」

　嘆たん願がんにもかまわず、大牙は男の両手首を拳で握った。

　そして冷たい視し線せんを据すえ、こねるように拳を回す。あの動き。

　容よう赦しやのない動作に、思わず末永も叫さけんだ。

「もう、やめ……！」

　叫んだ目前で、黒人はあらぬ方向に腕を折られ、絶ぜつ叫きようを発した。

　しかも関節を折られたのではない。橈とう骨こつそのものを折られたのだ。

　まるで腕に仕し込こまれた爆ばく弾だんでも破は裂れつしたように、血肉が飛び散る。

　続けて血に染そまった橈骨が裂れつ傷しようから突つき出した。

　自分の骨ほねを見下ろすと、黒人は昏こん倒とうしてしまう。

　場内が静まり返ると、大牙はおもむろに右の拳を高く突き上げる。

　歓かん声せいもないままに、場内アナウンスが少年の名を告げた。

〈し、勝者、鳳凰寺大牙！〉

　拍はく手しゆすら出ぬ会場に、再ふたたび荘そう厳ごんな黒ゴ人ス霊ペ歌ルが響ひびく。

　玲子は座ざ席せきにもたれ、去ろうとする末永を見上げた。

「逃にげるのね。彼を売り物にしたいと言ったのはあなたよ」

「確たしかにな……だから彼も見せてくれたわけだ。リングに上がればどう戦うかを」

　震ふるえる声で、末永は続けた。

「だがあれでは売り物にならない。彼の力では、本当に相手を殺してしまう。確かに強いが……強すぎて誰も褒ほめてはくれないだろう。無む論ろん、テレビでも映うつせやしないさ」

「手て加か減げんさせればいいのよ。筋すじ書がきのある格かく闘とう技ぎもあると聞いたわ」

「彼にそれをするつもりはないな。たとえ手加減しても、対戦相手が壊こわされるだろう。だとすれば、試合が組める見込みもない」

　末永が背せ筋すじを震わせると、玲子もさらに続けた。

「他ほかにも選手はいるんでしょう。若わかい練習生にも大牙を見せたら、あの力を覚えたいと言いだす子も一人二人いるんじゃないかしら」

「冗じよう談だん言わないでくれ」

　末永は唾つばを吞のみ込んで、首を横に振ふった。

「古こ武ぶ道どうなら教える価か値ちはある。だが彼のは違ちがう。武道の基き本ほん理念である神しん武ぶ不ふ殺さつ……傷つけずに取り押おさえる思想とは正反対だ。まさに必ず殺す事が前ぜん提ていじゃないか」

「一いち撃げき必殺……面おも白しろいと思うけど」

「あんたは分かってないな。あの力を身につけるまでには、本当に誰かを殺さねばならない。それは私には無理だ。人間として、殺人を教える事はできないね」

　末永は背を丸くして、そそくさと客席から逃げ去った。

　見てはいけないものを見た。去り際ぎわの表ひよう情じようが告げている。

　だが玲子は、不満そうにため息を吐ついた。

「分かってないのはあなたよ」

　歓かん呼こに応こたえる大牙を見下ろすと、玲子も席を立つ。

「私は、彼の本気が見たいの」

　言い残して、冷たい声は歓声の中に消えていった。




　鳳凰寺大牙は、控ひかえ室で冷たいシャワーを浴びていた。

　あれほどの戦いを終えたのに、その身には冷や汗あせひとつ滲にじんでいない。

　それでも飛び散った血を拭ぬぐうために、冷水を浴びるのが彼の常つねだった。

「今日はどうしたんだ。六人全員、ああまで再さい起き不ふ能のうにするなんて」

　シャワールームの外から聞こえるのは、壮そう年ねんの男の声だ。

　姿すがたは見えないが、もちろん大牙にはなじみの声であった。

「プロモーターのあんたらには面白くない試合だったろ。今夜の賭かけ率りつは？」

「当然、九九％の客が君に賭かけたよ。どんな相手が挑ちよう戦せんしてきても、客はみな君が勝つと思ってる。だがどんなに賭かけ率が低くても大おお穴あなを狙ねらってくる奴やつもいるんだ」

　控え室で待つ男は、葉は巻まきの匂においを漂ただよわせた。

「そういう奴がいる限かぎり、あんたの試合もまだ博打ばくちになる。来月もまた頼たのむぜ」

　シャワーから出ると、大牙は全ぜん裸らのまま男に向き直った。

　背はい後ごに四人の護ご衛えいをつけたプロモーターは、すでに小切手を差し出している。

「今日のファイトマネーだ。一五○万ドルだったね」

「いつも通り、その半分を俺の口こう座ざに……残り半分は、あんたに渡わたすよ」

　タオルで身体からだを拭ふきながら、大牙はそう告げた。

「これであんたに渡した額がくは、五○○万ドルを超こえている。結果はどうだ？」

「それがなあ……どうにも思わしくないぜ」

　葉巻の煙けむりを飛ばし、男は首を横に振った。

「足取りすらつかめないと連中は言ってる。地元の組そ織しきにも金はばらまいてるが……」

「それでも見つからないのか」

「だがうちの組の情じよう報ほう網もうも無能じゃないぜ。暴ぼう力りよく団だんとはいえ、表向きは貿ぼう易えき会社だ。ヨーロッパと南北アメリカには、相当な数の人間を送り込んでる。そのうち……」

　言いかけた男に、大牙は大きくため息を吐いた。

「引き続き捜さがしてくれ。どんな情報でも欲ほしい。そのために俺はここにいるんだ」

「分かってるよ。しかしそのために、あんたもずいぶんヤバい橋を渡るもんだぜ」

　男は感心したように言って、大牙に笑いかける。

「そのロレインって娘むすめが誰だれか知らねえが、あんたにとっては大事な……」

「話は終わった。もう出てってくれないか」

　大牙が刺とげ々とげしい声になると、プロモーターは笑って席を立った。

「分かったよ。さっきから美人がお待ちかねだからな」

　ドアを開け、プロモーターは部屋から出ていった。

　すると大牙は、開きっぱなしのドアに目を向けた。

　通路から入ってきたのは、迫水玲子と名乗った女だ。

「見せてもらったわ、十分すぎるほどに」

「あんたがけしかけた男はどうした、御要望には応こたえたぜ」

「真っ青になって帰ったわ。あなたの力に恐おそれをなしてね」

「そうしなきゃ、あいつは諦あきらめないからな」

　大牙は裸体を隠かくしもせず、自前のドリンクを口に運んだ。

「あんたも納なつ得とくしただろ。俺は本気を見せたんだ。もう二度と、俺にまとわりつくなよ」

　すると玲子はにたりと笑い、ソファに身を沈しずめた。

「本気ねえ……」

　玲子は長い脚あしを組み替かえると、左右の指を絡からめた。

「あなたは、行方ゆくえ不明になったロレインの両親を捜してるのね」

　唐とう突とつな言葉に、大牙は思わず身を硬かたくした。

「それがここで戦う理由でしょ？　獲かく得とくした賞金をプロモーター……つまり犯はん罪ざい組織に流してまで情報を得ようとしてる。でも結果は芳かんばしくないようね」

「どうしてそれを……」

「道理でプロスポーツからの誘さそいを断ことわるはずだわ。一か月に億単位の金を稼かせげるなら、表の世界にデビューする必要はない。でも理由はそれだけじゃないわね」

　玲子は、長い黒くろ髪かみを搔かき上げて言った。
















「あなたは自分で、ロレインの両親を捜しに行くつもりなんでしょ？」

「あんたは……」

「そう約束したんでしょ。ロレインと初めて出会った頃ころに」

　大牙は、思わずドリンクの容よう器きを落としそうになった。

　しかし動どう揺ようを面おもてに出さず、ソファの玲子を見下ろした。

「あんた、いったいどこまで知ってる」

「さあ、どこまでかしらね」

「ガキの頃の約束だぜ。ロレインだって覚えちゃいないさ」

　そっぽを向く玲子に、大牙は不ふ審しんをつのらせた。

「だいいち捜しに行くつもりならとっくに行ってるさ。金も十分にある。俺がロレインの両親を捜してるのは、他ほかに大金の使い道がねえからだよ」

　大牙は、苛いら立だたしくタオルを握にぎりしめる。

「今度は俺の番だ。いったい誰に今の話を聞いた？」

「誰だと思う？」

「ふざけるな。俺はあんたに本気を見せたぜ」

　大牙がそう言うと、玲子は急に目を細めた。

　鋭い視線が、大牙の裸身を上下にねめつける。

「……それはどうかしら。私はまだ、あなたの本気を見てはいないわ」

　今度は、大牙の視し線せんが鋭するどさを増ます番だった。

「……何の話だ」

「とぼけても無む駄だよ。あなたはこの闘とう技ぎ場じようで、一○○％の力なんか出してない」

「金に目のくらんだ六人と殺し合いをしたんだ。手て抜ぬきなんかできないぜ」

「そこがあなたの恐ろしいところだわ。本当に手を抜いて、勝ってるんだから」

「おい、いい加か減げんに……」

　言いかけた大牙に、玲子は静かに眼がん光こうを向けた。

　思わず大牙は、言葉を引っ込める。そして玲子は言い放った。

「鳳凰流闘とう武ぶ術じゆつ」

　玲子の言葉は、まるで白はく刃じんのように研とぎ澄すまされていた。

「あなたはそれを使ったかしら？　私にはそう見えなかったけど」

　大牙は裸のまま、身み構がまえた。

　今頃気づいた。玲子の身のこなしは、格かく闘とう者しやのそれである。

　しかも末永とは違ちがい、殺し合いを知る者の間合いであった。

「もう一度言うぜ……誰にその話を聞いた？」

「確たしかに……あなたのお祖じ父い様、鳳凰寺無頼氏には会ったわ」

「爺じいちゃんに？　馬ば鹿か言え、簡かん単たんにしゃべるはずはない」

「そうね。別の人物からも教えてもらったわ。あなたの事をよく知っている人からね」

　大牙は顔を歪ゆがませて、思考を巡めぐらせた。

　大牙とロレインのいきさつを知り、大牙の真の力を知りうる者。

　たった一人しかいない。そんな馬鹿な。

「……そいつは俺の事なんか何も知らねえはずだ」

「そうかしら。仮かりにもあなたの父親じゃないの」

　父親。それは半ば存そん在ざいを忘わすれた肉親であった。

　大牙が遠い記き憶おくをたぐり寄よせても、思い出せる顔はない。

　その父親を知るという玲子に、大牙は今一度問いかけた。

「あんたはいったい……誰なんだ？」

「お父様に頼たのまれて来たのよ。あなたの力を確かめて欲ほしいと」

「確かめて何になるんだ。十何年も俺を放ほうっておいて今いま更さら……」

　言いかけた大牙の声を、玲子が視線で遮さえぎった。

「ロレインが狙ねらわれているの。守れるのは……あなただけかもしれない」

　大牙の呼こ吸きゆうが、一いつ瞬しゆん止まった。

　玲子の言葉こそ、本気のものだったのだ。




「乾かん杯ぱい……」

　店内の片かた隅すみで、三つのグラスが軽くぶつかった。

　薄うす暗ぐらい店内を映うつす赤ワインを口に含ふくむと、男は満足げに微笑ほほえんだ。

「嬉うれしい驚おどろきだな。この東京でハンガリーワインが吞のめるのだから」

　薄暗いテーブルの上で、壮そう年ねんの男は傍かたわらのワインボトルを斜ななめに眺ながめた。

「しかもトカイ・アスズ・エッセンシアの九三年物だ。心して味わおう」

「やけに甘あまいのお、わしは一いつ杯ぱいで遠えん慮りよしとくわい」

　しわがれた声が、咳せき込こみながらグラスを置いた。

「ハンガリー人ってのは、こんな甘い酒を吞んでるのかね？」

　野や卑ひな品評にも、男は微び笑しようしたまま杯さかずきをゆらめかせる。

「いや、この酒は特別だ、ヴォウ老人。貴き腐ふブドウのエキスをゆっくり抽ちゆう出しゆつし、さらに時間をかけて発はつ酵こうさせる。糖とう分ぶんは通つう常じようの三倍……世界最古の極ごく甘口ワインなのだ」

「フランスの太陽王ルイ一四世は、この酒をワインの王者と呼よびました」

　今度は、妖よう艶えんな女の声がそう告げた。

「そして王者のワインとも。このボトル、二〇○○ドルはする代しろ物ものですわ」

「その通りだ、カタリナ。だが真の王者はエリクシルと呼ばれる琥こ珀はく色の逸いつ品ぴんだ。ハンガリー皇こう帝ていが霊れい薬やくとして愛飲したもので……今、この世には存在しない」

　男は言うと再ふたたび、ワインを口にした。

「イシュトヴァーンもそれを吞んだであろうか……」

　男は故こ国こくの英えい雄ゆう、初代国王の名をつぶやき、自分の右手を見下ろした。

　ワイングラスを握にぎる指先はひからび、ミイラの如ごとく茶色く変色している。

　だがシャツからのぞく腕うでには生気が満ち、まるで手首だけ別人のようだ。

　それでも枯かれた指先は器用に動き、ワイングラスを弄もてあそんでいた。

「私の右手は、王者の右手だ。私とて霊薬を吞むにふさわしい。だがそれが手に入らなくてもかまわない。あの御お方かたさえ手に入ればそれでいいのだ」

　男は、向かい合う二人を交こう互ごに見つめた。

「カタリナ、我われらが導みちびき手は……」

「すでに不死者イモータルどもの監かん視し下かに。御命令さえあればいつでも」

　ひれ伏ふすような声で、女は問いかける。

「あなた様御おん自みずから、お出ましになられるおつもりですか？」

「いや、私には儀式の準じゆん備びがある。不死者どもに任まかせておけばよい」

　うなずいて男は、今一度ワイングラスを持ち上げた。

「だが頃ころ合あいだな。あの御方を我わが前に……王者の右手でお迎えしよう」

　女もグラスを掲かかげ、老人と視し線せんを合わせた。

「乾杯しましょう、流る浪ろうの終わりに」

「よかろう。我らが故こ郷きようへの門に」

　ワイングラスが再び、心ここ地ちよい音を立ててぶつかり合う。

　戦いを前にした三人の魔ま人じんは、祝杯をゆっくり飲み干ほしていった。







　　　【第二章】







　土曜日とはいえ、午前七時ではファミリーレストランも閑かん散さんとしている。

　フリーバウトを終えた大たい牙がは、国道一六号線に接せつする店に玲れい子こと入った。

　大牙はソファ席に身を沈しずめ、不思議な女に視線を向ける。

「いい加か減げんな事を言うな」

「本当よ、ロレインは狙ねらわれているわ。しかも国こく際さい的犯はん罪ざい組そ織しきに」

　言った女の手元には、警けい察さつ手帳が置かれていた。

　警けい視し庁ちよう国際犯罪部捜そう査さ官、迫さこ水みず玲子警部補ほ。

　そう正体を明かしてさえ、玲子の言動には怪あやしいものがあった。

　非ひ合ごう法ほうなフリーバウトに参加した大牙を、逮たい捕ほする気配もない。

「相手は生なま半はん可かな相手じゃないわ。正せい規きの軍事訓練を受け、重火器で武ぶ装そうしている。そしてあなた以上に、殺さつ戮りくに慣なれている」

「なんでそんな奴やつらにロレインが狙われたんだ。警察は……」

「日本の警察力では立ち向かえないかもしれない。だから私がここに来たのよ」

　玲子は、考えを巡めぐらせるようにこめかみを揉もんだ。

「私の任にん務むは、まずロレインを警けい護ごすること。でも相手の組織は、恐おそろしい切り札を持っているの。その切り札を使われた場合、あなたの力が必要なのよ」

「だから俺おれの実力を確たしかめようとしたのか」

　大牙の問いに、玲子は力強くうなずいた。

「それが私の二つ目の任務よ。もしあなたが鳳ほう凰おう流闘とう武ぶ術じゆつを自じ在ざいに操あやつれるなら、ロレインの警護に加えろ……そう命じられたわ」

　鳳凰流闘武術。大牙も、もうその名を否ひ定ていしない。

　玲子は、バッグから分ぶ厚あついファイルを取りだした。

「あなたのお祖じ父い様は、鳳凰寺無ぶ頼らい。鳳凰流闘武術の継けい承しよう者しやで、当然あなたもその武術をお祖父様から教わっている……」

「隠かくし事を知られるのは、あまりいい気分はしないぜ」

　大牙が口元をねじ曲げても、玲子は眼がん光こうを弱めなかった。

「鳳凰流闘武術の歴史は古いそうね。スサノオがヤマタノオロチを斬きった時に使った技わざと記す書物もあったわ。身体からだに流れる血けつ魂こんと呼よばれるエネルギーを統とう御ぎよする事で魔を払はらい清める……古代天てん皇のう家の庇ひ護ごを受けた事もあった」

「そんな昔の事は知らねえよ」

「庇護されると同時に公こう権けん力りよくから恐れられたケガレの力……外げ法ほう……鳳凰寺一族は自分たちを守るため、力を隠して生き残った。一いつ子し相そう伝でんゆえに実じつ像ぞうを知られる事もなく」

　大牙は我わが事ながら、まゆつば臭くさい経けい歴れきに辟へき易えきした。

　かつての日本には、無数の奇き怪かいな術法が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしていた。

　鬼き道どう、呪じゆ禁きん道、陰おん陽みよう道、黒くろ魔ま術じゆつ……

　鳳凰流闘武術は、その魔術全すべてと戦い、渡わたり合った歴史を持っている。

　時には公権力からの依い頼らいを受け、時には自らの命を守るために。

　歴史書に残らぬ闇やみの中で戦い、今なお生き残った武術と聞かされている。

　当の本人にも信じ難い話だ。事実、最初は作り話だろうと思っていた。

　しかし修しゆ行ぎようしてみると、大牙は身をもってその力を確かく信しんするようになったのだ。

　無頼の要求は、時に想像を絶ぜつする過か酷こくさを伴ともなった。たとえば……

「あなたは五歳さいや六歳で、冬の雪山、南海の無人島に置き去りにされたわね。何ひとつ持たされず、自分の力だけで生き残ることを学ばされた」

　知っていたのか……大牙は思わず心中で呻うめいた。

　自分が生きるために、野生の猪いのししや蛇へびを殺す事も覚えた。血にも慣れた。

　孤こ独どくに打ち勝ち、知ち恵えを絞しぼる。命を取る事で、命の重さにも気づいた。

　だがすべからく格かく闘とう技ぎとは、実戦の中で磨みがかれるものだ。

　そう思った大牙は金と相手を求めて、違い法ほうなフリーバウトに身を投じた。

　もっとも、門外不出の闘武術を衆しゆう目もくの前で使うわけにはいかない。

　結局、闘武術を使わぬままで大牙は戦い続け、王者となったのだ。

「確かに、親父おやじでなければ出せない命令だな」

　大牙は、封ふう印いんした力を思ってつぶやいた。

「俺とロレインを、そして鳳凰流闘武術を知る者は他ほかにいない」

「ドイツ連れん邦ぽう陸軍、ヴァルター・フォン・ディートリッヒ大たい佐さ」

　玲子は、大牙の父親の名前を口にした。

「今は、北大西洋条約機構ＮＡＴＯ軍に出向しておられるわ」

「そいつは知らなかったな」

　父親の記き憶おくは、うっすらとしたものだ。

　一いつ緒しよに暮くらしたのは三歳まで。別れて以来、会ってもいない。

　感かん慨がいなさげな大牙を、玲子は不意に優やさしげな視し線せんで見つめた。

「あなたの金きん髪ぱつはお父様の、黒くろ髪かみはお母様の特とく徴ちようを受け継ついでいるのね。お母様は鳳凰寺・みすず・ディートリッヒ。二○○六年死去。享きよう年ねん三十三歳……でいいかしら」

「合ってるけど、俺にはどっちの記憶もたいしてないのさ」

　大牙は、久ひさしぶりに母の姿すがたも思いだそうとした。

　だが母親は、大牙がわずか三歳の時に病死したと聞く。思いだせるはずもない。

　母が死んだ後、大牙はすぐ日本の祖そ父ふの下もとへ送られた。

　それ以来会いにも来ない父親を、大牙は好きになれなかった。

　俺は捨すてられたのだろうか。子こ供どもの頃ころ、何度も思った。

　その思いは成長しても、常に心のどこかにあった。

　別にどうでもいいさ。そう思う反面、わだかまりも拭ぬぐいきれない。

　そもそも修行に打ち込こんだのも本当は……

「親父は、任にん務むのついでにロレインが狙ねらわれてると知ったのか？」

　胸きよう中ちゆうのもやもやをかき消すように、大牙は頭とう髪はつを搔かきむしった。

「ＮＡＴＯ軍に出向してるって言ってたな。その任務って何だよ」

「それも後で説明するけど……任務は、崇すう高こうなものと言えるわ」

　崇高か。玲子の言葉に、大牙は深く息を吐ついた。

「敵てきが誰だれかも教えない。なぜ狙われるかも教えない……それが崇高な奴やつのする事か」

「勿もち論ろん、あなたには全てを知る権利がある。ただ……」

　玲子は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよして、言葉を選び出した。

「全てを説明するのは、あなたのお祖じ父い様の役目だわ」

「どういう意味だ」

「この事じ件けんは、あなたとロレインの人生に関かかわっているの。昨日会ったばかりの私が説明するより、鳳凰寺無頼氏に語ってもらった方がいい……私はそう思ってるの」

　大牙は、玲子の眼がん光こうが微び妙みように変化したのを察した。

　鋭するどい視線が和やわらぎ、なにか慈いつくしむ光に変わっている。

　大牙は諦あきらめたように、席を立った。

「分かった。だったら爺ちゃんに説明してもらおう。それが一番だって言うならな」

「根ね津づのお家まで送るわ。眠ねむかったら、車の中で寝ねてもいいから」

「ふざけるな。こんな話聞かされた後で、安あん眠みんなんかできねえよ」

　それから……大牙は、思いだしたように言った。

「話を聞く時はロレインも一緒の方がいい。あいつは今日、実習に行くはずだ」

「分かってるわ。彼女にもちゃんと護ご衛えいがついているの。頃合いを見て彼女にも……」

　玲子が言いかけた時、大牙は思わず身体からだを強こわばらせた。

「待てよ。実習に行かせるのか？」

「ええ。でも、護衛は一○人以上ついているわ」

「ロレインは狙われてるんだろ？　守るつもりなら外出させないのが普ふ通つうじゃねえか」

　腰こしを浮うかせた大牙は、瞬時に思考を巡めぐらせた。

「あんたは無頼爺ちゃんの力も知ってるはずだ。俺より頼たよりになる。だったら家から出さずに、爺ちゃんに守らせるのがベストなはずだぜ」

「その通りよ。でもさっきも言ったように、相手は切り札を持っているの。それはとても強力だけど、滅めつ多たに使われる事はないのよ。兆ちよう候こうも確かく認にんできてない」

「だからって安心していられるか」

「捨すて札相手なら、私たちでも十分対たい抗こうできるのよ。それは信じて」

「だとしてもだ。わざわざ敵てきの目につかせるなんて、俺は……」

　そこまで言って……大牙は、全身の産うぶ毛げを逆さか立だてた。

　気づいた瞬間、ぎらついた視線で玲子を見下ろした。

「お前ら……ロレインを囮おとりにしたな」

「違ちがうわ、大牙！　それは……」

「いや……お前らはロレインを狙う組そ織しきが今どこにいるか、まだつかんじゃいないのさ。だからロレインを表に出し、そいつらをおびき出そうとしている……」

　大牙が憤ふん怒ぬを込めて言うと、店員が心配げな視線を送った。

　だがかまわず大牙は、玲子に刃やいばのような声こわ音ねを突つきつける。

「お前らの目的はどっちだ……ロレインを守る事か……それとも敵を捕つかまえる事か」

「……両方だわ。そして私たちにはそれだけの力がある」

　玲子の言葉も力強かった。

「でもあなたが加わってくれれば、ロレインを守る確かく率りつはずっと上がるの。だから……」

「油ゆ断だんしてる奴の言葉に説得力はないぜ」

　大牙は、低く吼ほえるように言った。

「命を懸かけた勝負の中で、油断する奴はまず勝てない。相手にその油断を悟さとられ、つけ込まれた時には、もう取り返しがつかないんだぜ」

　大牙はリュックを担かつぎ、玲子を目線でうながした。

「車を出せ。お前らにロレインは任まかせちゃおけない」

「大牙、私たちは……」

「これが親父おやじの指し示じだとしたら、俺はあいつを生しよう涯がい恨うらむぜ」

　大牙は奥おく歯ばをきつく嚙かみ、ファミレスから走り出る。

　脳のう裏りをよぎったのは、なぜか真っ赤な悪あく夢むであった。




「はあーい、みんなこっちですよー」

　ロレインは子こ供どもたちの手を引いて、木こ漏もれ日の下を歩いていた。

　土曜日の神じん宮ぐう外がい苑えんは良い天気であったが、今朝はさして暑くない。

　ロレインが連れているのは、神宮学園保ほ育いく園えんの子供たちだった。

「お姉ちゃん、噴ふん水すいに行こうよお」「わたちとお手々つないで」

　ロレインになついた子供たちはみな、彼女の気を引こうと一生懸けん命めいだ。

　他ほかにも保母や先せん輩ぱいはいるが、ロレインの周りに集まった子供の数は圧あつ倒とう的に多い。

　群むらがる子供たちを見て、本ほん職しよくの保母たちも驚おどろくばかりである。

「こうまで好かれる人も珍めずらしいわよ。小さい弟さんか妹さんがいるの？」

「いいえ……お兄ちゃんみたいな人はいますけど」

「その割わりにみんな、なつくのが早いわ。ちゃんとあなたを覚えてるし」

　ロレインが学ぶ看かん護ご科一年は、まだまだ通つう常じようの学科授じゆ業ぎようが多い。

　保育園実習に来たのも、これで二度目である。

　それでもロレインには、不思議と人を引きつける力がある。

　もっともまとわりつく子供が多いのには、他にも理由があった。

「僕ぼくたち、お姉ちゃんの事、絶ぜつ対たい忘わすれなかったよ」

「だってさ、この前来た時に、カレーライス持ってきてくれたでしょ」

　子供たちに言われて、ロレインは微笑ほほえみを増ました。

「うん、調理実習で作った残りね……それも覚えててくれたの？」

「凄すごい味だったもん。ウナギとか入ってるしさあ」

「そおそお。メロンとかあん肝きもとか白しら子ことか……」

　思いだしたのか、子供らの顔がげんなりしてくる。

　正直な反はん応のうに、さすがのロレインも小首を傾かしげた。

「あらあ、子供には向かなかったかしら……でも今日はケーキを作って来たのよ」

「やったあ！　わたち、イチゴのケーキが好きい！」

「ごめんねえ。イチゴじゃなくて梅うめ干ぼしのショートケーキだけど」

　子供たちはさらに肩かたを落とし、ロレインも思案にくれた。

「どうして不ふ評ひようなのかしら。大ちゃんなら、丸ごとワンホール食べてくれるのに」

「僕、その人って偉えらいと思うな」

　するとようやく、子供たちに引きずられるように美み樹きが追いついてきた。

「待ってよ、ロレインー。あたしもうバテバテ」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいした美樹は、両手に男の子たちをぶら下げていた。

「この子たちったら朝から走り回るわ、ケンカはするわ、おしっこは漏もらすわ……」

「美樹ちゃんだって学校の廊ろう下かを走ったり、男の子と言い合ったり、それから……」

「言っとくけど、漏らしたりしないわよ！」

　大声で叫さけんだ美樹は、周囲の視し線せんに気づき、自分の口を塞ふさぐ。

　そしてくすくすと笑うロレインを、細目で眺ながめた。

「まったく……あんたは誰からも好かれていいわよねー」

「美樹ちゃんだってこの前、普通科の男の子からデートに誘さそわれたじゃない」

「あー、全然好みじゃなかったから断ことわった奴やつね。あんなのどーでもいいわよ」

「美樹ちゃん、結けつ構こうもてると思うんだけどな……大ちゃんだって言ってたわよ。小川も可愛かわいい顔してるのになあって」

　その言葉を聞くと、急に美樹のろれつが早まった。

「ななな何よ、それ……あんたたち、陰かげであたしの話なんかしないでよ！」

「だって大ちゃんから言ったんだもの。ねえ、どうして赤くなってるの？」

「べべ別に赤くなってないわよ！　や、やあーね、ただ暑いだけだってば」

　首まで赤くした美樹は、啞あ然ぜんとする子供の頭をぞんざいに撫なでた。

「そ、それよりあんたこそ、いい加か減げんに大牙とつき合いなさいよ。もたもたしてると他の女に取られるわよ」

「あー、そっかあ。いつか大ちゃんも彼女つくるのかしら」

「あのねえ……ずっと側そばにいたからって、これから先も一いつ緒しよにいてくれるとは限かぎらないのよ。好きならちゃんと捕つかまえておかないと」

　美樹は、心配するようにロレインに告げる。

　しかし当の本人は、なぜかにっこりと微笑んでみせた。

「捕まえるなんて……私には無理かなあ」

　ロレインは澄すんだ青い瞳ひとみで、空を見上げる。

　そののんびりした視線に、美樹は呆あきれて肩かたをすくめた。

「あんたは吞のん気きねえ。それじゃあ、あいつ……きゃっ！」

「やだ、美樹ちゃん！」

　突とつ然ぜん、美樹は小さな悲鳴を上げて、尻しり餅もちをついた。

　背せ中なかにぶつかったのは、通りすがりの男だん性せいだ。

　相手も驚いた表ひよう情じようで、美樹に手を差し伸のべてきた。

「Entschuldigen Sie, bitte!」

「え？　は？」

　ロレインと美樹の前には、ビジネススーツ姿すがたの男が二人立っていた。

　共に白人。手には東京の地図を持ち、肩から大きなバッグを下げている。

　しきりと言葉をかける男たちから、美樹は慌あわてふためき飛び退のいた。

「あ、あーと、オーケイ、オーケイ……アアアイムソーリー……で、えーと」

「ちょっと美樹ちゃん、ドイツ語よ」

　会話を聞き取っていたロレインが、横からそう言った。

「お怪け我がはありませんか、って聞いてるの。本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、あは、そうなんだ。大丈夫、大丈夫。そう通つう訳やくしてよ」

　ロレインが生まれたのは、スイスのドイツ語圏けんである。

　三歳さいまでしか住まなかったとはいえ、日にち常じよう会話なら問題はない。

「私の友達は大丈夫です。そちらこそお怪我はありませんか」

「ええ、こちらもよそ見をしていたものですみません。それにしても……」

　男たちはロレインの流りゆう暢ちような言葉に驚おどろき、ついで安あん堵どの息を漏らした。

「言葉が分かる方と会えて良かった。実は国立能のう楽がく堂どうに行きたいのですが」

　ロレインは、くしゃくしゃに握にぎられた地図を見て微笑んだ。

「それでしたら千せん駄だが谷や駅の方ですよ。あ、でも……」

「大丈夫よ、ロレイン。この子たちならあたしが預あずかっとくからさ」

　気を利きかせて、美樹が子こ供どもたちを集めてくれる。

　ロレインは拝おがむように、美樹に両手を合わせた。

「ごめんね、美樹ちゃん。そうしてもらえる？」

「大丈夫よ。先生にはあたしから言っとくから」

　美樹に礼を言うと、ロレインは男たちに向き直った。

「……ええっと、日本には観光でいらしたんですか？」

　ええまあ。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの二人は答えて、ロレインの手を握りしめた。

「輸ゆ入にゆう取引のためにハンブルグから来たんですよ」

「でも仕事は昨日までです。今日は観光でしてね」

　そうなんですか。ロレインもしっかりドイツ人の手を握り返した。

　近くでよく見れば、確たしかに商社マンといった風ふ情ぜいの男たちである。

　だがにこやかな握あく手しゆの背はい後ごで、突とつ然ぜん男の子の叫さけび声が上がった。

「あのおじさんの耳、なんか出てる！」

　ロレインは、はっとして振ふり返った。

　一人の男の子が、真まっ直すぐドイツ人を指さしているではないか。

　びっくりした顔で、男の子は繰くり返した。

「耳からなんか出て動いたよ！　僕、見たんだ！」

「な、何を言ってるの、まーくん……」

　ロレインも思わず、ドイツ人の顔を見上げてしまった。

　だが男の子の言葉が分からぬ二人は、首を傾かしげるだけだ。

　勿もち論ろん、耳にも異い常じようはない。ロレインはもう一度、男の子の顔を見つめた。

　ふざけてはいないが、慌てて美樹はその子の口を押おさえつけた。

「ちょっと、まーくん。変な事言わないでよ」

「だってお姉ちゃん、僕、見たよ！　あのおじさん、変なんだ！」

「もー嫌いやねえ、この子ったら……ロレイン、その人たちに何でもないって通訳しといて」

　ロレインは握手をしたまま、再ふたたびドイツ人に向き直る。

　穏おだやかな笑え顔がおの男は、肩をすくめてみせた。

「どうかしたんですか、あの男の子？」

「外国人を見たのでびっくりしたのかな」

「え、ええ、そうかもしれません……」

　ロレインはしばし口ごもると、いつもの笑顔を取り戻もどした。

「びっくりさせてごめんなさいね。でも私も驚きましたわ」

　胸むねを撫で下ろして、ロレインは握手を解といた。

「さあ、国立能楽堂はあちらです。私がご案内しましょう」

　ありがとう。二人のドイツ人は、ロレインに従したがって歩こうとした。

　分からぬようにお互たがいの視し線せんを交かわして。

　さっきとは異ことなる、笑みを漏もらしながら。




「もう少し速く走れねえのか、この車は！」

　助手席で苛いら立だつ大牙は、道路標ひよう識しきを見上げた。

　新宿まであと五キロだが、その僅わずかな距きよ離りがなかなか進めない。

　玲子が運転するＲＶ車は、さっきから渋じゆう滞たいに巻まき込こまれていた。

　土曜日の朝でも、さすがに都心を行き交う車は多いのだ。

「もうすぐ神宮学園に着くわ。心配しないで」

「あんた警けい官かんなんだろ。パトランプ点つけて追い越こせばいいじゃねえか」

　大牙を無視し、玲子はカーナビゲーションに目をやった。

　その画面にはもう、神宮外苑の地図が映うつし出されている。

「ロレインは無事だわ。ちゃんと監視モニターできてる」

「信用できるかよ。あいつ授じゆ業ぎよう中は携けい帯たい持ってないから、連れん絡らくできねえんだぜ」

　だったらそのボタンを押して。大牙は、玲子の指示に従った。

　すると表示された地図がぐんと拡かく大だいされ、詳しよう細さいになっていく。

　同時に道を行き交う人々の動きまで、鮮せん明めいに映し出されたではないか。

「偵てい察さつ衛えい星せいからの中ちゆう継けい映えい像ぞうよ。ロレインも識しき別べつできるはずだわ」

　玲子が言うとおり、大牙の目は金きん髪ぱつの少女をとらえた。

　周囲には走り回る子供たち。あれは美樹だな。

　大牙はやっと安あん堵どの息を漏らした。緊きん張ちようもようやく解ける。だが……

「おい、こいつらが護ご衛えいなのか」

　ロレインは、見知らぬ二人の男と向き合っていた。恐おそらく白人だろう。

　話し込んでいるのか、映像に異常は感じられなかった。

　だが問われた玲子は、ちらりと画面を見て眉まゆを寄よせた。

「そんなはずないわ……もう接せつ触しよくしてるなんて……」

　玲子の声に異変を感じ、大牙の背せ筋すじも凍こおりついた。

　玲子は、ハンドルと一体化した通話口に声を放つ。

「パウンドケーキからアスカロン・リーダー、応おう答とうせよ」

　返事はない。モニター画面にＬＯＣＫＥＤの文字が出る。

　顔を強こわばらせて、玲子はもう一度繰くり返した。

「定時連絡、ロック解かい除じよ。アスカロン・リーダー応答せよ」

　それでも応答はない。大牙は、斜ななめに女を睨にらんだ。

「どういう事だ、連絡がつかねえのか」

「ロレインの護衛は、意図的に連絡回線を封ふう鎖さしてるわ。音声解除にも応じない」

「俺おれにも分かるように言え。何が起きてる？」

　玲子はアクセルを踏ふみつけ、強ごう引いんに横道に入り込んだ。

「敵てきがすでに、連絡を傍ぼう受じゆできる範はん囲いにいるって事よ」

　驚おどろく大牙をよそに、玲子は警官とも思えぬスピードで都心を駆かけた。




「すぐそこですよ、五分も歩けば着きますから」

　ロレインは、ドイツ人を導みちびくように歩き始めた。

　美樹も子こ供どもたちを呼よび寄せ、噴ふん水すいへ去っていく。

　二人の距離が三○メートルほど開いた時、ドイツ人たちは再さい度ど目配せした。

　頃ころ合あいを見計らった男らが、不ふ穏おんな動きを見せた時……

　唐とう突とつに、そしてゆっくりとロレインが背はい後ごを振ふり返った。

　突然の動きに、ドイツ人たちは何かの動作を取りやめる。

「どうしたのですか、急に」「何かお忘わすれものでも……」

　二人の笑え顔がおは、温おん厚こうなままだ。

　ロレインも笑顔のまま、困こまったように切りだした。

「あのお……作り笑い、ですよね？」

　ロレインは、子供の悪戯いたずらでも見つけたように言う。

　ドイツ人たちは慌あわてずに、少女を見下ろした。

「何の事ですか。我われ々われは別に……」

「私、とても素す敵てきな家族や友人がいるんです。あの子もそうです」

　ロレインは、去っていく美樹の背中を見つめた。

「みんな自然に笑ってくれる人ばかりだから……分かるんですよ」

「…………」

「私に何を隠かくしてるんですか？」

　風に乗って聞こえてくるのは、子供たちの歓かん声せい。いつもと変わらぬ土曜日。

　だがドイツ人たちが笑顔を捨すて去ると、気温は急きゆう下こう降かしたかに思えた。

「……やはり気づかれましたか」

　一人が、くぐもった声で問いかける。

「しかしもっと早く露ろ見けんするかと思いましたが」

「あなたを騙だます事はできない……そう聞かされていたので警けい戒かいしていたのです」

　妙みように丁てい寧ねいな言葉を使うが、眼がん光こうには邪よこしまな光が生まれている。

　だがその視し線せんに臆おくする事もなく、ロレインは首を横に振った。

「最初から気づいてましたよ。何となくですけど」

「そんな……」「ではなぜ、我々とここまで……」

　ドイツ人の表ひよう情じようは、まさかという思いで歪ゆがんでいる。

　だがいつもと変わらぬ笑顔で、ロレインは指を組んだ。

「あなた方が危き険けんに思えたんです。だから……子供たちだけは巻まき込みたくなかった。ここまで来れば、大だい丈じよう夫ぶかなと思って」

「しかしよく分かったものだ」

　男が言うと、ロレインは急に目を閉とじてみせた。

「ずっと昔、こんな思いをしたような気がするんです」

　二人のドイツ人は、その無む防ぼう備びさに驚きよう嘆たんする。

　しかしロレインは、自分の言葉を続けていた。

「なんだかとても怖こわくて、恐おそろしい想い出があるんです。それが何か分からないけど……あなた方は、その想い出によく似にています。だから……」

　するとロレインは、さらに困こまった顔になった。

「でもどうしよう……私、ここから先の事、考えてないんです。逃げたいんですけど……私、逃げてもいいですか？」

　ドイツ人たちは視線を交かわして、喜き悦えつをにじませた。

　歪んだ表情で、感情を抑おさえて呻うめくように言う。

「さすがだ……選ばれただけの事はある」

「ただの少女でないのは明白ですな……そして逃げる事はできません」

　視線の先には、路ろ方かたに停とめた黒くろ塗ぬりの乗用車があった。

「我らの主あるじが、あなた様をお待ちです」

「あ、主……」

　そうです。ドイツ人は大きくうなずいた。

「我ら不死者イモータルの主、魔群バタリオンの下もとへ……」

　なぜか、ロレインの唇くちびるが震ふるえ始める。

　ようやく恐きよう怖ふを見せた少女に、ドイツ人は静かににじり寄よった。




　その映えい像ぞうは、まだ玲子の車にも送信されている。

　二人組に挟はさまれたロレインの姿すがたに、思わず大牙は叫さけんだ。

「もっと急げ！　こいつら……！」

　言いかけた大牙が、助手席で激はげしく跳はね上がる。

　玲子の車は、代よ々よ木ぎの裏うら通りを猛もうスピードで駆かけていた。

　ラリードライバー並なみのハンドル捌きで、玲子は視線を険けわしくする。

「黙だまってて！　舌した、嚙かむわよ！」

　車体は坂道の頂ちよう上じようでバウンドし、急カーブでドリフトした。

　玲子は唇を嚙み、アクセルとブレーキを巧たくみに踏ふみ変える。

　神宮の杜もりは、まだ車しや窓そうに見えていなかった。




「どうぞ、お乗りください」

　左右からロレインを挟むと、ドイツ人は車のドアを開けた。

　ロレインが思わず足を止めると、もう一人が毛深い腕うでで手首を握にぎりしめる。

「逃がしはしませんよ。さあ、早く……」

　強ごう引いんな力でロレインを引っ張ぱり込む、その寸すん前ぜんだった。

「この車は、あなた方のものですか？」

　唐とう突とつに英語で話しかけてきたのは、交通課の警けい官かんである。

　面めん倒どうそうな顔でパトカーから降おり立ち、黒い車を指し示しめした。

「英語分かりますか？　ここは駐ちゆう車しや違い反はんですよ。国こく際さい免めん許きよはお持ちで？」

「そ、それは知りませんでした」「め、免許は……」

　ドイツ人も英語に切り替かえ、ロレインの手首を放す。

　だが警官の視線はすでに、怯おびえたロレインに気づいていた。

　強く握られた手首の跡あと。ドイツ人は免許をなぜか出し渋しぶる。

「どうして免許出さないの。パスポートも見せなさい」

「君は神宮学園高校の生徒だね。この人たちの連れ？」

「いいえ、私は……」

　パトカーからはもう二人、警官が降りてきた。

　すでに彼らも、ロレインの恐怖を読みとっているようだ。

　一人の警官は少し距きよ離りを置き、腰こしの拳けん銃じゆうに手をかけていた。

　ドイツ人たちの表ひよう情じようにも、苛いら立だちと焦しよう燥そうが浮うかび始める。

「黙だまってちゃ分からないよ。ちゃんと話を聞かせてください」

「車はすぐ動かします。それでいいでしょう」

「だからここから出る前に、免許とパスポートを見せなさい」

　不ふ穏おんな空気に、行き交う人々の視し線せんも集まってくる。

　後ずさるドイツ人に、警官たちも不ふ審しんをつのらせた。

「それじゃあ仕方ないな。おい、本ほん署しよに応おう援えん呼よべ。外国人……」

　言いかけた警官が、くぐもった悲鳴と血ち反へ吐どを撒まいた。

　みぞおちには、ドイツ人の拳こぶしが深々とめり込こんでいる。

　その一いち撃げきは一いつ瞬しゆんで警官の肉体を貫つらぬき、臓ぞう腑ふまで達しているではないか。

「がああああっ！」「な、何をする！」

　慌あわてたもう一人の警官は、別のドイツ人に身体からだを捕つかまれていた。

　抗あらがう間もなく頭上に持ち上げられ、凄すさまじい勢いきおいで宙ちゆうへ放ほうり出される。

　警官は、パトカーのフロントガラスに頭から激げき突とつした。

　ガラスが砕くだけ散ると同時に、周囲の通行人から悲鳴が上がった。

「ひ、人殺しいっ！」

「こちらへ、早く！」

　ドイツ人は、ロレインの腕を取って車に押おし込もうとする。

　その動きに気づき、残った最後の警官は拳銃を引き抜ぬいた。

「動くな！　動けば撃うつぞ！」

　だがかまわずドイツ人も、胸むな元もとに手を突つっ込んだ。

　応おう射しやの動き。させまいと、警官も引き金を絞しぼった。

「きゃああああっっ！」

　目前の銃声に、ロレインはその場にへたり込んだ。

　その悲鳴に、遠く離はなれた美樹までもが背はい後ごを振ふり返る。

　彼女が見たのは、ドイツ人が銃じゆう弾だんを浴びた瞬しゆん間かんだった。

「うそ……なんなの……ロレインっ！」

　至し近きん距きよ離りで銃撃を受けたドイツ人は、乗用車の側そばに仰あお向むけに倒たおれた。

　鮮せん血けつがロレインの金きん髪ぱつに降ふり注ぎ、アスファルトがどす黒く染そまる。

　続けてもう一人も撃たれ、ボンネットに叩たたきつけられる。

「はあっ……はあっ……はあっ……」

　警官も実際に発はつ砲ぽうしたのは初めてなのか、恐きよう怖ふに似にた表情を浮かべている。

　だが彼の表情はさらに歪ゆがみ、恐怖そのものに取り憑つかれた。

　気配を察して、ロレインも撃たれたドイツ人に目を向ける。

　駆かけ寄よった美樹は、あまりの驚きよう愕がくに悲鳴すら強こわばった。

「あっ……ああっ……！」

　ゆらり。ドイツ人が身を起こしたのだ。

　撃たれた二人とも、血をしたたらせて立ち上がったではないか。

　最後の死力などではない。その顔には、嘲ちよう笑しようめいたものがある。

　そしてその耳から、鼻から、口からも、何かねばつく蔓つるのようなものが伸のびたのだ。

　繊せん毛もうを生やしたそれは無色透とう明めい、透すき通って見えた。

　ふるふると蠢うごめき、慌てて頭ず蓋がい骨こつの内側に引っ込んだ。

　そして硬こう直ちよくする警官めがけ、ドイツ人は悠ゆう然ぜんと拳銃を抜いた。

「黄色い猿さるが」

　グロック三七と呼ばれるオーストリア製せい自動拳銃が火を噴ふいた。

　三五七マグナム弾を身体中に叩き込まれ、警官の身体はぐしゃぐしゃに潰つぶれる。

　悲鳴を上げて逃にげ散る人々にもかまわず、ドイツ人はロレインの両りよう腕うでを取った。

「参りましょう。とんだ邪じや魔まが入りましたが」

「これ以上、人目につくのは御ご免めんですからな」

　そう言った二人の顔を、ロレインは声もなく見上げた。

　ドイツ人の顔には、彼ら自身の血ち潮しおがたっぷり飛び散っている。

　銃撃で裂さけた傷きず口ぐちからは、骨ほねや筋きん肉にく繊せん維いが丸見えだ。

　ぴくぴくと動く神しん経けい。腹はらからこぼれ出た腸ちようの生なま臭ぐささ。

　銃弾が通じぬとは人間ではないのか。そして頭から飛びでた物は……

　ロレインの思いを読みとったのか、ドイツ人たちは小さく笑った。

「御安心を……鉛なまり弾だまで死ぬ我われ々われではございません」

「人間以上の存そん在ざい……不死者イモータルと呼ばれる所以ゆえんです」

　しかしロレインは、ゆっくりと首を横に振った。

「なぜこんな酷ひどい事を……！」

　ロレインは、男たちに喰くらいつくように悲しみを絞り出した。

　だが不死者と名乗ったドイツ人は、悲ひ憤ふんの声を無視している。

　それだけでなく、両手に拳銃を構かまえると、四方の木立へ視線を放った。

　しかし通行人は逃げ去ったはずだ。周囲には誰だれもいない。

　それでも不死者たちは、何かを感じたのか、辺りへ銃口を振り回した。

「……どこにいる！」

「分からん、だがこの気配は確たしかに……！」

　銃声が起きたのは、その瞬しゆん間かんだった。

　しかも二度。不死者の額ひたいに、銃弾が容よう赦しやなくめり込む。

　正せい確かく無む比ひな弾丸は眉み間けんを貫かん通つうし、後頭部へ突き抜けた。

「がぐっ……！」

　脳のう漿しようを撒まき散らした不死者は、力なくアスファルトに跪ひざまずいた。

　それでも意い識しきがある。拳けん銃じゆうを持ち上げ、見えない敵てきに撃ち返そうと吼ほえる。

　だが続けて八方から、壮そう絶ぜつな弾雨が不死者に降ふり注いだのだ。

「ああ……っっ！」

　その場に伏ふせたロレインは、悲鳴にならない喘あえぎを漏もらした。

　必死に戦おうとするドイツ人の頭部へ、次々弾丸が吸すい込まれたのだ。

　しかも数十発の銃弾ひとつ残らずである。肉をぶち抜く音すらも聞こえる。

　破は砕さいされた頭部が肉にく塊かいと化すと、さすがの不死者も微び動どうだにしなくなった。

「た……いちゃん……」

　あまりにも凄せい惨さんな骸むくろに、ロレインの目がうつろになる。

　その姿すがたに、さっきまで震ふるえていた美樹が声を飛ばした。

「逃げて、ロレイン！　こっちよ！」

　その声にロレインが顔を起こそうとした時、彼女の手を誰かが握にぎった。

「慌てないで、もう大だい丈じよう夫ぶですから」

　見上げれば、そこにはやはりスーツ姿の白人男だん性せいが立っていた。

　やはり手には拳銃。誰もが一瞬、同じドイツ人かと思う。

　だが女王クイーンズ・英語イングリツシユで会え釈しやくした男は、優やさしく微笑ほほえんだ。

「御安心を。我々は味方です」

「で、でもこの人たちは……」

　失神を免まぬがれたロレインは、ドイツ人を指さした。

　相手はまだ生きているかもしれない。その恐怖に顔が引きつっている。

　その憂ゆう慮りよを裏うらづけるように、駆け寄った美樹が悲鳴を上げた。

「ひいっ……！」

　気を失った美樹は、植え込みの中に倒たおれ込む。

　彼女が見たのは、ぐしゃぐしゃに潰れた頭部が蠢うごめいた瞬間だった。

　血と肉と頭ず蓋がい骨こつを跳はね飛ばし、何かが死体から這はい出てきたのだ！

　形ははっきりしない。虫か、軟なん体たい動物か、または植物なのか。

　そのどれでもなく、どれにも見えるものは奇き態たいな金切り声を発した。

「しぶとい！」

　目を背そむけるロレインをかばい、男は胸元からもう一丁の拳銃を引き抜ぬいた。

　ともにベルギー製せいＦＮ五七。その銃口が火を噴ふき、異い形ぎように見事、命中する。

　と同時に、炸さく裂れつした弾たまは白い蒸じよう気きを撒き散らした。

　漂ただよう蒸気の中で、血ち塗ぬられたそれは必死にもがく。

　ドライアイスを思わせる白はく煙えんに包まれ、それの動きは次し第だいに弱まっていった。

「これでもう大丈夫です」

　現あらわれた男は拳銃を納おさめ、ロレインを優しく抱だき起こした。

「我われ々われは不死者イモータルと戦う訓練を受けています。奴やつらはもう甦よみがえりませんよ」

「あなたは……」

　ロレインが言いかけると、周囲の木立から十数人が走り出てきた。

　白人、黒人、アジア人……人種は様々だが、みな屈くつ強きような男ばかりだ。

　彼らがロレインを守る陣じん形けいを敷しくと、男は丁てい寧ねいに会え釈しやくをした。

「我われ々われは、あなたの護ご衛えいを任まかされた者です」

「いったい……」

「イギリス陸軍少しよう佐さ、リチャード・ハドレーと申します」

　どうぞよろしく、ロレイン・ローゼンブルグ。

　精せい悍かんな横顔の男は、少女の名前を知っていた。




「しくじったとは……」

　真っ赤な闇やみの中で、女は思わず声を荒あららげた。

　だが身じろぎした壮そう年ねんの男は、干ひからびた右手を鷹おう揚ように打ち振ふった。

「致いたし方あるまい。リチャード・ハドレーが日本に来ていたとは、我々も知らなかったのだ。先に手を出した、我々が迂う闊かつだったのだ」

「じゃが奴が相手では、我々の出番じゃな」

　おもむろに横合いから、老人がしわがれた声で言う。
















「奴は、我々が準じゆん備びしたシドニーの隠れ家セーフハウスも壊かい滅めつさせた男じゃ。ここらできついお返しをせねばなるまい」

「ヴォウが行ってくれるなら安心よ」

　女は笑って、老人の名を呼よんだ。

「不死者イモータルを撃げき退たいした今、ハドレーは油ゆ断だんしているはず。ロレイン・ローゼンブルグを奪うばうのに、時間をかけるべきではないわ」

　だが二人の会話を、壮年の男は枯かれた右手で制せいした。

「いや……お前も共に行くのだ、カタリナ」

「わし一人ではご心配ですかな」

「そうではない。私はお前たちを信しん頼らいしている。ハドレーにも勝てるはずだ」

　しかしだ。男は、渇かわいた喉のどを鳴らして続けた。

「ここが東京だということを忘わすれるな。そして我々はもう、ロレインに手を出してしまった。鳳凰寺無頼が動きだす可か能のう性せいは十分にある」

　その名を聞いて、カタリナとヴォウの殺さつ気きが強まった。

「……なるほど。言われる通りですわ」

「ならば行こうか、カタリナ。いくら鳳凰寺無頼とて、わしら二人が力を合わせれば臆おくする事はない。積年の恨うらみ、わしらの手で晴らそうではないか」

　その闘とう志しを喜び、枯れた手の男は笑いを漏もらした。

「だが忘れるな。我ら三位一隊トリニクルの目的は、ロレイン・ローゼンブルグだ。鳳凰寺無頼などいつでも処しよ理りできるのだからな」

　その言葉に、カタリナとヴォウは黙だまって平へい伏ふくする。

　真っ赤な闇も低く鳴動し、邂かい逅こうの時をひたすらに待ち焦こがれていた。




　玲子の車は、タイヤを激はげしく軋きしませて停車した。

　巨きよ大だいな白はく亜あの建物……神宮学園医科大学病院の正面玄げん関かんに横づけする。

　大牙はドアが開くのももどかしく、騒そう然ぜんとする建物に飛び込こんだ。

「どこだ、ロレイン！」

　吼ほえるような声に、辺りを行き交かう医い師しや警けい官かんたちが振ふり返った。

　担たん架かで運ばれていくのは殺害された警官の死体。

　思わず総そう毛けだった大牙に、聞き慣なれた声が走り寄よってきた。

「大ちゃん、ここよ！」

　生きていた……大牙が安心した瞬しゆん間かん、ロレインは彼の腕うでに飛び込んでいた。

　長い金きん髪ぱつが揺ゆれ、いつもの甘あまい香かおりと血の臭においが漂ただよう。

　ロレインを抱だきしめはせず、大牙は彼女の細い肩かたをつかんだ。

「怪け我がはないか？　お前、どこも……」

「みんな無事よ。美樹ちゃんは気を失ってるけど、子こ供どもたちもみんな……」

　ロレインは自分以外の安あん否ぴを口にしてから、大牙を見上げた。

「私も大だい丈じよう夫ぶ……ちょっとまだ怖こわいけど……」

　確たしかに、大牙の腕には震ふるえが伝わっている。

　それを抑おさえようと、大牙は自分の両手に力を込めた。

「……間に合わなくてすまん」

「ううん、いいのよ。でもどうして私が襲おそわれたって分かったの？」

　大牙は動どう揺ようを鎮しずめ、壁かべ際ぎわに立つ白人に視し線せんを向けた。

　三○前後にしては老成して見える。屈くつ強きような肉体に加えて、理知的な緑の瞳ひとみ。

　大牙の異い変へんに気づいたのか、ロレインは少年の腕にしがみついた。

「どうしたの、大ちゃん。あの人は私を……」

　しかし大牙は、ロレインを静かに押おし退のけて歩きだした。

　ハドレーもその視線を受け止めて、自ら歩み寄る。

　自分より長身のハドレーに、大牙は低い声で問いかけた。

「……名前を聞かせてくれないか」

「リチャード・ハドレー。イギリス陸軍第二十二特とく殊しゆ任にん務む空くう挺てい部隊、少しよう佐さだ」

　大牙の英語より、ハドレーの日本語は流りゆう暢ちようだった。

「ＳＡＳと言えば、私の部隊を分かってくれるかな」

　その通つう称しようで呼ばれる彼らこそ、世界最高の資し質しつを有した特殊部隊員である。

　第二次世界大戦時から勇名を馳はせた彼らの練度は、いかなる他国の特殊部隊より高い。

　戦場での後方攪かく乱らんは勿もち論ろん、対テロ作戦、要人警けい護ごもこなす世界最高の兵士と言えた。

　だがその世界最高の兵士が……

「ぐっ……！」

　大牙に、難なんなく襟えり元もとをつかまれていた。一歩も動けぬままに。

　長身のハドレーが、数センチ床ゆかから持ち上げられる。

　ハドレーを締しめ上げる大牙の目には、憤ふん怒ぬが燃もえ盛さかっていた。

「ロレインが狙ねらわれていると知ってて、なぜ家から出した！」

「やめて、大ちゃん！　私の事なら……」

「あんたらの任務は、ロレインを守る事じゃないのかよ！」

　その殺気を、ハドレーの部下たちが包囲した。

　すでに拳けん銃じゆうを抜ぬく者すらいる。それを制せいして、ハドレーは声を絞しぼった。

「……確かに無頼氏の下もとで守るのがベストな判はん断だんだ。しかし状じよう況きようがそれを許ゆるさなかった」

「どういう事だ！」

「無頼氏は、我々にとってかけがえのない人物だ……最後の切り札と言ってもいい。その彼を安あん易いに戦せん闘とうに参加させて、取り返しのつかぬ失敗をしたくなかったのだ」

　大牙は、少なからず驚おどろきを覚えた。そこまで祖そ父ふを買っているとは。

　だが逆ぎやくに、大牙の怒いかりはなお増ましていった。

「それはあんた個こ人じんの判断か、それとも俺おれの親父おやじの命令なのか」

「いずれにしろ……気に入らないらしいな」

「ああ、あんたらはロレインの護衛のはずだ。だがロレインを危き険けんな目に遭あわせるなら、襲おそってきた奴やつらと変わりはしない。だから教えろ」

　こんな馬ば鹿かげた策さくを考えた奴は誰だ。

　ハドレーに挑いどむように、大牙は前へ踏ふみだした。

「答えによっては、俺はあんたを許さないぜ」

　大牙の拳こぶしに、知らぬ間に満身の力が込められていた。

　車から降りてきた玲子も、心配げな顔でこちらを向いている。

　ハドレーは彼女にうなずき、苦しげな声のまま言った。

「命令は私の上司、ヴァルター・フォン・ディートリッヒ大佐から出ている」

「なんで親父は……」

「だが現げん場ばの判断は私に一任されている。この策さくは私と大佐の共同立案だよ」

　ハドレーはなおも、諭さとすように言葉を続けた。

「勿もち論ろん、我われ々われはロレインを守るために日本に派は遣けんされた……だが本来の任務は、彼女を襲った組そ織しきを壊かい滅めつする事だ。そのためには時に非ひ情じような手しゆ段だんも必要なのだ」

「じゃあやっぱりロレインを囮おとりにしたのか！」

「確かに我々は、敵の居い所どころをつかめなかった。だが敵が必ず来る所は分かっている……ロレインにはすまなかったが、これが一番確かく実じつな方法だったのだ」

　大牙は憤然として、ハドレーの身体からだを放した。

　玲子もハドレーも、異様な冷たさを持っている。

　警官と軍人という職しよく業ぎようのせいではなく、彼らの任務がそうさせているのか。

「……あんたらの目的はなんだ」

　大牙は、ずっと黙だまっていたロレインを側そばへ引き寄よせた。

「元々ロレインは、親父が預あずかった子だぞ。その親父がそうまでする任務は……」

「いいの、大ちゃん。私、もう……」

「よくねえよ、お前だって怖こわかったはずだ。まだこんなに震ふるえてるだろうが」

　大牙は、きつくロレインの手を握にぎりしめる。

　するとその手を見て、玲子がため息を吐いた。

「大牙、違ちがうわ」

「なにが……」

「さっきから震えてるの、あなたなのよ」

　言われて大牙は、ロレインの手を放した。

　見下ろした自分の両手は、確かに小こ刻きざみに震えている。

　抑えようと拳を握る。それでも止まらない。

　大牙はいつの間にか湧わいていた恐きよう怖ふに、言葉を失った。

「少しずつ説明しなければならないな」

　咳せき払ばらいをして、ハドレーが言った。

「我々が非情な手段を採るには理由がある。それをお見せしよう」

　ハドレーが先に立って歩きだすと、玲子も後について行く。

　大牙はしばし、自分の震えを抑えきれず、その場に立ち尽くしていた。




「い、いったいこの死体はなんだね？」

　広い手しゆ術じゆつ室しつで待機していた医い師したちは、困こん惑わくの色を露あらわにした。

　青いシーツに包まれたのは、ロレインを襲った者たちの骸むくろだろう。

　その周囲には、ハドレーの部下らしき者が列を成している。

　医師たちの顔は、異い様ようすぎるほどに青ざめていた。

「学部長からは口外するなと通達が来たが……いったい君たちは……」

「今ここで見た事は、お忘わすれください」

　玲子は警けい視し庁ちようの身み分ぶん証しようを見せて、医師たちを黙らせた。

「それからしばらく出ていってもらえますか。許きよ可かするまでここは立入禁きん止しです」

「そ、そんな勝手に……」

　だが抗こう議ぎしかけた医師に、玲子は素す早ばやく耳打ちした。

「事じ件けんに関かかわるなら、あなた方の命は保ほ証しようしません。それでも宜よろしければどうぞ」

「分かった……す、好きにしたまえ」

　医師たちはそそくさと、手術室から出ていく。

　それを見送ると、ハドレーは手術台を指さした。

「回かい収しゆうしたものをここに」

　すると部下たちが、大きな水すい槽そうを運んでくる。

　たっぷり水を張はったそれがテーブルに置かれると、大牙は首をひねった。

「おい、水しか入ってないぜ」

「そう見えるだけだ。すぐに分かる」

　言うとハドレーは、懐ふところから小さなガラス容よう器きを取りだした。

　中身は真っ赤な血けつ液えき。蓋ふたを開けて水面に垂たらす。

　すると突とつ然ぜん、水面がざわめき始めた。いや、水槽の水そのものが動いたのだ。

「これは……！」

　血液を含ふくんだ液体はゲル状じように固まり、植物とも動物ともつかぬ形を成していく。

　蔓つる、触しよく手しゆ、消化器官がぐちゃぐちゃに絡からみ合ったもの……としか表現できない。

　たった数すう滴てきの血液だけで、水槽から飛びださんばかりに暴あばれ始めたではないか。

　するとハドレーは胸むな元もとから拳けん銃じゆうを抜ぬき、その何かに一いち弾だんを発はつ射しやした。

　破は裂れつした弾丸は、ドライアイス状の白はく煙えんを上げ、それを包んでいく。

　ぴしぴしと音を立てて、水槽の中身は凍こおりついてしまった。

「冷気に弱いのだ。我々は、これを凍とう結けつ捕ほ獲かくする弾丸を装そう備びしている」

「いったいこれは何なんだ。これがロレインを襲おそったって言うのか？」

「正せい確かくに言えば、ロレインを襲った者に寄き生せいしていたのだ」

　眉まゆをひそめる大牙に、ハドレーは顎あごを撫なでて言った。

「これは液体生物なのだ。人間の脳のうや体たい細さい胞ぼうに浸しん透とうし、寄生する。精せい神しんを乗っ取る能のう力りよくはないが、寄生した人間の身体能力を飛ひ躍やく的に増ぞう加かする事ができる」

「ば、馬ば鹿か言え……！」

　大牙は、真ま面じ目めな顔のハドレーに言い放った。

「五○年前のＳＦ映えい画がじゃねえんだぞ。そんな話、誰だれが……」

「でも大ちゃん。私、本当に見たのよ」

　ロレインも恐おそる恐る水槽を見つめ、声を絞しぼる。

「銃で撃うたれても平気だったわ。耳や口からこの透とう明めいな生き物が出てきて……お巡まわりさんたちも、まるで子こ供どもみたいに投げ飛ばされたの」

「彼らはこれを粘ゲ液ル寄サ生イ体トと呼よんでいる。そして寄生された人間は不死者イモータルと呼ばれているのだ」

　ハドレーが水槽を片かたづけさせると、大牙は呼こ吸きゆうを鎮しずめた。

　俺が今見ているものは何なのだ。あまりに突飛な話ですぐには吞み込こめない。

「こいつらは、テロリストなのか。それともどこかの軍隊か、まさか宇う宙ちゆう人じんか」

「そのどれでもなく、そのすべてとも言えるわ」

　玲子が、壁かべに寄りかかったまま言った。

「確たしかなのは、不死者イモータルが全世界で活動している事。そして寄生に値あたいする優ゆう秀しゆうな人間を見つけては、誘ゆう拐かいを繰くり返している事」

「そして不死者を増ふやし続けている事だ。この数十年間」

　ハドレーは言葉を切って、大牙を見つめ直した。

「大牙……君はさっき水槽を見て、水しか入っていないと言ったね。しかしその常じよう識しきの中にこそ、我われ々われの敵てきが潜ひそんでいるのだ。非ひ情じような手を使わねば勝てない時もある」

　大牙も、ハドレーを睨にらむように見上げた。

　ロレインを囮おとりに使った事は許ゆるせないが、ハドレーにも戦いの哲てつ学がくはあった。

　軍人の冷れい徹てつさに加えて、異常な敵と対たい峙じする気き迫はくも伝わってくる。

「こいつらは仲間を増やして何をするつもりだ。地球でも乗っ取ろうってのか。それになぜ、ロレインが狙ねらわれたんだ。ロレインにも……」

　大牙は言いかけて、ロレインと目を合わせた。

　ロレインの青い瞳ひとみには、口を結んだ大牙自身が映うつっている。

　そしてさっき見た、無色透明な生物の姿すがたが脳のう裏りをよぎった。

「ロレインにも、あの粘ゲ液ル寄サ生イ体トを植えつけるつもりなのか」

　おぞましい考えを口にした時、ロレインが唇くちびるを震ふるわせた。

「魔群バタリオン……」

　少女は言って、大牙を見上げた。

「そう言ってたわ、あの人たち……」

「何の事だよ、それは」

「わ、分からない……でも言ってたの。自分たちの主あるじは魔群だって……」

　そしてロレインは、ハドレーたちに振ふり返った。

「教えてください、魔群とは何ですか……私はなぜ、狙われたんですか」

「それは……」

　玲子が一いつ瞬しゆん、ためらう素そ振ぶりを見せた。その時である。

　急に扉とびらのひとつが開き、医療キットを載のせた台車が運ばれてきた。

　運んできた看かん護ご師しは、何喰くわぬ顔で手しゆ術じゆつの準じゆん備びを始めだす。

　玲子は頭を搔かいて、看護師に歩み寄よった。

「ちょっと待って。ここで手術の予定はないわ。聞いてないの？」

「…………」

「ねえ、ここは立入禁きん止しになってるはずよ」

　看護師はなぜか、うつむいたまま準備を続けている。

　玲子は苛いら立だったように、看護師が入ってきた扉を見つめた。

　それは先ほど、医い師したちが出ていった扉と同じだ。

　玲子は、扉の向こうに続く通路を見て……硬こう直ちよくした。

「おい、どうしたんだよ」

　不自然な玲子の動きに、大牙も扉の向こうに目をやった。

　そしてすぐさま、ロレインを自分の側そばに引き寄せる。

「た、大ちゃん、どうしたの……」

「……いいから目をつぶってろ！」

　大牙が放ったのは、命令に近い声だった。

「お前が見るものじゃない……！」

　扉の向こうに、無数の白衣が倒たおれている。

　それを着ているのは、真っ黒に焼け焦こげた医師たちであった。

　みな炎えん熱ねつに喘あえぎ、喉のど元もとを搔きむしったまま、絶ぜつ命めいしている。

　だがこれだけの惨さん劇げきが壁かべ一枚まい隔へだてた通路で起きていたとは、誰も気づかなかった。

　悲鳴も聞こえず、熱も感じない。火か災さい報ほう知ち機きすら鳴っていない。

　しかも医師たちは、白衣を焦がす事なく、肉体のみを焼かれている。

　地じ獄ごくと化した通路は、壁も床ゆかもきれいなままである。

　あらゆる意味で、人間の為なせる業わざとは思えなかった。

「ここにも来たのか……！」

　惨劇に気づいたハドレーも、ベルトから拳けん銃じゆうを抜ぬく。

　玲子も、そして部下たちも一いつ斉せいに銃を構かまえた。

「これが不死者イモータルの力……」

　不意に、大牙の視し界かいに何かが重なった。

　真っ赤な悪あく夢むが、まるで白昼夢の如ごとく目の前の光景とだぶって見える。

　汗あせが噴ふき出る。身体からだが動かない。逃にげだしたい衝しよう動どうすらある。

　なぜだ……なぜここであの夢ゆめを見る……なぜこんなに……

　だが大牙が確かな恐きよう怖ふを覚えた時、血ち塗ぬられた扉が勝手に閉とざされた。

「妙みような真ま似ねはしないで。動けば撃うつ」

　玲子は、ベレッタの銃口を看かん護ご師しに向けた。

　背せを向けた看護師に、ハドレーも銃口を据すえて言った。

「たいした腕うでだが無む謀ぼうだったな。我われ々われの凍結弾フロステイを甘あまく見たか」

　だがハドレーが言い終えると、突とつ然ぜんロレインが小さく震えた。

　その細い指が、大牙の腕うでをつかむ。

　怯おびえた目。何かを感じている。そして看護師に叫んだ。

「やめてください！」

　瞬間、看護師の身体から波動が広がった。

　周囲の大気がゆらぎ、一気に拡かく散さんする。

　最も間近にいた玲子は、危き険けんを察し、素す早ばやく床に伏ふせた。

「みんな伏せてっ！」

　玲子の頭上を、ゆらぐ波動が駆かけ抜けていく。

　大牙も、ロレインを抱かかえて床に這はった。

　だが反はん応のうが遅おくれた数人の部下は、まともにその波動を浴びたのだ。

「……っっ！」

　目を見開き、舌したを突つき出して拳銃を取り落とす。

　絶ぜつ叫きようする彼らの身体から蒸じよう気きが立ち昇のぼり始めた。

　口から吐はいた鮮せん血けつと大量の汗が、見る間に気化していくではないか。

　体内の水分が瞬しゆん時じにして沸ふつ騰とう、蒸じよう発はつしているのだ。

　続いてミイラ化した肉体が、勢いきおい良く燃もえ始める。

　悲鳴を上げる間も与あたえず、肉体のみ焼き尽つくす。

　部下たちは、通路の医師と同じ運命をたどっていた。

「動くなと言ったはずよ！」

　玲子の銃じゆう弾だんは、狙ねらい違たがわず看護師の脳のう天てんに命中した。

　続けてハドレーが、部下たちが、凍結弾フロステイを連れん射しやする。

　身体中に弾たまを撃ち込まれ、看護師は壁かべ際ぎわまで吹ふっ飛ばされた。

　崩くずれた身体から白い冷気が立ち昇ると、玲子は銃口を上げた。

「こんな力が使えるのは……まさか……」

「……ふ……ふふ……ふふふふふふ……」

　全員がぎょっとする。笑ったのは確たしかに、撃たれたはずの看護師だ。

　だが凍結弾の冷気に包まれてなお、その女が立ち上がったではないか。

「無む謀ぼうと言ったな、リチャード・ハドレー」

　看護師が身体を震わせると、撃ち込まれた銃弾がぼろぼろ床に落ちていく。

　不死者イモータルを葬ほうむるはずの弾丸が、難なんなく看護師の肉体から押おし出されたのだ。

　呆ぼう然ぜんとするハドレーたちに、看護師は低音で言い放った。

「しかし甘く見たのは貴き様さまらの方だぞ。この私をな……！」

　大牙は、白衣を脱ぬぎ捨すてた看護師を凝ぎよう視しした。

　女は、緩ゆるやかになびく赤茶けた髪かみを背まで垂たらしている。

　黒い瞳ひとみは生気に満ち、艶つやめく唇くちびるは熟うれた果実を思わせた。

　惨さん状じように似に合あわぬ深しん紅くのスーツに身を包み、細いヒールで燃え残る炎ほのおを踏みしだいた。

　不死者を葬る弾丸でも死なない。だとしたら、この女は何なのだ。

「貴様は……！」

　ハドレーが敵てきの正体を察すると、手しゆ術じゆつ室しつの温度が急きゆう激げきに上じよう昇しようした。

　洗せん浄じよう用の水が沸騰し、一気に蒸発するや容よう器きごと破は砕さいする。

　続けてカーテンからも熱気が上がり、逆さか巻まく炎が踊おどり狂くるった。

「大牙！　ロレインと逃にげて！」

　玲子が叫さけぶと、大牙は素す早ばやく身を起こした。

　ロレインを抱かかえて走れば、周囲を玲子たちが取り巻いてくれる。

「おい、あいつはいったい……」

「黙だまってて！　かなう相手じゃないわ！」

　大牙に問い直す暇ひまはなかった。

　先頭の部下が出口を開こうとドアに飛びかかる。

　だが金きん属ぞく製せいのノブを握にぎった男は、凄すさまじい悲鳴を発した。

「あああああっっ！」

　彼が握った取っ手は、すでにどろどろと溶よう解かいを始めていたのだ。

　手の皮を剝むかれて倒たおれると、今度は別の者が肩かたからドアに体当たりした。

　しかし意い志しを持つかのような炎は彼をも焼き、出口全すべてを封ふう鎖さしたのだ。

「おのれ！」

　ハドレーは叫んで、二丁の拳けん銃じゆうを女に向けた。

　まるで二刀でも操あやつるかのように腕を交こう叉ささせ、五・七ミリ弾を連射する。

　だが襲い来る銃弾に向かって、女は右手をかざす。すると大気が熱にゆらいだ。

　弾雨は灼しやく熱ねつの壁にぶち当たったように、次々に爆ばく裂れつしていくではないか。

「不死者イモータルではない。分かっているはずだ」

　女の凄せい絶ぜつな笑え顔がおが、未知の恐きよう怖ふを大牙にもたらした。

　これは対等な立場の戦いではない。喰くうか喰われるかの闘とう争そうだ。

　あまりにも強大な力。長く戦いに身を置いた大牙だからこそそれが分かる。

　大牙はまさに、喰われる者の無力さを知ったのだ。

「リチャード、脱だつ出しゆつは無理よ！」

　玲子が悲鳴を発した時、今度は天てん井じようのスプリンクラーが起動した。

　だが鎮ちん火かするための水も、噴出すると同時に熱湯へ転じていった。

　それをまともに浴びた者たちは、ただれる皮ひ膚ふに絶ぜつ叫きようを発した。

　だがその熱さが、恐怖に捕とらわれた大牙の目を醒さました。

「ロレイン、伏ふせろ！」

　大牙は身を挺ていして、ロレインを熱湯と業ごう火かからかばった。

　だが露ろ出しゆつした肌はだは焼け、ただれ、血まで噴ふき出してくる。

　いくら鍛きたえた肉体とはいえ、大牙は思わず苦く悶もんを発した。

「あああああっっ！」

　それでも大牙は動かない。一歩も退ひくつもりはない。

　ロレインの身体からだに、かすり傷きずひとつ負わせたくなかった。

「大ちゃん、止やめて！　死んじゃうからもう止めて！」

　ロレインは泣き叫ぶが、それでも大牙は痛いたみに立ち向かった。

　かすむ意い識しきの中で、遠い昔の記き憶おくが通り過すぎた。

　泣いてばかりいたロレインに言った言葉を、大牙は思いだす。

　俺おれはあの時、お前に……

「大ちゃん！」

　痛みはまるで、大牙の信念を試ためすように身体中に食くらいつく。

　大牙は、信念だけで責せめ苦を受け入れる。ひたすらに耐たえる。

　まるで大牙が己おのれを鍛きたえてきた、十数年の歳さい月げつそのものだった。

　すると少女も意を決したように、急に大牙の腕うでから飛び出した。

「どこへ行くんだ、ロレインっ！」

　大牙は叫ぶが、ロレインは炎に向かって立ち、毅き然ぜんとした視し線せんを女に向ける。

「やめてください！」

　服に炎が移うつるのもかまわず、少女は叫んだ。

「もう……こんな事は！」

　大牙は見た。炎と熱気をまとい、立ち上がるロレインの姿すがたを。

　いつもにこやかな彼女とは違ちがい、煮にえたぎる大気すら凍こおりつかせるほどの威い厳げんだ。

　邪じや悪あくに立ち向かう姿に、ハドレーも玲子も息を吞のむ。

　そしてその気き迫はくを賞しよう賛さんするように、女は乾かわいた笑い声を響ひびかせた。

「……さすがだわ」

　すると突とつ然ぜん、蠢しゆん動どうする炎ほのおが壁かべ際ぎわへ遠のいていった。

　噴ふき出る熱湯は冷水に変じ、やがて停止していく。

　女は歓かん喜きに満ちた視線で、ロレインに相対した。

「……選ばれただけの事はある」

　女が微笑ほほえむと、手しゆ術じゆつ室しつは強きよう烈れつな縦たて揺ゆれに襲われた。

　天井がひしゃげ、壁と床ゆかが音を立てて裂さけていく。

　大牙は、横っ飛びにロレインを抱かかえ上げた。

「飛ぶぞっ！」

　半ば崩くずれた壁めがけて、大牙は前まえ蹴げりを叩たたき込む。

　満身の力、いやそれ以上か。

　粉々に砕くだけた壁の向こうへ、大牙は逃にげていった。

　そこは待合室を兼かねた、広々としたエントランスだ。

　幸い土曜日。職しよく員いんや患かん者じやの姿は、どこにもない。

　その白い床に転がり、大牙は背はい後ごを振ふり返った。

　だがハドレーの、そして玲子の姿は見えず、手術室は瓦が礫れきの山と化している。

「……み、みんなは！」

　叫さけぶロレインを、大牙は背後にかくまった。

　濛もう々もうと上がる煤ばい塵じんの中、一人立つ影かげがある。

　女は亀き裂れつを踏ふみ越こえ、大牙とロレインの前に歩み寄よった。

「もはや私に刃は向むかえる者などいない……」

　嘲ちよう笑しようを浮うかべた女は、瓦礫の山を指さした。

「所しよ詮せん、人間でしかないのですからね」

　病院中に警けい報ほう機きの音が鳴り響ひびいている。だが助けになど誰だれも来ない。

　するとロレインが唇くちびるを結び、大牙の服を握にぎりしめた。

　涙なみだに濡ぬれた青い瞳ひとみ。だが強い意い志しで大牙に囁ささやく。

「……逃げて……大ちゃん……」

　ロレインの桜さくら色いろの唇がかすかに震ふるえる。

　どうして助けてと叫ばないのか。どうして俺を逃がそうとするのか。

　瞬しゆん間かん、大牙の内から熱風が噴き上がった。

　恐きよう怖ふがかき消え、全身に闘とう志しがみなぎる。

　揺ゆれる瞳。再ふたたび視線が合った。そして大牙は、少女に告げた。

「逃げるのはお前だ、下がってろ」

「大ちゃん……」

　大牙はロレインを背せにかばい、瓦礫の中に立ち上がる。

　女は身み構がまえもせず、常じよう人じんとは思えぬ殺気を解とき放った。

「白馬の騎き士し気取りか、小こ僧ぞう。お前が一番、無む謀ぼうなようだな」

　だが大牙の肉体からは、圧あつするような気迫が噴出した。

　みしみしと音を立て、四し肢しの筋きん肉にくが膨れ上がっていく。

　指の関節を鳴らし、大牙は手首をゆっくり回し始めた。

「……無謀かどうか、試してみればいい」

　大牙は、体内に流れる力を引きずりだし、増ぞう幅ふくさせた。

　五感が鋭えい敏びんになり、精神が鎮しずまるのを感じる。

　血けつ魂こん……幼おさない頃ころから慣なれ親しんだ力を存ぞん分ぶんに解かい放ほうした。

　これほどの強大な敵てきに通じるかどうかは分からない。

　だが不思議と、さっきまでの恐怖は消え去っていた。

　それどころか大牙は、奮ふるい立つような充じゆう足そく感に満たされていたのだ。

「俺はこの日のために生きてきた……」

「なんだと？」

「お前に勝つために生きてきたんだよ！」

　遠い遠い昔の約束。ロレインを守ろうとした想い。

　それだけで己おのれを鍛きたえた。強くなろうと歯を食いしばった。

　だがようやく真の力を試す時が来た。大牙の想いが、大気を震わせる。

「た、大牙っ……」

　大牙の気迫を感じたのか、瓦が礫れきの中から玲子が身を起こした。

　と、くすぶっていた床ゆかの炎ほのおが勢いきおいを取り戻もどし、大牙に向けて勇ゆう躍やくする。

　身構えた大牙を睨にらむと、妖よう女じよの喉のどから圧あつ搾さくされた叫きよう喚かんがほとばしった。

「褒ほめてやろう、蛮ばん勇ゆうでもな！」

　女の哄こう笑しようと共に再び、炎の大だい蛇じやが八方から大牙に襲いかかった。

　大牙の首へ、腕うでへ、脚あしへ、容よう赦しやのない速度で。

　応おうじて大牙は火か勢せいを捌さばき、拳けん撃げきを繰くり出した。

「無理よ、それじゃ！」

　大牙はフリーバウトで見せたように、人を凌りよう駕がした速さで動く。

　しかし相手は人間ではなく、まして灼しやく熱ねつの炎なのだ。

　焼き尽つくされる。玲子が絶ぜつ望ぼうした瞬間だった。

「貴き様さまっ！」

　妖女も、思わず呻うめきを発した。

　大牙の手刀が、灼熱の大蛇を次々に斬きり払はらったのだ。

　前後左右、まるで舞まうように両腕を振ふり抜ぬいていく。

　猛もう火かを両りよう断だんした拳こぶしには、わずかな火傷やけどもしていない。

　その代わりいつの間にか、大牙の両手には漆しつ黒こくの閃せん光こうが絡からみついていた。

「あれは……！」

　察した玲子が、目を見開く。

　妖女は、間合いを取り直してつぶやいた。

「おかしな手品を使うな、貴様……名を聞こうか」

「鳳凰寺大牙」

　大牙も、正面から眼がん光こうをぶつけてみせる。

　その名を聞いてようやく、炎を操あやつる女も驚きよう愕がくした。

　それだけでなく、恐怖すら顔ににじみ出ている。

　残ざん忍にんな妖女が、動どう揺ようを抑おさえるのに数秒を要した。

「そうか、貴様も……だとすれば、手て加か減げんは止やめよう」

　歯を嚙かみ、拳を握にぎり、妖女は闘志を露あらわにした。

「我わが名は、カタリナ・アルメイダ」

　互たがいに礼を尽くすかのように名乗り合う。

　同時にカタリナは掌てのひらを振るい、床の炎を躍おどらせて、大牙を取り囲んだ。

　炎は火球と化し、大牙めがけ急きゆう迫はくする。思わずロレインが悲鳴を漏もらした。

「大ちゃん！」

　だが悲鳴を遮さえぎり、大牙の口から裂れつ帛ぱくがほとばしった。

　両手に灯した漆黒の閃光が輝かがやきを増まし、盾たての如ごとく火球を防ふせぎきる。

　砕け散る炎の群れにカタリナが顔を歪ゆがめ、玲子が声を絞しぼり出した。

「血魂を放ち、魔まから身を守り、魔の力を打ち消す……あれが玄げん武ぶの盾」

　すると大牙は、稲いな妻ずまめいた速度で亀裂を飛び越こえた。

　人間の視力では追えぬ速さ。その軌き道どうに今度は、青い閃光がたなびく。

　玲子は身を起こして、天てん井じよう近くまで跳とんだ大牙を見上げた。

「血けつ魂こんを放ち、風の如き速さをもたらす……蒼そう竜りゆうの翼つばさ！」

　妖女の顔にも焦あせりが浮うかんだ。まさに必殺。回かい避ひしえない急きゆう降こう下かだ。

　カタリナもさせまいと、無数の炎ほのおを頭上に放った。

「これはかわせまいっ！」

　だが大牙は両手に白光をまとわせ、火球を無数の拳撃で打ち砕いた。

　拳の残ざん像ぞうは、あたかも大牙に十数本の腕が生はえたかに思わせる。

　さらに大牙は着地と同時に身体からだをひねり、つま先で炎えん撃げきを弾はじき返した。

「は──っっ……」

　大牙が熱い息を吐はいた。と同時に、見守る玲子の喉のどがごくりと鳴る。

「血魂を拳にまとわせ魔を砕く……白びやつ虎この拳ね、大牙……」

　ああとうなずき、少年も再ふたたび構かまえを整えた。

「これが鳳凰流闘とう武ぶ術じゆつだ」

　大牙は、自分の肉体に満ちる血魂を感じた。

　目前には倒たおすべき敵てきがあり、守るべき者がいる。

　それが何より、途と方ほうもない解かい放ほう感かんを大牙に与あたえていた。

　だがカタリナも、赤茶けた髪かみを揺ゆさぶり吼ほえ猛たける。

「過か信しんするな、自分の血を！」

　カタリナが右手をかざした瞬間、気温が急きゆう激げきに上じよう昇しようした。

　熱せられた大気が弾だん丸がん状じようとなり、一気に大牙に襲おそいかかる。

　その数は一○○か、二○○か。大牙はまともにそれを浴び、鮮せん血けつを撒まき散らした。

「おおおおおっっ！」

　さっきまでの攻こう撃げきとは速度が違ちがう。手刀を振るっても迎げい撃げきしきれない。

　大牙は、手負いの人ひと喰くい虎とらが発するような凄せい絶ぜつな咆ほう哮こうを上げた。

　手刀をかいくぐり次々ぶち当たる一撃が、彼の肉を削そぎ始めたのだ。

「増ぞう長ちようした罪つみは己おのれの血で償つぐなえ！」

　カタリナの叫さけびに呼こ応おうして、さらなる炎撃が生まれ、大牙に突とつ進しんする。

　炎の刃は大牙の肉を裂さき、やがて骨まで食い込んでいく。

　それを見た玲子が痛いたみをこらえてベレッタを構え直した。

「あの女っ！」

　照しよう準じゆんを定め、炎ほのおを操あやつるカタリナめがけて銃じゆう口こうを据すえる。

　しかしベレッタを持つ手首は、唐とう突とつに握りしめられた。

「……邪じや魔まをするな、玲子」

　突然、瓦が礫れきを押おし退のけてハドレーが呻うめいた。

　煤すすと血にまみれた端たん整せいな顔立ちに、玲子も思わず顔色を変える。

「リチャード、あなた……！」

「我われ々われは、大牙の力を見み極きわめに来たのだ。ここで手を出してはならん」

　ハドレーは少年を見つめたまま、玲子の拳けん銃じゆうを押し退けた。

「……あの女を倒たおせぬのなら、我々には必要ない！」

　カタリナの操る炎はなお勢いきおいを増し、大牙を炙あぶり続ける。

　しかしゆらぐ炎熱に向かって、大牙は静かに顔を上げた。

「だったら親父おやじに伝えろ……」

　呻くと大牙は、握った拳こぶしを胸むねの前で激突させる。

　その刹せつ那な、周囲の人々は爆ばく光こうに目を背そむけた。

　大牙の拳から赤い電光が弾けだし、二色の髪がたてがみのように打ち震ふるえた。

「これが俺の本気だ！」

　満身創そう痍いの肉体から、分ぶ厚あつい士し魂こんがほとばしるのをカタリナも悟さとった。

　同時に大牙の掌から、真しん紅くの閃せん光こうが伸のびるように生まれたではないか。

　だが、もはやそれは形なき閃光ではない。
















　射しや出しゆつと同時に閃光は実体化し、長大な刀へと変じたのだ。

「貴き様さまっ！」

　カタリナとて信じられぬ顔で、咄とつ嗟さに飛びすさる。

　しかし大牙が薙なぎ払はらった刀はさらに伸び、カタリナの脇わき腹ばらを斬きり裂いた。

「馬ば鹿かなっっ！」

　不覚を叫ぶ妖よう女じよの脇腹から、ぬめつく血ち潮しおが飛び散った。

　だがその鮮血は、まるで機械油の如ごとき虹にじ色いろに輝かがやいている。

　カタリナは振ふり返りざま、大牙を悪あつ鬼きの形相で睨にらんだ。

「おのれ、貴様……！」

「まだ終わりじゃない！」

　さらに大牙は赤い刀を振り抜ぬき、カタリナへとどめを打ち込もうとした。

　しかし一いち陣じんの風の如く、妖女の姿すがたは跡あと形かたもなく消えていた。

　影かげすらも残さぬカタリナは、一同の鼓こ膜まくに妖あやしい囁ささやきだけを響ひびかせた。

〈慌あわてるな、人間。我われらは気が長いのだ。また会おう〉

　しばし哄こう笑しようが虚こ空くうに続き、やがて静せい寂じやくが取り戻もどされる。

「つっ……」

　小さく呻くと、大牙は再ふたたび膝ひざを屈くつした。赤い刀も手から雲散していく。

　やはりダメージは大きい。立ち上がろうとしても、力は入らなかった。

　だが大牙の身体からだを、そっとロレインの細い腕うでが支ささえてくれた。

「大ちゃん……ありがとう……」

　ロレインは、涙なみだぐむ顔を大牙の背せに押しつけた。

「でも……もう……私……」

　嗚お咽えつを漏もらすロレインに大牙は振り返った。

「馬鹿、汚よごれちまうぞ。ほら、こんなにお前……」

　血と煤で汚れた頰ほおを拭ぬぐってやると、ロレインもようやく微笑ほほえみを取り戻した。

　久ひさしぶりの笑顔。ずっと見つめていたかった。

　大牙は素す直なおにそう思うと、背はい後ごの視し線せんに気がついた。

　玲子もハドレーも、畏い敬けいの念で少年を凝ぎよう視ししている。

「血けつ魂こんを放ち、魔まを斬り払う……鳳ほう凰おうの刃やいば、やっとあなたの本気が見られたわ」

「そいつはよかったな」

　大牙は素そっ気けなく言うと、ハドレーを見上げた。

「今の女は、あんたらの弾丸でも死ななかったぜ。あれはいったい……」

「魔群バタリオンだ」

　ハドレーは、乾かわいた声でそう告げた。

「あれこそ我々の真の敵てき……不死者イモータルの主あるじ……そしてロレインを狙ねらう者だ」

　彼の顔には、驚きよう愕がくがまだこびりついている。

　大牙はそこに恐きよう怖ふを察して、自分の事を思いだした。

　あの女とはまた戦う事になる。

　その時に真っ赤な悪あく夢むは、もう一度現あらわれるのだろうか。




「お前さんが退ひくとはな、カタリナ」

　ヴォウ老人は、眼がん下かの喧けん噪そうを見下ろして微笑んだ。

「新手の護ご衛えいは、それほど手て強ごわいのかね？」

　神宮医大の一ひと隅すみからは、黒こく煙えんがもうもうと上がっていた。

　駆かけつけた消しよう防ぼう車しやと避ひ難なんする患かん者じやたちで、敷しき地ち内はごった返している。

　混こん乱らんに舌した打うちして、カタリナは脇腹を押さえた。

「噂うわさに聞く鳳凰流闘とう武ぶ術じゆつ……その使い手がもう一人いたとは驚おどろいたわ」

「なんじゃと、鳳凰流っ！」

　ヴォウ老人の身体も、その名に身震いを起こす。

「まさか鳳凰寺無頼ほどの腕前ではあるまいな」

「それは、あたしの傷きずで確たしかめて」

　言うとカタリナは、銃じゆう撃げきで穴あなだらけになったブラウスをくつろげる。

　黒い下着で覆おおわれた豊ゆたかな胸むねをさらけだすと、ヴォウ老人も顔を寄よせた。

「ほお……これは……」

　老人はしなびた指で、カタリナのみずみずしい肌はだを撫なでさすった。

　あれほどの銃撃を受けたのに、弾だん痕こんは元どおり再さい生せいしている。

　だが唯ゆい一いつ、脇腹に……大牙が刻きざんだ傷だけが残っていたのだ。

「可か哀わい相そうにのお……」

　傷跡を指でいじくる、ヴォウ老人の口から涎よだれが垂たれた。

　カタリナは胸むな元もとを露あらわにしたまま、老人を見下ろした。

「ここは退くべきよ。ゲンツ様も、鳳凰流の使い手が二人いるとはご存ぞんじないはず」

「だから帰って御ご報ほう告こくし、対たい策さくを立て直すというのか。ふぅむ、少しつまらんのお」

　ヴォウ老人は、にたりと笑った。

　口元から垂れた涎を拭い、前歯をがちがちと鳴らす。

「一撃げきをくらわば、倍の打撃で応おうじるのがベトナムの戦い方でな。それをせねばゲンツ様に面めん目ぼくが立たぬというものじゃよ」

「律りち儀ぎね……それとも戦いに飢うえているだけかしら」

「両方じゃな。わしは魔群バタリオンとなって初めて太陽の下で戦える力を持った」

　言うとヴォウ老人は、眩まぶしそうに太陽を見上げた。

「もう五○年になるか。トンネルネズミ……ベトナム戦争でわしらはそう呼よばれていた。ジャングルに狭せまい地下道を張はり巡めぐらせ、間ま抜ぬけなアメリカ兵を毎まい晩ばん闇やみ討うちした。高校を出たばかりの白人の小こ僧ぞうをナイフで突き殺し、その息が顔にかかったのも覚えておる」

「…………」

「わしは民族解かい放ほうの英えい雄ゆうじゃった。だがその生活は暗黒よ。穴あな蔵ぐらで暮くらし、自分の糞くそだめの横で毎晩眠ねむった。時たま穴に迷まよい込んだ鼠ねずみや蛇へびを食って生き延のびる。あまりにも長く闇の中で過すごしたおかげで、戦争が終わっても日光の下では生活できなかった」

　そして老人は、カタリナと向き合った。

「その太陽への憧あこがれこそが、わしに魔群となる力をくれた。そして翼つばさもじゃ……噂うわさの鳳凰流闘武術、今こそ太陽の下で戦ってみたいのだ」

「気をつけて。負けるとは思えないけど、侮あなどれないわ」

　皺しわ深ぶかい老人は喉のどを引きつらせ、乾いた笑い声を響ひびかせた。

「接せつ近きん戦せんならゲンツ様にも劣おとりはせぬぞ。わしの可愛かわいいハーロンはな」

　ヴォウ老人はもう一度、カタリナの傷跡に顔を近づけた。

　そしてぶよぶよした舌したで、その傷を執しつ拗ように舐なめ回す。

　カタリナもその愛あい撫ぶを、恍こう惚こつとした瞳ひとみで受け入れる。

　病院の屋上でしばし、執拗で淫いん靡びな音が鳴り響いていた。




「ありがとう、もういいぜ」

　大牙は、手当をしてくれた救急隊員に礼を言って立ち上がった。

　周囲では消防車、救急車が群むれをなし、ひっきりなしにサイレンがうなる。

　見物人も報道陣じんも遠くに押おし退のけられていたが、混乱は続いていたのだ。

「えらい騒さわぎになっちまったな」

「そうね。不ふ審しん火びで火事になったにしてはね」

　さらりと言った玲子に、大牙は顔を歪ゆがませた。

「不審火だと？　おい、まさか警けい察さつは……」

「真実を発表するとでも思ってるの？　誰だれも信じやしないわ。それに……」

　真実を知れば、パニックが起きる。

　声量を落とした玲子に、大牙も同意するしかなかった。

　あまりにも急な展てん開かいに、大牙自身、頭が混こん乱らんしている。

「あんな奴やつが、ロレインを狙ねらっているとはな……道理で鳳凰流闘とう武ぶ術じゆつが必要なはずだ」

「だが君は、期待に応こたえてくれたな」

　ハドレーは、部下に指し示じを出し終えると、大牙に歩み寄った。

「まさか魔群バタリオンを撃げき退たいできるとは思わなかった。見事な働きだったよ」

「部下を褒ほめるみたいに言うな。俺おれは軍人じゃねえんだ」

　一応握あく手しゆを交かわすと、大牙は肩かたで息を吐ついた。

「だが奴らは諦あきらめたわけじゃない。またロレインを奪うばいに来る」

「なるほど。勝った直後でも油ゆ断だんしないのは、いい心がけだね」

「お世せ辞じはいい。今度こそ俺の言うことを聞いてもらうぞ。今から家に帰って、俺と爺じいちゃんでロレインを守るんだ。そして全てを聞くぞ」

　大牙は胸にたまったものを吐はき出し、ハドレーを見上げた。

「でなきゃ俺は死んでも死にきれない」

「君は自分が死ぬと思っているのかい」

「ひとつ間ま違ちがえばな。そしてひとつ間違う可か能のう性せいは、大いにあるぜ」

　大牙は、ハドレーと玲子を交こう互ごに見つめた。

「敵てきは、俺の存そん在ざいを知ったんだ。もう油断はしない。彼を知り、己おのれを知れば百戦殆あやうからずなのは、相手の方だぜ」

「孫そん子しとはさすがだな……骨ほねの髄ずいまで無頼師し範はんの教えを叩たたき込こまれたと見える」

「世辞はいいと言ったはずだぜ。それにこのままじゃロレインも……」

　振ふり向けばロレインは、唇くちびるを固かたく閉とじて少年を見つめている。

　大牙はその手をしっかりと握にぎりしめ、ロレインを引き寄よせた。

「……一番不安なの、お前だもんな」

「ううん、私には大ちゃんがいるから……」

　言いながらロレインは、横を通り過すぎる担たん架かを一いち瞥べつした。

　黒焦こげにされた医い師しの腕うでが覗のぞくと、少女は大牙の手を強く握り返した。

「本当は私……美樹ちゃんや子こ供どもたちの側そばにいたい」

「ロレイン、それは……」

「だって怖こわい目に遭あったの、私だけじゃないのよ。みんな血を見たりして……」

　ロレインの腕にも、白い包帯が巻まかれている。

　だが彼女は本来、包帯を巻く側にいたかったはずだ。

　たとえ美樹が怪け我がをしていなくても、精せい神しん的に支ささえてやりたい。

　しかしハドレーは、訴うつたえるロレインに首を横に振った。

「今は帰き宅たくする事だ。それがあなたにとって一番いい」

「分かってます。でもせめて美樹ちゃんに一目会ってからでも……」

「彼女なら意い識しきを失ったはずだ。会っても話せやしない」

　同どう情じようもせずに断言し、ハドレーは周囲を見み渡わたした。

　ごった返す病院の敷しき地ち内は、奇き襲しゆうするに打ってつけの混こん乱らんぶりだ。

　その喧けん噪そうを眺ながめて、彼はもう一度ロレインに向き直った。

「ここに長くいればいるほど、みなが危き険けんになる。あなたのせいでね」

　言われたロレインが身を硬かたくすると、大牙もしばし口を結んだ。

　他人よりも自分を優ゆう先せんする。ロレインが最も苦手な事である。

　そして自分のために他人が傷きずつく事は、もっと……

「お前のせいじゃない。だから……今は気にするな」

「大ちゃん……」

「ロレインの辛つらさ……小川だって分かってくれるさ」

　そして大牙にも、ロレインの苦く渋じゆうが痛いたいほど伝わっている。

　だが今はここを去るしかない。

　それしかできない自分が、大牙はとてつもなく弱く思えた。




　大牙たちを乗せたリムジンバスは、外苑東通りを北上し始めた。

　リムジンバスとはいえ、ただの観光用ではない。

　ハドレー少しよう佐さの部隊一六名が移い動どうに用いる、偽ぎ装そう戦せん闘とう車輛だと言う。

　窓まどガラスが防ぼう弾だん仕様なのは勿もち論ろん、監かん視し・通信機器が満まん載さいされていた。

「どうしてこんな事になったのかしら……」

　ロレインは自分の両手を見下ろしてつぶやいた。

「昨日まで……ううん、今朝までいつもと変わらない一日だったのに……」

　リムジンバスの周囲は、赤色灯を回すパトカーで守られていた。

　上空には、警けい視し庁ちよう空中機動隊のＶＴＯＬ機群ぐんも護ご衛えいについている。

　大きな事じ件けんの渦か中ちゆうにいる。もう昨日までの日々には戻もどれないのか。

　ロレインの隣となりの席で、大牙は無理にため息をこらえた。

「こんな事、いつまでも続くわけないさ」

「うん……そうよね、大ちゃん」

「すぐに終わらせてやるよ。心配するなって」

　大牙の言葉を聞いて、ロレインは少しだけ笑ってくれた。

　その微笑みだけで、大牙もわずかに安心しかけた時……

「危あぶないわね……やけに下がってるわ」

　玲子が、車しや窓そうの景色に舌した打うちをした。

　リムジンバスの右手には、ＶＴＯＬ機の影かげが降こう下かしている。

　異い常じように接せつ近きんした距きよ離りに、玲子は外していた喉こう頭とうマイクを手にする。

「空中機動○三、安全高度を維い持じせよ。ここはまだ市街地よ」

　だが機き影えいはさらに下降し、反対車線を走る大型車に接せつ触しよくしそうなほどだ。

「ここは一いつ般ぱん道じゃねえか、あんな高度で飛んだら……」

　大牙は言いかけて、途と中ちゆうで言葉を失った。

　そして全員が気づいた。降りているのではない。落ちているのだ。

「うそだろ……」

　大牙は、車窓に浮うかぶ惨さん状じように思わずつぶやいた。

　左右の翼つばさに回かい転てん翼よくを備そなえたそれは、機体の後部から黒こく煙えんを吐はいている。

　すでに炎ほのおは機内まで焼き尽つくしたらしく、絶ぜつ命めいした操そう縦じゆう者しやすら見えた。

　リムジンバスに並へい走そうした機は、そのまま反対車線に激げき突とつした。

「伏ふせろ！」

　大牙は、呆ぼう然ぜんとするロレインに、横から覆おおい被かぶさった。

　続けて爆ばく発はつ。震しん動どう。衝しよう撃げきを受け防弾ガラスがわななく。

　ハンドルをとられたバスが左右に揺ゆれると、ハドレーが叫さけんだ。

「今のは事じ故こか？　それとも攻こう撃げきか？」

「不明です！　全周囲モニターには何も映うつっていません！」

　すると上空のＶＴＯＬ機が、またしても空中で爆ばく砕さいした。

　急落下した一機は、後続のパトカーにまともにぶち当たる。

　爆ばく炎えんと黒煙。火だるまになった警官が路上に放ほうり出された。

「スピードを上げろ！」

　ハドレーが端たん整せいな顔に似に合あわぬ咆ほう哮こうを上げると、車体は大きく左右に揺れる。

　座ざ席せきに張はりつくほどの加速。ロレインが口元を押さえて呻うめいた。

「うっ……！」

「俺から離はなれるな！」

　大牙は、苦しむロレインの身体からだを必死に支えた。

　さっきの戦いで傷きずだらけになった腕うでは、大牙に激げき痛つうをもたらす。

　だがロレインを放すわけにはいかない。耐たえる。痛いたみを受け止める。

「まさか対空ミサイル！」

　玲子が叫ぶと、今度は前方のパトカーに異変が起きた。

　その屋根が急にひしゃげ、車体全体が押おし潰つぶれようとしているのだ。

「警視六六、警視六六、応おう答とうして！」

　玲子は、火花を散らす警護車に叫んだ。

「何があったの！　警護を中ちゆう断だんして、路側帯に……」

『分かりません、潰れるっ！』

　悲痛な声が入ると同時に、パトカーは火を噴ふいた。

　燃もえ盛さかる車体は急スピンし、バスの行く手を遮さえぎるように横よこ倒だおしになった。

「突とつ破ぱしろ！　マインデバイス起動！」

　ハドレーの声と同時にバスの前面が開口し、ショベル状の機材が現あらわれた。

　地じ雷らい原げんを土ど壌じようごとすき込む機械だが、それが炎上するパトカーに激突する。

　残ざん骸がいを強ごう引いんに引きずり、一○○メートル以上走って、ようやくはね除のける。

　だが今度は、リムジンバスの天てん井じようが軋きしみ始めた。

　頑がん強きような装そう甲こうを用いたはずの屋根が、くっきりと何かの形に落ち窪くぼんでいく。

　そしてようやく、車内の全員が事じ態たいを理り解かいした。

「この上に何か乗ってる……」

　大牙は、ロレインを抱だきしめたままつぶやいた。

「目には見えねえが……三本爪づめ……二本脚あし……」

　巨きよ大だいな足あし跡あとにしか見えない。そんな馬ば鹿かな。

　だがハドレーたちはモニターに視し線せんを据すえると、躊ちゆう躇ちよせず反撃に出た。

「二番、六番、八番銃じゆう座ざ、射しや撃げき開始！」

　命令一下、隠いん蔽ぺいされていた黒い銃身がバスの屋根に現れる。

　リモコン操そう作さの七・六二ミリ機銃は、見えない敵てきに銃火を噴いた。

　途と端たんに何かが暴あばれる気配。飛び散った体たい液えきが、ガラス窓まどに流れる。

　モニターを見ていたハドレーは、呻きを漏もらした。

「やはり……単たん騎きではなかったか……」

　敵は、自分の赤黒い体液でその輪りん郭かくを表している。

　長く伸のびた首と尾おを含ふくめると、その全長は一○メートルを優ゆうに超こえた。

　ワニを思わせる頭部は無数の角に覆われ、口からこぼれる牙きばは短刀ほどもある。

　バスをつかむ爪はさらに長く、隆りゆう起きした背せ中なかから尾の先まで三角形の棘とげが並ならぶ。

　細かな鱗うろこ状じようの皮ひ膚ふは、まさしく爬は虫ちゆう類るい。

　しかし巨大な翼つばさを打ち振ふる姿すがたは、恐きよう竜りゆうと言うより伝説の竜そのものだ。

　大牙は呆然とした。今度の敵は、人間の形さえしていないのか。

「射撃を続けろ」

　しかし怪かい竜りゆうは機銃めがけて、どす黒い液体を銃座に浴びせかけた。

　ねばつく粘ねん液えきは銃座を吞のむや、しゅうしゅうと音を立てて鋼こう鉄てつを溶とかしだした。

　抵てい抗こうを排はい除じよした粘液は威い力りよくを保たもったまま、さらに天井へ食らいついた。

「やばい、真上だ！」

　悟さとった大牙は、ロレインを抱かかえたまま後部座席へ跳とぶ。

　元いた座席の天井は熱したバターのように溶け、侵しん入にゆうした粘液が座席をも焼く。

　車内前方にいた者も慌あわてて逃にげるが、垂たれた滴しずくに悶もん絶ぜつする者もいた。

「じあああああっ！」

　粘液は肉体をも溶かし、まるで骨こつ肉にくを食い散らすように暴れ回る。

　やがて屋根が溶け落ちると、開口部から激はげしい気流も侵しん入にゆうした。

　あらゆる物が宙ちゆうへ舞まう。怪竜はそれを、開口部から見下ろしていた。

「おい、このままじゃやばいぞ！」

　大牙は素す早ばやく、ロレインをシートベルトで固定した。その直後……

「し、少しよう佐さああっっ！」

　バスに染しみ込こんだ粘液が、運転席までも直撃した。

　運転席の警けい護ご員いんはハンドルを握にぎったまま、蒸じよう気きを上げて絶ぜつ命めいする。

　そしてその脚が死ぬ間ま際ぎわ、バスのアクセルを強く踏ふみ込んだのだ。

「冗じよう談だんでしょう！」

　急激に上がったスピードに、玲子が悲鳴を発した。

　運転手を失ったバスは右に大きくカーヴし、目め白じろ通りへと侵入する。

　首都高速五号線の下、土曜日の昼間でも車は多い。

　渋じゆう滞たいの中で戦えば、さらなる犠ぎ牲せいが増ふえてしまう。

「大ちゃんっ……！」

　しがみつくロレインのうなじには、赤い痣あざができていた。

　だがこれ以上怪竜の攻こう撃げきを許ゆるせば、痣だけではすまなくなる。

「ロレインを頼たのむ！」

　大牙は玲子に叫さけび、揺ゆれるのもかまわず運転席へと突進した。

　だがついに竜の頭も、天てん井じように空いた穴あなをくぐり抜ける。

　大牙を嚙かみ砕くだこうと、巨大な顎あぎとで猛もう然ぜんと襲おそいかかった。

「伏ふせろ、大牙！」

　ハドレーは二丁拳けん銃じゆうを引き抜き、銃じゆう弾だんを連射した。

　震しん動どうをものともせず、少佐の射撃は精せい緻ちを極きわめ、怪竜の眼がん球きゆう付近から体液が飛ぶ。

　しかし怪竜は頭を振っただけで、すべての凍結弾フロステイを払はらい落とした。

「それで済すむなら俺おれはいらねえだろ！」

　叫んだ大牙は血けつ魂こんを放ち、再ふたたび真しん紅くの刃やいばを形づくった。

　無から生じた真しん紅くの刀かたなが、弧こを描えがいて竜の鼻先を斬きり飛ばす。

　絶ぜつ叫きようを発した怪竜が、バスを揺すぶって身み悶もだえした。

　大牙はさらに怪竜の顎を下から貫つらぬき、まともに組み討うつ形となった。

「大ちゃん！」

　ロレインが悲鳴を上げた瞬しゆん間かん、主を失ったバスは中央分ぶん離り帯たいへ滑すべり込こんでいく。

　バスの右側面が壁かべをかすめると、窓ガラスが順じゆん繰ぐりに砕くだけ散った。

　あふれ出た火花が車内に飛び込み、怪かい竜りゆうを支ささえる大牙の背を焼く。
















「つああああっっ！」

　火花が目にまで飛び込んでくる。だが大牙は、真紅の刀を離はなさない。

　怪竜も、大牙を運転席まで行かせまいと死力を絞しぼって肉にく薄はくする。

　その苦く境きように飛び込むように、玲子もベレッタを抜いて通路へ走った。

「迫水！　どこへ行くんだ、戻もどれ！」

　ハドレーの制せい止しも聞かず、玲子は至し近きん距きよ離りで怪竜の眼球を撃うち抜いた。

　狂きよう奔ほんする怪竜の叫びに負けず、体たい液えきにまみれた大牙も怒ど鳴なる。

「馬ば鹿か野や郎ろう、来るな！　お前、死ぬ気か！」

「バスを停とめなきゃ、みんな死ぬのよ！」

　玲子はさらに怪竜に詰つめ寄より、その口の中に銃口を突つっ込んだ。

　弾たまが尽つきるまで九ミリ弾を撃つその姿に、大牙はさらに喚わめいた。

「運手席には俺が行く！　お前は引っ込んでろ！」

「だってあなた、運転免めん許きよないでしょうが！」

　脆ぜい弱じやくな喉のどの中を撃たれ、さすがの怪竜も力を弱める。

　大牙は、渾こん身しんの力を込めて怪竜の首を押し上げた。

「出て行け！　このバスは人間専せん用ようだ！」

　バランスを崩くずした怪竜は、いったん裂さけ目から首を引き抜いた。

　その間かん隙げきに玲子が運転席に飛び込んだ。

　半ば溶とけた運転手の死体に一瞬躊ちゆう躇ちよするも、引きずりだし、ハンドルを奪うばう。

　玲子の手に粘ねん液えきの残ざん滓しがしたたり、じゅうっと掌てのひらを焼いた。

「あたしだって大型免許持ってないけどね！」

　痛いたみをこらえて、玲子がブレーキをかけた。

　だが急には停まれない。制動のかかったタイヤが火花を散らす。

　渋滞の列に突っ込む寸すん前ぜんで、玲子はバスをなんとか停車させた。

「あぐっ……！」

　玲子は真っ赤な血に染そまった両手を見下ろしたまま、運転席から崩れ落ちる。

　その身体からだを抱き起こし、大牙は耳元に叫んだ。

「大だい丈じよう夫ぶか！　しっかりしろ！」

　すると大牙の声を遮さえぎるように、怪竜が咆ほう哮こうを取り戻した。

　咆哮めがけ、生き残った者がＭＰ七ＳＤ九短機関銃を斉せい射しやした。

　だが怪竜は長い尾おをバスに叩たたきつけ、カギ爪づめで屋根を引き裂く。

　崩ほう落らくする天井に阻はばまれ、銃撃はあちこちに跳ちよう弾だんした。

「射しや撃げき止やめ！　先にバスから脱だつ出しゆつしろ！」

　ハドレーの声を嘲あざ笑わらうかのように、化け物は唸うなり声を響ひびかせた。

　そして翼つばさをはばたかせ、怪竜は悠ゆう々ゆうと車体から離り昇しようしていく。

「逃がすかよ！」

　大牙は赤い刀かたなを握にぎったまま、天井に這はい上のぼろうとした。

　だがその動きを、ロレインの悲ひ痛つうな声が押しとどめる。

「待って、大ちゃん！」

「どうした！」

　振ふり返れば、席を立ったロレインが玲子に駆かけ寄っていた。

「みんなの手当が先よ！　すぐ病院に運ばないと……」

　大牙は痛々しい声で告げられ、玲子に視し線せんを向けた。

　冷たい女だと思っていたが、命がけで戦う意い志しを見せてくれた。

　そしてハドレーたちもいつの間にか、ロレインを囲む態たい勢せいを作っている。

　ロレインのために戦ってくれた……そう思うと、応こたえてやりたくなった。

「また逃のがすのか……！」

　大牙は苦々しく上空を見上げ、手の上で赤い刀を雲散させた。

　すでに怪竜は青空にかき消え、影かげすら残ってはいない。

　駆けつけたパトカーのランプが、目に痛いほど瞬またたいている。

　俺は、とてつもない戦いに巻まき込まれたんじゃねえか。

　だがそれから逃れる術すべは、何ひとつないように思えた。




　夕方五時前。ハンガリー料理店は開店すらしていない。

　しかし薄うす暗ぐらい店内には一人だけ、男がテーブルに着いていた。

　男はグラスを干ほし、天てん井じようから吊つり下げられた多面スクリーンに目を向ける。

『午後四時現げん在ざいの警けい視し庁ちようの発表によりますと、神宮学園医大病院での火か災さいの死者は八名、行方ゆくえ不明者は四名です。この事じ故こにより神宮外苑周辺では……』

『それでは死し亡ぼうされた方のお名前です。神宮学園医大教きよう授じゆ……』

『現場の大おお谷たにさん、江え戸ど川がわ橋ばしのバス事故の方は何か動きがありましたでしょうか？』

　幾いくつも並ならぶ画面は、どれも午後の惨さん劇げきを伝えている。

　それを眺ながめていた男は、おもむろに背はい後ごを振り返った。

「鳳凰流闘とう武ぶ術じゆつの男がもう一人だと……？」

「はい、ゲンツ様」

　薄暗がりに跪ひざまずくカタリナは、テーブルに着く男にうなずいた。

「我わが肉体を傷きずつけた真しん紅くの刃やいば……聞きしに勝まさる力とみました」

「わしのハーロンとて同様よ」

　ヴォウ老人も床ゆかにあぐらをかき、苦悶を吞み込んだ。

　その顔には斜ななめに傷が走り、顎あご下したからも血がしたたっている。

「侮あなどったつもりはないが……面めん目ぼくない。いかなる叱しつ責せきも甘あまんじて受けましょう」

「その男の名は？」

　鳳凰寺大牙。名乗りを受けたカタリナが言うと、男は眉まゆをひそめた。

　同時に彼の手の中で、グラスが音を立てて砕くだけ散る。

　流れる虹にじ色いろの血ち潮しおに、カタリナも動どう揺ようを露あらわにした。

「まさか、ゲンツ様……！」

「私はかつて一人の日本人を殺すために死力を尽つくして戦った。たった一人と侮あなどってはならん。その一人を殺すために、私は配下を二人とも失ったのだからな」

「一四年前のベルリンの事じ件けんを言うておられるのか」

「そうだ、ヴォウ老人。そして配下を失った私は、殺せと命ぜられていたもう一人の日本人をみすみす取り逃がしたのだ。その日本人は……あの時、三歳さいだったな」

　ゲンツと呼よばれた男は、傷ついた手を握りしめた。

「面おも白しろい。このような形で復ふく讐しゆうの機会が巡めぐって来ようとは思わなかったぞ」

　ゲンツは乾かわいた笑いを響ひびかせると、悠然と立ち上がった。

「成長したならば、いっそう油ゆ断だんはならん。鳳凰寺無頼もいるとなれば……」

　一いつ瞬しゆん言葉をきり、ゲンツは尖とがった顎あごをつまんだ。

「我われら三位一隊トリニクルで挑いどむしかあるまい」

「しかしゲンツ様には儀ぎ式しきの御準じゆん備びが……」

「鳳凰寺の名を聞いたのだ……もはや我が血のたぎりは止められぬ」

　ゲンツは全身から、刃のような殺気を噴ふき上げた。

　瞳ひとみには凶きよう気き。それしかなかった。







　　　【第三章】







「まだ痛いたみますか、迫さこ水みずさん？」

　ロレインは、玲れい子この腕うでに包帯を巻いて問いかけた。

　深夜を迎むかえた鳳ほう凰おう寺じ家では、竹林のざわめきが心ここ地ちよく響いている。

　その道場の縁えん側がわで、玲子は治ち療りようの終わった腕をさすった。

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶよ。さすが看かん護ご科ね。慣なれたものだわ」

　そう言われてロレインは、嬉うれしそうに少しうつむく。

　玲子も少女の手を握にぎり、ようやく柔やわらかな笑えみを浮うかべた。

「私の事は玲子で結けつ構こうよ。不本意だとしても、長いつき合いになるわ。よろしくね」

　こちらこそ。ロレインはうなずくと、道場の板いた敷じきに目線を向けた。

「大たいちゃんはもう大丈夫なの？」

　大たい牙がはハドレー少佐の腕に血けつ魂こんを流し込んでいた。

「たいした怪け我がじゃねえさ。一ひと晩ばん寝ねればすぐに良くなる」

　事実、大牙が受けた傷は驚おどろくべき速さで治ち癒ゆしている。

　そして大牙が触ふれたハドレーの傷も、見る間に塞ふさがっていったのだ。

「鳳凰流闘とう武ぶ術じゆつは、血魂によって肉体を蘇そ生せいすると聞いてたけど……」

「それが基き礎そ訓練の初しよ技ぎだ。血魂を流す事で自分の肉体を癒いやし、血魂を放つ事で他人の肉体を蘇生する……活法の技ぎ術じゆつだ」

　大牙は、手首を回して血魂を操そう作さした。

「それと対ついになるのが殺法だ。血魂によって肉体を刃やいばとし、鎧よろいとする。この殺法と活法を会え得とくして、ようやく基礎訓練が終わる」

「活殺自じ在ざいって奴やつね。でも柔じゆう術じゆつの殺法とは、殺すと書いても当て身の技術だわ」

　あなたの場合は、本当に殺すのね。

　玲子の言葉に、大牙は目を伏せた。

「爺じいちゃんには、どれほど深手を負っても毎日戦場に立てと要求された。スポーツ選手みたいに休養はできない。戦いはいつまで続くか分からないからな」

　そうだろう、爺ちゃん。大牙は縁側に座ざす祖そ父ふに問いかける。

　一同から離はなれて月光を見ていた無ぶ頼らいは、静かに酒しゆ杯はいを傾かたむけた。

「うるせえぞ、大牙。俺は今日、機嫌が悪いんだ」

「それは私のせいですね、無頼師し範はん」

　傷の癒えたハドレーは、冷えたダージリンのグラスを口に運んだ。

「師範がロレインの警けい護ごにつく事に私は反対した」

「…………」

「そのあげくが今日の失しつ態たいです。魔群バタリオンが日本に来ているとは知らなかった……大牙が間に合わなければ、ロレインは奪うばわれていたでしょう……申し訳わけありません」

　ハドレーは、膝ひざを正して頭を下げる。

　その姿し勢せい。無頼への態度。まさしく弟で子しが師範に対してとるものである。

　一方の無頼は、いつになく酒量を過すごした声こわ音ねでハドレーに顔を向けた。

「誤ご算さんのない戦いなんてねえぜ、ハドレー」

　ごくりと杯さかずきを干ほし、老人は言葉を続けた。

「まして相手が相手だ。思いどおりに事は進まねえさ。それにお前は自分の失態を、自分の力で嚙かみ破やぶったんだ。それでいいじゃねえか」

「しかし勝ったのは大牙で、私は何も……」

「俺が気にくわねえのは、俺自身なんだよ」

　無頼はあぐらを解とくと、ゆっくり顔を大牙に向けた。

　そして大きな肩かたを上下させて、息を吐はく。

「俺にもっと、子こ供どもがいればなあ」

　諦あきらめたような笑顔。そして憂うれいに満ちている。

　大牙は、そんな祖父の表ひよう情じようを初めて見たのだ。

「話してくれよ、爺ちゃん」

　大牙も居い住ずまいを正し、祖父に膝を詰つめる。

「真実を知らずに、戦えるもんか。ロレインだって不安なんだぜ」

「ううん、お祖じ父いちゃん。私は怖こわくない。大ちゃんがいるし……」

　ロレインも無頼に近ちか寄よると、傷きずだらけの顔を見上げた。

「だけど私も本当の事を知りたいの。そしたら私にも何かできるかもしれない。ただ守られてるだけなんて……何もできないなんて……私、嫌いやよ」

　大牙は、ロレインの言葉に少し驚おどろいた。

　おっとりしているように見えて、芯しんの強い子だとは知っている。

　だがこうまで自分の窮きゆう地ちを受け止めるとは……

　無頼も少女の心を察したのか、分ぶ厚あつい手で金きん髪ぱつを撫なでてやった。

「これ以上巻まき込こまれたら、もう元の生活には戻もどれないぜ」

「それが運命なら受け入れるわ、お祖父ちゃん」

　老人が満足げに笑うと、ハドレーが姿勢を正した。

「では、我われ々われの任にん務むから話すとしよう」

　大牙とロレインを見つめ、少しよう佐さは言葉を選び始めた。

「我々の所しよ属ぞく部隊に公式名めい称しようはない。ただ本部の地名を取ってジーゲン機関と呼よばれている。ＮＡＴＯ最高会議の直属機関だが、存そん在ざい自体は公表されていない」

「そのジーゲン機関の任務は何なのですか」

　ロレインが問いかけると、少佐はダージリンを一口飲んだ。

「ナチ狩がりだよ」

　思いも寄らぬ言葉に大牙が眉まゆを寄せると、少佐はなおも続けた。

「ナチスは今から八○年ほど昔、ドイツを支し配はいしていた政せい党とうだ。アドルフ・ヒトラーを総そう統とうとし、第二次大戦においてヨーロッパの大半を支配したが、結局は敗れ去った」

　淡たん々たんと言葉を連ねるハドレーを、大牙は不ふ審しんげな目で見た。

「そりゃ俺おれだって、アンネの日記とアウシュビッツの収しゆう容よう所じよぐらいは知ってるが……」

　今は二○二○年だぞ。ヒトラーが死んでから七○年以上経たってる。

　そんな昔の話、最近では歴史の教科書にも数行しか載のっていない。

　大牙はまるで現げん実じつ感が湧わかないが、ハドレーの顔は厳きびしさを増ました。

「君の言うとおり、当時は多くのユダヤ人が虐ぎやく殺さつされた。ポーランド人やジプシー、同どう性せい愛あい者しやなど、ナチスは敵てき視しする者を根こん絶ぜつするため最終的解かい決けつを行ったのだ。そして戦後、そういった虐殺に関かかわったナチス関係者は、戦争裁さい判ばんで裁さばかれた」

　しかし、と少佐は言葉を切った。

「報ほう復ふくを恐おそれた戦せん犯ぱんが、世界中に逃にげ延のびたのも事実だ。最も有名な一人は、アドルフ・アイヒマン元中佐。彼はユダヤ人虐殺の中心にいたにもかかわらず、一九六○年にイスラエル諜ちよう報ほう機関モサドが捕とらえるまでの一五年間、アルゼンチンに潜せん伏ぷくしていたのだ」

「じゃあジーゲン機関の任務も、逃げた戦犯を追う事なのか」

「でももうみんな亡なくなっているんでしょう？」

　ロレインも問うと、今度は玲子が首を横に振ふった。

「元々は戦犯追つい及きゆうが任務だったけど、ナチズムは今も世界に息づいているのよ」

　玲子は、細い指を組み合わせて言葉を選んだ。

「日本ではともかく、欧おう米べいではネオナチを称しようする組そ織しきが無数に存在しているわ。第二次大戦なんか知らない、あなたたちみたいな若わか者ものが構こう成せい員いんなの。ヨーロッパの組織は外国人労働者を排はい斥せきし、アメリカの組織は黒人差別運動と連動してる」

「しかも組織の規き模ぼは年々拡かく大だい、高度に武ぶ装そう化かしている。ジーゲン機関は、対ネオナチ部隊として今日まで存続したのだ。ＮＡＴＯ各国から選せん抜ばつされた者でな」

　ハドレーが言うと、大牙は自分の父親の事を思い出した。

「じゃあ俺の親父おやじがジーゲン機関に関わったのはいつなんだ」

　一九九一年。ハドレーはそう教えてくれた。

「君の父親、ディートリッヒ大佐がまだ二十二歳さいの時だ。奇くしくも東西ドイツが統とう一いつされた年で……ある強大なネオナチ組織の捜そう査さ任務に就ついたのだ」

　少佐は言いながら、傍かたわらのハンディコンピュータを引き寄せた。

　そして立体画面に、軍服を着た人々の集会風景を映うつし始める。

　みな巨きよ大だいな鉤十字ハーケンクロイツに向かって、真まっ直すぐに手を伸のばしていた。

「武装不死親衛隊ＳＳイモータルズ……極度の選民思想に凝こり固まった、思想団だん体たいだ。参加メンバーは数万にも及および、潤じゆん沢たくな資し金きん源げんを有していると噂うわさされた」

　不死者イモータル……その名を聞いて、大牙は腰こしを浮うかせた。

「ちょっと待て、ここにいる奴やつら……」

「そうだ、ロレインを襲おそった者と同じく……液ゲ状ル寄サ生イ体トに取り憑つかれている」

　大牙は、水すい槽そうの中で暴あばれ回った不定形の生物を思い起こした。

　ロレインも口をつぐむと、少佐は話の先を続けた。

「不死の肉体、異い常じような身体能のう力りよく……不死者イモータルの存在は、一九五○年代から確かく認にんされていた。だがあまりの衝しよう撃げきに各国政せい府ふは公表を控ひかえさせ、ジーゲン機関に捜査を任まかせたのだ」

　一方で、不死者イモータルは誘ゆう拐かいを繰くり返していたわ。

　玲子も淡たん々たんと言葉を紡つむいだ。

「優ゆう秀しゆうな人材であれば、人種や国こく籍せきは問わず。政治家から普ふ通つうの主しゆ婦ふまでね」

「いったい誰が組織を束ねているのか……君の父上は、それを探さぐり始めたのだ」

　ハドレーは、少しずつ話し続けた。

「やがて君の父上は、南米で組織の拠きよ点てんを突つき止めた。ジーゲン機関を率ひきいて、アマゾンの奥おく地ちに分け入り、奇き襲しゆうを敢かん行こう……多くの情じよう報ほうを得たのだ。一九九三年のことだ」

　そしてこの男がきっかけになったのだ。

　ハドレーはキーを叩たたいて、骨ほね張ばった老人の映えい像ぞうを取りだした。

　ベッドに横おう臥がした老人は、怯おびえるように震ふるえる口を動かした。

『俺はあの地に降おり立った……閣かつ下かが言われた約束の地に……』

『そこに奴らがいた……そして今もいる……誰かの中に……お前の中に……』

『彼らは探さがしている……自分の肉体を……』

『門をくぐるんだ……仲間を探し求めて……ああ、なんて長い旅なのだ……』

　大牙は、ろれつの回らぬ言葉に息を吞んだ。

「この年とし寄よりは誰なんだ？」

「ゲルハルト・グライナー元ナチス武装親しん衛えい隊たい中ちゆう尉い。一九二○年生まれ。父親はナチス党とうの大管区指し導どう者しやで……戦死したと思われていたが、その拠点で保ほ護ごされたのだ」

　なおもグライナー中尉は、躁そう状じよう態たいでカメラにしゃべり続ける。

『帝てい国こくは再さい生せいする……あの栄光に満ちた時代が再ふたたび来るのだ……』

『誰も帝国を……そして彼らを止められやしない……』

『総そう統とうの言われた民族の夢ゆめが、今かなうのだ……明日は世界を！』

　ベッドから跳はね起き、背せ筋すじを正すと、中尉はナチス式の敬けい礼れいをしてみせた。

　インタビュアーが問いかける。奴らとは誰なんだ。

　伸ばした手を下ろしたグライナー中尉は、笑って答えた。

『魔群バタリオンだよ……』

　さらにけたたましく笑う。医い師しらが止めに入る。

　ハドレーは画像を消すと、呻く大牙に向き直った。

「この中尉は二年後に亡くなったが、魔群が何を指す言葉かは皆かい目もくつかめなかった」

「じゃあ親父もまだこの時……」

「ああ、誰も知らなかったよ。魔群バタリオンの存そん在ざいなんてね」

　大牙の問いかけに、ハドレーは回想するように答えた。

「だがジーゲン機関ではすでに凍結弾フロステイも開発され、不死者イモータル対策は万ばん全ぜんだった。そこで新たに南米で発見した軍事施し設せつに、再び奇襲を試みたのだ。だが君の父上は半身不ふ随ずいになるほどの重じゆう傷しようを負って、撃げき退たいされた。たった一人の、魔群バタリオンと名乗る男によってな」

「誰なんだ、その魔群は……」

「マルティン・ボルマン。ナチスの陰かげの帝王と呼よばれた男だ」

　その呼び名に、大牙は言いしれぬ怖おぞ気けを覚える。

　ハドレーは、毛もう髪はつの薄うすいドイツ人の顔を映しだした。

「彼はナチス党官かん房ぼう長ちようとしてヒトラーの公私に亘わたる秘ひ書しよだった。その陰いん険けんな政せい治じ力りよくによって、自分の意に添そわぬ者をヒトラーに近づけず、より高い地位にいる者……ゲーリング国家元げん帥すいやヒムラー親衛隊長官……の信用を失わせた。そして自分だけはヒトラーの信しん頼らいを獲かく得とくし続けたのだ。ヒトラーは彼を、最も忠ちゆう実じつな党同志と呼んでいる。ボルマンは、ヒトラーの遺ゆい言ごん状じよう執しつ行こう人にんに選ばれたのだ」

「…………」

「そのボルマンはヒトラー総統の自殺を見み届とどけた後、ベルリンを脱だつ出しゆつしようとして戦火に吞まれた。死体もソ連軍が発見した……はずだったのだ。だが彼もまた生きていた。生き延のびて武装不死親衛隊ＳＳイモータルズという組織を作り、総統として君くん臨りんしていたのだ！」

　次し第だいに熱を帯びるハドレーの声に、竹林もざわめき始めた。

「ボルマンには凍結弾フロステイも通じず、不死者イモータルを上回る未知の力でジーゲン機関を撃退した。それが人類が初めて出会う、魔群バタリオンだったのだ……！」

　大牙は、伝説めいた物語に言葉をなくしている。

　ナチス、ヒトラー……そんなものが自分に降ふりかかるとは思いもしなかった。

「だったら、ハドレー……魔群も不死者もナチスの産物なのか」

「それが分からんのだ。君はあれが人間の科学力で生みだせると思うか」

　大牙は逆ぎやくに問われて、首を横に振ふった。

　現げん代だいならともかく、不死者は七○年近く前から存在していたという。

　カラーテレビが普ふ及きゆうするより前に、あんな生命を作りだせるものか。

「その先を話すのは、俺の役目のようだな」

　静せい寂じやくを破やぶった無頼は、空になった酒しゆ杯はいを握にぎってあぐらをかく。

　孫まごに向き直った老人は、ロレインにも視し線せんを送った。

「お前の親父おやじ……ヴァルター・ディートリッヒは、ベルリンの病院で一年以上静養した。そしてリハビリも長く続いたのだが、その時病院で……」

　お前の母親と出会ったんだ。

　無頼はそう言うと、杯さかずきに酒を満たしていった。

「鳳凰寺みすず。俺の一人娘むすめだ。みすずは国こく際さい看かん護ご師しとしてベルリンにいた。みすずの看護のおかげでヴァルターの傷きずは癒いえ……そして鳳凰流闘とう武ぶ術じゆつの話を聞いた」

「初めて聞いたぜ、爺じいちゃん」

「みすずだって鳳凰寺の一族だ。だが殺法は嫌きらいでなあ……活法だけを会え得とくした。血けつ魂こんを病人や怪け我が人にんに流し、癒いやす力をもって世界を回ってたんだぜ」

　なぜドイツ人の父と日本人の母が出会ったのか、ようやく分かった。

　だがすぐに彼は、父親の思おも惑わくに考えを巡めぐらせた。

「それじゃあ親父は、闘武術で魔群バタリオンと戦おうとしたのか」

　大牙の問いに、老人は顎あごを撫なでてうなずいた。

「必死だったんだろう。人間の力を遥はるかに超こえた魔群と出会って、なんとかそれに打ち勝つ方法を探さがし求めていた。だが答えはなかなか出なかった。そんな時みすずから話を聞いて、もしかしたらと思ったらしい。だが……」

　無頼の横顔は、次第に沈ちん痛つうなものに変わっていった。

「ヴァルターは、その日本でもう一度魔群バタリオンに襲おそわれた。ボルマンの命を受けた魔群だったんだ。ジーゲン機関を根ね絶だやしにするため、ヴァルターを狙ねらい……」

「でも親父は生き残った」

「ああ、魔群は倒たおされた。この俺の手によってな」

　事もなげに言って、無頼は深いため息を吐ついた。

「俺も初めて対たい峙じした時、勝てるとは思わなかった。だが鳳凰流闘武術には、魔群を斬きる力があったんだ。それ以来鳳凰寺家も、この戦いに巻まき込こまれたのさ」

　庭の池に、小ぶりな鯉が跳ね上がった。

　水音と共に広がる波紋を見つめて、ハドレーが後を引き継いだ。

「ディートリッヒ大佐は魔群の存そん在ざいを各国政府に内ない密みつに知らせ、脅きよう威いを説いた。このまま放置すれば、彼らは手のつけられぬ存在となる。しかし対たい抗こう策さくがなくては話にならない」

「いや、待ってくれ。だったら話は簡かん単たんだぜ」

　大牙は慌あわてて、口を挟はさんだ。

「鳳凰流闘武術で魔群を倒せるなら……少佐、あんた自身も爺ちゃんから教わればいいだけの話だろ。それから玲子やあんたの部隊も……」

「とっくに気づいてたよ、ヴァルターもその策は」

　無頼は、どこか懐なつかしむような声で言ってのけた。

「その戦いのすぐ後だ。ヴァルターは俺に頼たのんだ。魔群バタリオンと戦うため、自分が指し揮きするジーゲン機関の隊員に鳳凰流闘武術を教えてくれってな」

「でも鳳凰流は一いつ子し相そう伝でんなのでしょう？」

「そうだよ、ロレイン。だが世界の危き機きと言われたら、そんな事にはこだわっていられねえぜ。まして俺は後こう継けい者しやを育てられなかった。あの時ですら爺じじいだったしな」

　だがあいつの計画は破は綻たんした。無頼は、苦い顔でそう言った。

「俺も一子相伝の教えなど、ただの狭きよう量りようなプライドだと思い込んでいた。だがそうじゃなかった。誰だれ一人、鳳凰流闘武術の活殺法すら覚える事ができなかったんだ」

「本当かよ、それは」

　大牙自身、一子相伝などはったりとしか思っていなかった。

　しかし無頼の横顔は、自分の運命を嘲あざ笑わらうかのようである。

「血魂のせいだ」

　無頼は、ぐいのみに酒を落としてつぶやいた。

「俺は血魂が他人にもあるものだと考えていた。兵ひよう法ほう家か伝でん書しよの神しん気き、中国医学の気き血けつ……それと似にて目に見えない、人間の知られざる力だと思っていたぜ」

「そうじゃないのか。じゃあ血魂って何なんだよ」

「知るものか。ただ俺おれたち鳳凰寺一族だけに流れる……何かだよ」

　驚おどろく大牙に、無頼は酒を干ほして続けた。

「俺も気づきはしなかった。闘武術が、他人に伝えられないものだなんて」

「だったら鳳凰流闘武術を使いこなせるのは、この世の中で俺たちだけか。俺と爺ちゃんだけが、魔群バタリオンを斬る力を持っているって言うのか」

　そんな馬ば鹿かな話があるか。

　日本の暗黒史の中で戦い続けた闘武術。作り話だと思っていた。

　だが他人に伝えられないとすれば、俺の血はいったい何なのだ。

　そして魔群とは……

「魔群も、液ゲ状ル寄サ生イ体トのように人間に寄き生せいするのか」

　大牙の青ざめた顔に、玲子がうなずいた。

「そうらしいわ。ただし寄生する人間は、何かの才さい能のうに秀ひいでた者で……魔群を受け入れるだけの素そ養ようも必要だわ」

「その選ばれた人間は、適応体アクセプトと呼よばれている」

　ハドレーは、冷たいダージリンをゆっくりすすった。

「そして分かったのだ。彼らの誘ゆう拐かい目的は、適応体の収しゆう集しゆうだと。恐おそらくナチス復ふつ権けんのために魔群バタリオンになりうる者を集め、その数を増ふやそうとしているのだ」

「……誘拐された事じ件けんも、隠いん蔽ぺいされてきたのか」

「無む論ろんだ。多くの犠ぎ牲せい者しやは、行方ゆくえ不明で処しよ理りされてきた」

　大牙は、ただ真実を咀そ嚼しやくするしかできない。

　だが悪お寒かんを覚える大牙の横で不意に……

「ロレイン……」

　何かを察したか、少女が青い瞳ひとみを揺ゆらしている。

　ロレインは、震ふるえる声でゆっくりと問いかけた。

「もしかしてハドレーさん……私の両親は……」

「そうだ。実は君の両親は一二年前、スイスで誘拐されたんだ」

　なんだと……大牙も思わず、声を漏もらした。

　うなずく無頼の姿すがたに、少年の背せ筋すじが震える。

　道理で捜さがしても見つからないはずだ。そして大牙は、悲ひ惨さんな予想を巡めぐらせた。

「だとしたら、ロレインの両親は……」

「違ちがうな、大牙。一二年前に狙ねらわれたのは両親じゃない。ロレイン自身なのだ」

　ハドレーの言葉に、ロレインは息を詰つまらせた。

「私……ですか……」

「そうだ。まだ三歳さいだった君が狙われたんだ。ディートリッヒ大たい佐さは警けい護ごにあたったが、敵てきは不死者イモータルだけではなく、魔群バタリオンまでも動員してロレインを奪うばおうとした」

「その時、親父おやじに魔群を倒たおす手しゆ段だんはあったのか？」

　大牙が問うと、ハドレーは首を横に振ふった。

「なかったそうだ。鳳凰流闘とう武ぶ術じゆつの力も知っていたが、無頼師し範はんは日本におられた」

「だったらどうやって魔群を……」

「欺あざむくしかできなかったそうだよ」

　ハドレーは、伝え聞く話を口にしていった。

「大佐は魔群の襲しゆう撃げきに際さいして、ロレインの家に火を放った。その火に吞まれて、ロレインが死んだと見せかけたのだ。そしてロレインを救おうとした。しかし……」

「魔群は諦あきらめず、ロレインの両親を誘拐していったのよ」

　玲子は先を引き継つぎ、黒くろ髪かみを搔かき上げた。

「ロレインを救ったものの、大佐は悩なやまれたそうよ。なぜ三歳の幼よう児じを誘拐するのに、不死者イモータルだけでなく魔群バタリオンまで動員したのか。そして本人が無理だと分かると、なぜ両親まで誘拐したのか……ロレイン誘拐は、他ほかに類を見ない事件だったの」

　ロレインはすでに言葉を失い、口元を手で覆おおっている。

　だが大牙は挑いどむように、玲子に問いかけた。

「それで親父の答えは……」

「ロレインには何か特とく殊しゆな才能がある。だからこそ適応体アクセプトに選ばれた。しかも魔群まで動員するとは、よほどの適てき性せいがあるのだろうと」

「そんな……！」

「だからこそ君の父上は、ロレインを無頼師範の下でかくまう事にしたのだ。師範ならば魔群の手からロレインを守ってくれると信じてな」

　大牙は、初めて知った真実にしばし呆ぼう然ぜんとした。

　確たしかに、彼女は不思議な魅み力りよくに満ちている。

　優やさしくて誰からも好かれ、人の心を癒いやす力を持っている。

　だがその魅力のどこが、魔群に適てき応おうしているというのか。

「そんなの認みとめてたまるか」

　大牙は、ハドレーを睨にらむように言った。

「親父はどこかで間違えてる。ロレインがあんな化け物と……」

「しかしこうしてまた一二年ぶりに狙われたのだ。生せい存ぞんを隠かくしていたにもかかわらず、奴やつらは突つき止め、しかも魔群を二人も送り込んできた」

　事実が証しよう明めいしているぞ。ハドレーは冷静に断だん言げんした。

　玲子もうなずいて、大牙の目を真正面から見み据すえる。

「だからお父様も決断したの。ロレインを守る戦いに、息子むすこのあなたを参加させようと」

「守るだけの力と意い志しがあれば、だが」

　大牙は眼光だけで、ハドレーの言葉をはねつけた。

　そして玲子に向かうと、決意を込めて言い切った。

「だったら確かめるまでもなかったぜ」

「大牙……」

「俺はずっと守ってきたつもりだ。ずっと昔からな」

　大牙はロレインをあらためて見つめると、その瞳ひとみに力強くうなずいた。

　すると少女も、大牙の手に自分の温ぬくもりを重ねてくる。

　青い瞳をうるませたロレインは何も言わず、ただ唇くちびるを結ぶだけだった。

「いいだろう、俺はもう二○年以上戦ってきた」

　二人の姿すがたに、無頼は悠ゆう然ぜんと杯さかずきを掲かかげた。

「お前たちも長い戦いになるぜ。覚かく悟ごしとけよ」

　老人は、喉のどを鳴らして酒を飲み干ほしていく。

　大牙も、自分の喉がひどく渇かわいていると気づいた。

　だが今夜は何を吞のんでも眠ねむれそうにない。

　傷きずの痛いたみよりも今は、真実が胸むねを締しめつけていた。




「……長い一日だったな」

　大牙は、母おも屋やにある自分の部屋に戻もどっていた。

　上半身だけ裸はだかになり、裂れつ傷しように巻まかれた止血帯を外していく。

　火傷やけどの跡あとには、ロレインが氷の入った袋ふくろを押おし当てていた。

「ほんとね……朝、実習受けてたのが、ずうっと昔の事みたい」

　ロレインは言うが、その視し線せんは定まっていない。

　大牙は心配して、細い指から氷袋を受け取った。

「お前ももう疲つかれただろ。俺の事はいいから、もう寝ねちまえよ」

「だめよ。大ちゃんこそ火傷を冷やさないと、眠れないでしょ」

「別にいいさ。あまり眠れそうにもないし」

「だめよ、昨夜ゆうべだってバイトに行って、そんなに寝てないはずよ」

　看かん護ご師しの卵たまごの言う事は聞きなさい。

　ロレインは笑うと、ふと簞たん笥すの上にある写真に目を留とめた。

　赤子を抱だく小さな遺い影えいは柔やわらかな笑えみに満ち、幸せそのものに見えた。

「大ちゃんの事……なんだか心配なの」

「俺が？　どうして？」

「いろいろあったし……お父さんやお母さんの事、思いだしたかなと思って」

　確かに、両親の事を考えたのは久ひさしぶりだった。

　しかしそれは、ロレインも同じはずである。

「お前こそ、両親の行方ゆくえが……」

　言いかけて、大牙は言葉を詰つまらせた。行方は分かったが、消息は知れないままだ。

　まして魔群バタリオンのような連中に誘ゆう拐かいされたのだ。より心配になって当然だった。

「きっと……見つけてやるからな」

　大牙はそう言って、少女の手を取った。

「それからきっと守ってやる。だから心配なんかするなよ」

　言い聞かせるように、強く握にぎりしめる。

　するとロレインは、にっこりと微笑ほほえみを返した。

「大ちゃん……変わらないのね」

「なにがだよ」

「初めて会った頃ころにも言ってくれたでしょ。今と同じ約束」

　驚おどろく大牙の前で、少女はそっとまぶたを閉じる。

「私がこの家に来た時、泣いてばかりいた私に言ってくれたでしょ。パパとママを捜さがしてあげるって……僕ぼくが守ってあげるって」

「……そんなの、もう忘わすれたな」

「私は覚えてたのよ、ずっと。だってすっごく嬉うれしかったんだもの。嬉しくて、嬉しくて……寂さびしい事なんか全部忘れちゃったんだから」

　ロレインは両手で、大牙の手を包み込こんだ。

「だから今度も忘れられるわ。もう一度、大ちゃんが約束してくれたから」

　そしてまぶたを開き、輝かがやくような笑みを見せる。

　大牙こそ、その笑顔にずっと変わらぬ安らぎを感じていた。

　ロレインはいつまでも、初めて会った時のままだったのだ。

「俺は……」

「でも大ちゃんも、あの頃は泣き虫だったのにね」

　言いかけた大牙に気づかず、ロレインは笑い始めた。

「大ちゃんだって、パパとママがいなくて寂しかったのよね？」

「ば、馬ば鹿か言え、あれは……お前の真ま似ねして泣いてたんだよ！」

　大牙は布団ふとんをひっかぶると、ベッドに横になった。

　あの頃から大牙は、真っ赤な悪あく夢むにうなされ泣いてばかりいた。

　そして父から日本に送りだされると、さらに泣いたのだ。

　パパは、僕が泣き虫だから捨すてたんだ……

「つまらねえ事は忘れちまえよ。昔の話なんかもういいだろ」

「ううん、私は忘れないわ。大ちゃんの言葉、ずっと」

　ロレインは、背せを向ける大牙の肩かたを優やさしく撫なでた。

「あんなに泣き虫だった大ちゃんが、本当に私を守ってくれたんだもの。強くなってくれたんだもの。だから信じられるの」

　大ちゃんの約束は、全部ね。

　ロレインはそっと、大牙を後ろから抱だきしめた。

　もう何も言わずに、広い背中に頰ほおを押し当てる。

　大牙はいつまでも、その柔らかな芳ほう香こうに包まれていたかった。




「初めて大牙に会った感想はどうだ？」

　無頼は、日本酒を臓ぞう腑ふに流し込んで闇やみ夜よを仰あおいだ。

「その顔だと、だいぶ不満があるようだな」

　中庭に立つハドレー少しよう佐さは、池の水面を見下ろすだけだ。

　道場の縁えん側がわには玲子も座すわり、庭の灯とう籠ろうを見つめている。

　その庭を挟はさんで位置する大牙の部屋には、まだ明かりが灯ともっていた。

「無頼師範マスター・ブライ……私はディートリッヒ大佐から聞かされていました。息子むすこの大牙は、鳳凰流闘とう武ぶ術じゆつの後こう継けい者しやに育っているはずだと」

「今日のあいつはよくやったと思うぜ」

「私の目の前で魔群バタリオンと二度戦った。そして二度とも相手を取り逃にがした」

　どういう事ですか。

　少佐が詰きつ問もんすると、玲子も髪かみを搔かき上げた。

「鳳凰流では、基き礎そ訓練である初しよ技ぎをマスターした後、闘技、奥おう技ぎ、秘ひ技ぎ、秘奥技といった技わざを会え得とくしていくと聞きました。大牙は、どこまで……」

「奥技なんて使えねえさ。まだ闘技を会得したばかりだぜ」

「冗じよう談だんではありませんよ。もはや猶ゆう予よはないのです」

　少佐は、怒ど気きすら浮うかべて無頼に歩み寄よった。

「これは師範の怠たい慢まんですか、それとも大牙の怠慢ですか」

「俺おれが奥技を自分のものにしたのは、四十を過すぎた頃だ」

　無頼は、少佐の怒いかりなどどこ吹ふくかのように酒を干ほす。

「秘奥技なんざ俺ですら全すべて習得しちゃいないぜ。大牙はよくやってる方だ」

「大牙には、あなたを超こえてもらわねばならないのです。でなければ絶ぜつ望ぼうしかない」

　少佐が背せ筋すじを震ふるわせると、無頼は低く笑った。

「相変わらず冷血漢だな、優やさしい顔に似に合あわず」

「あなたが甘あますぎるのです、無頼師範。大牙はもっと厳きびしく鍛きたえるべきだ」

「甘くもなるぜ。あいつの事を考えたらな」

　言うと無頼も下げ駄たを履はき、中庭に降おり立った。

　巨きよ漢かんの老人は、長身の少佐に並ならび、水面に視し線せんを送る。

「大牙は、重すぎる責せき任にんを背負ってるんだぜ」

「彼がやらねば人類が滅ほろびる可か能のう性せいとてあります。この事実が公表されれば、世界中の人間が大牙に期待するでしょう。それに比くらべれば今はまだ……」

「だからよ。ここに一人ぐらい期待しない人間がいてもいいじゃねえか」

　無頼の言を、少佐は信じられぬ顔で見返した。

「そんな……師範は、人類が滅んでもよいとおっしゃるのですか」

「そうは言わねえ。けど大牙がしくじっても、俺はきっと責せめやしない」

「……しくじる可能性は、どれくらいですか」

　さあな。玲子に問われ、無頼は首を回した。

「あいつはまだ自分の過か去こと向き合っちゃいねえ。その時、あいつがどうなるかだ」

「では大牙はまだ……」

「ああ、見ているぜ。血の海に沈しずむ、真っ赤な夢ゆめをな」

　ハドレーも玲子も、その言げんになぜか黙だまり込む。

　無頼は、まだ明かりの消えない大牙の寝しん室しつを見た。

「あいつがうなされる声を何度も聞いた……ガキの頃ころ、泣きつかれても何もしてやれなかった……悪あく夢むを打ち消すには、自分で向き合うしかねえのさ」

　その勇気があればな。老人は、ざわめく竹林を見上げてつぶやいた。

　横顔には、諦てい観かんと無む常じようが漂ただよっている。

　その夜、大牙の部屋の明かりはずっと点ついたままであった。




「今なら首が獲とれるわ」

　真しん紅くの闇の中から、カタリナは鳳凰寺家を見下ろしていた。

　月光に照らされた邸てい宅たくに、女はゆっくり唇くちびるを舐なめる。

「鳳凰寺大牙の傷きずは、まだ癒いえてはいない」

「それはこちらも同じよ。特にわしは分身ハーロンとの共生度が高い」

　身体からだを引きずり、ヴォウ老人も視線を同じくした。

「わしの傷が癒えねば、ハーロンも十分には戦ってくれぬからな。まして今は鳳凰寺無頼もついておる。奴やつらあの娘むすめを守るためなら、命を惜おしまず戦うであろうな」

「女のために命を捨てるなんて……虫むし酸ずが走るほど偽ぎ善ぜん的よ」

　カタリナは、捨すて鉢ばちに言い放った。

「特に鳳凰寺大牙はね。ああいう純じゆん粋すいさ、うっとうしいのよ」

「お前さんは、あの小こ僧ぞうがお気に召ぬさぬらしいな」

「ええ、嫌きらいよ。美しい恋れん愛あいを妄もう想そうしてる、青あお臭くさい餓が鬼きだわ」

　カタリナは言うと、急に顔を引きつらせて笑った。

「もっともロレインは、もうじきゲンツ様のものになる。愛する女が別の男に抱だかれるのを見たら、あの餓鬼も大人になれるわね」

「お前さん、それを望んでおるのかな」

「勿もち論ろんよ。あたしが味わった絶望を、世界中の人間に教えてやるわ」

　カタリナは猛たけ々だけしい瞳ひとみで、鳳凰寺家を睨にらんだ。

「あたしの恋こい人びとは、あたしの妹を犯おかし、あたしの金を奪うばい、大学での研究成果まで奪っていった。助けを求めて相談した大学教きよう授じゆまで、見返りにあたしの身体を欲ほしがったわ」

「…………」

「男なんてみんな同じよ。口では愛を語っても、大牙だって同類のはず。だからあたしが絶望を教えて、あいつの本ほん性しようを剝むきだしてやるわ」

　ヴォウ老人は、納なつ得とくしたように息を吐はいた。

「さすが適応体アクセプトに選ばれただけの事はある。怨おん念ねんこそ、我われら魔群バタリオンの証あかしじゃからな」

　カタリナもうなずき、老人に視線を向ける。

「明日こそは、ロレインをこの手に……力を合わせるのよ、ヴォウ」

「男嫌いのお前さんが、わしを信用するとはの」

「あなたもわたしも人間を捨てたのよ。もはや男でも女でもないわ」

「わしが、虫酸が走るほど偽善的に振ふる舞まってもかね」

　どういう意味なの。

　カタリナが問うと、ヴォウ老人はにたりと笑った。

「女のために命を捨てるという事よ。わしにとってお前さんは……まだ女だ」

　老人は跪ひざまずいて、カタリナの手を握にぎりしめる。

　細く白い指をしばし眺ながめると、おもむろに口づけた。

　執しつ拗ようなまでに舌したを這はわせ、口に含ふくみ、唾だ液えきで濡ぬらす。

　カタリナはただうっとりと、まぶたを閉とじるだけであった。




「……ん……んん……」

　目が覚さめた大牙は、伸のびをしようとして顔をしかめた。

　傷きずの痛いたみか、痺しびれなのか。身体がまるで動かないのだ。

　布団ふとんから天てん井じようを見上げれば、照明が点けっぱなしになっている。

　電気を消すのも忘わすれて、俺は寝ねてしまったのか。

　思って上体を起こした瞬しゆん間かん、大牙は身を硬かたくした。

「……ん……んん……」

　重石おもしの正体は大牙に覆おおい被かぶさり、すやすやと寝息を立てている。

　ロレインも大牙に付き添そったまま、いつの間にか寝てしまったらしい。

　安らかな顔で眠ねむる少女に、さすがの大牙も仰ぎよう天てんした。

「何てこった……誰だれも起こしに……いいっっ！」

　大牙は、独ひとり言を言いかけ悶もん絶ぜつを嚙かみしめた。

　ロレインが乗っているおかげで、腰こしから下が痺れているのだ。

　眠気を吹ふき飛ばす激げき痛つうだが、まさか跳はね飛ばすわけにもいかない。

　わめく事もできず、大牙はそっとロレインに手を伸ばした。

「おい、ロレイン……起きろよ……頼たのむ、起きてくれ」

「うふっ……うふふふふっっ……」

　肩かたを揺ゆさぶられても、ロレインは目を覚ます様子もない。

　それどころか笑えみを浮うかべて、大牙の布団に頰ほおずりした。

「……とってもおいしいケーキ……こんなにたくさん……」

「まさか自分の作ったケーキじゃねえだろうな」

　幸せそうに夢ゆめ見るロレインを、しばし大牙は見つめていた。

　このロレインに魔群バタリオンは何を求めているのか。まるで分からない。

　究極的に正反対の存そん在ざいではないか。

　それとも何か別の理由が……大牙がそう思った時であった。

「これは……」

　大牙は、ロレインのうなじに赤黒い痣あざを見つけた。

　思い起こせば怪かい竜りゆうに襲おそわれた時、気づいたものだ。

　揺れるバスの車内でぶつけたもの、そう大牙は思っていた。

　だが間近で見れば、それは痣などではなかったのだ。

「これは……」

　そんなはずはない。大牙は目をこする。

　だが錯さつ覚かくでもない。思わず、呻うめき声が漏れた。

「刺青タトウー……」

　しかも微び細さいに描かき込まれた、うずくまる人形。

　背せを丸めたその人物は、長い髪かみを背までなびかせていた。

　大きくくびれた腰こしと、豊ゆたかな胸むな元もとは明らかに女じよ性せいのものだ。

　うつむく横顔ははっきりと分からないが、秀しゆう麗れいにも思える。
















「なんだってお前にこんな……」

　大牙は、そっと指先を刺青に伸ばそうとした。そしてさらに身を硬くする。

　刺青タトウーが突とつ如じよ、丸めていた背を伸ばし、その四し肢しを自由に伸ばしたではないか。

　馬ば鹿かな。夢を見ているのは俺なのか。

　だが否ひ定ていしようとしても、刺青は生きた女のように肢体をくねらせる。

　そしてロレインの肌はだの上を泳ぐように滑すべり、シャツの中に消えていったのだ。

「まさか……」

　許ゆるされるなら、ロレインの服を剝はがしてもう一度確たしかめたい。

　しかしその大牙の心を読んだのか、刺青の女はシャツの袖そで口ぐちから再ふたたび現あらわれた。

　裸ら身しんを誇こ示じするように蠢うごめかせ、ロレインの手の甲こうへと進んでいく。

　そして大牙に向かって、ゆっくり視し線せんを持ち上げた。

　静かに笑っている。自信に満ちた眼がん光こうで。

　大牙は決心してロレインの手を握り、刺青を捕とらえようと試みた。

　しかし刺青はそれを避よけ、再びシャツの袖の中へ隠れてしまう。

　と思うとまた袖口に顔を出し、にたりと妖よう艶えんな唇くちびるを艶なまめかせた。

　生きている。そして追い駆かけっこを楽しんでいる。

　大牙はもう一度、今度はより強い力でロレインの手を握りしめた。瞬間……

「ん……ううーん……」

　ロレインが、ゆっくりとまぶたを開いた。

　小さなあくびをすると、身を起こして背せ筋すじを伸のばす。

　その後で、自分の手が大牙に握にぎられているとようやく気づいた。

「あ、私……えと……ここは……どうして大ちゃん……」

「あ、いや、これはだな……！」

　大牙が慌あわてて手を振りほどくと、刺青も洋服の中へ消え去った。

　ロレインは周囲を見み渡わたし、時計を見つめ、自分の姿すがたを見下ろす。

　そして大牙に目を移うつせば、少年は上半身裸はだかのままだった。

　やっと悟さとった事実に、ロレインは首まで真っ赤に染そめた。

「あ、あの大ちゃん、私、昨日はここで……」

「ああ、寝ねちまったみたいだけど」

「だって急に……困こまるわ……私たちまだ……」

「いや別に俺たちは何も……今、手を握っていたのもだなあ……」

　だが大牙は、刺青の事など口に出せなかった。

　その前にロレインは顔を覆おおい、部屋から飛び出してしまったのだ。

　部屋の畳たたみの上で一回、廊ろう下かに出た後でも一回、転びながら。

　羞しゆう恥ち心しんから上げた悲鳴を、みんな誤ご解かいしなきゃいいけど。

　大牙は思って、金と黒の毛もう髪はつをばさばさと搔かきむしった。




　早朝の庭には、静かに小こ雨さめがぱらついていた。

　その雨も気にもせず、着き替がえを済すませた大牙は道場へ向かっていた。

　胸きよう中ちゆうには、ロレインに刻きざまれた刺青タトウーが渦うず巻まいている。

　もしあの刺青が、魔群バタリオンと関係があるとしたら……いや、そうとしか思えない。

　ともかくハドレー少しよう佐さたちに知らせなければ。

　そしてロレインには事実を告げるべきなのか。

　思いながら大牙が道場へ踏ふみ込こもうとした時……

「お願い、ロレインに会わせて！」

　門の方から、聞き慣なれた女の声が響ひびいてきた。

　振ふり向いた大牙は、思わず彼女の名前を呼よぶ。

「……小お川がわ、どうしてここに……」

　視線が合うと、美み樹きはその場で立ちすくんだ。

　彼女の前には、スーツ姿すがたの男二人が並ならんでいる。

　美樹に駆け寄より、大牙はハドレーの部下たちを遠ざけた。

「この子なら心配ねえよ。俺おれたちの友達だからさ」

　うなずいて男たちが退がると、大牙は美樹に視線を向けた。

「お前、大だい丈じよう夫ぶだったか。昨日の……」

「それはあたしが聞きたいわよ！」

　美樹の怒ど声せいは、いつもとは少し違ちがっている。

「ロレインはどうしたのよ！　病院で火事が起きたらもういなくなってて……あたし、凄すごく心配したんだからね！」

「ああ、大丈夫だ。それよりお前こそ怪け我がはいいのか」

「気き絶ぜつしただけだから今朝帰っていいって……だからあたし、一番にここに来たのよ。病院の人に聞いたら、あんたが迎むかえに来たって言うから」

　すると美樹の瞳ひとみが、大牙の腕うでを真まっ直すぐ見つめた。

　まだ残る深い傷きずに、少女はこみ上げた何かを吞のむ。

「……なによ、あんただって怪我してるじゃない」

「ああ、これは火事の時にな」

「どうせ……ロレインをかばって怪我したんでしょ」

「な、なんだよ。お前、変な……」

「あたしの事なんか、忘わすれて帰っちゃったのよね」

　大牙は、固かたく握られた美樹の拳こぶしに気づいた。

　目線を合わせない少女に、大牙も唇くちびるを嚙かんだ。

「ロレインは残りたいと言ったんだ、お前の側そばに…………だけど火事騒さわぎの時、お前を探さがすだけの時間がなかったんだよ」

「……どうしてよ」

「ロレインが狙ねらわれてたからだ」

　大牙は、静かに言葉を連ねていった。

「外がい苑えんでお前も見ただろ、襲おそわれるのを……相手はしつこい奴やつらなんだ。お前と一いつ緒しよにいて、また襲われたら迷めい惑わくがかかる。だからとりあえず身を隠かくしたんだ」

「ロレインが、そう言ったの？」

「違う、俺の判はん断だんだ。お前を、巻まき込みたくなかった。お前なら……」

　分かってくれると思った。

　大牙は、美樹の肩かたにそっと触ふれる。

「なぜ襲われたか……それも話せない。けど話さないのが、お前のためなんだ」

「……嫌いやだ……あたし、知りたい」

「小川、お前……」

「あたしだけ除のけ者なんて嫌よ！」

　美樹の両手が、大牙のシャツをつかむ。

　それは大牙がぐらつくほどの力だった。

　だが口調とは裏うら腹はらに、美樹の手から優やさしさが伝わってくる。

「小川、俺……」

「美樹ちゃん！」

　すると不意に、背はい後ごでロレインの声がした。

　振り向けば金髪の少女は、庭先で立ち止まっている。

　いつもの笑え顔がおはなく、ロレインはすまなそうにつぶやいた。

「……美樹ちゃん、昨日はごめんね」

「ロレイン、あたし……」

「しばらく学校には行けないみたい」

　ロレインは、ぎごちない笑みでそう告げた。

「理由は……いつか話せる日が来ると思う。だからそれまで……待ってて欲ほしいの」

「あんたも、あたしを除け者にするの！」

「違うわ、巻き込みたくないのよ」

　ロレインは首を横に振ふり、美樹に歩み寄った。

「友達だもの……迷惑かけたくないわ」

「迷惑かけて欲しいの、友達だから！」

　美樹は大牙の服を振りほどき、ロレインの前に立ち塞ふさがった。

　泣き顔と笑顔を入り混まぜた顔で。

「……そうじゃないの、ロレイン……？」

　大牙は、美樹の思いをどうすべきか思い悩なやんだ。

　だが考えがまとまる前に、大牙の五感が何かをとらえる。

　背せ筋すじを貫つらぬく敵てき意い。近い。だがどこから来るのだ。

　わずかな振しん動どうがつま先に伝わると、全身に駆かけ上った。

　足音ではない。地表の底で蠢うごめく力。それがすぐに……

「逃にげろ、二人とも！」

　叫さけんだ瞬しゆん間かんロレインの、そして美樹の姿すがたが視し界かいから消えた。

　慌あわてて大牙は、視線を巡めぐらせた。

　そしてすぐに二人の顔を見つけたのだ。自分の足あし下もとで……

「大ちゃん！」「大牙！」

　悲鳴と共に、二人の少女は自分の姿を見下ろした。

　その腰こしから下が、瞬時にして土中に没ぼつしているではないか。

　少女たちの足下だけがにわかに崩くずれ、すり鉢ばち状じようの罠わなと化したのだ。

　土ど砂しやは粉末状じように細かく砕くだかれ、手がかりにできるものはない。

　地中深く吞のまれていく二人の腕うでを、大牙は素す早ばやく握にぎりしめた。

「つかまれっ！」

　右手にロレイン、左手に美樹を握り、無事な地表を踏ふみしめる。

　だが大牙は、思いのほか強きよう烈れつな力に歯を食いしばった。

　まるで二人は、地中に潜ひそむ誰かに引き込まれているかのようだ。

「ああああっ！」

　ロレインと美樹の口から、同時に絶ぜつ叫きようが漏もれた。

　大牙と蟻あり地じ獄ごくの間で、奪うばい合いとなった身体からだに痛いたみが走っているらしい。

　しかし大牙も、二人の手を放すわけにはいかなかった。

「両手で俺の腕をつかめ！　そのまま這はい上がるんだ！」

　とは言っても、少女たちでは抗あらがえぬほど蟻地獄の力は強い。

　このままでは二人の身体は、引き裂さかれてしまう。

　大牙が母おも屋やに助けを呼よぼうとした時だった。

「お前ならそうすると思ったわ、鳳凰寺大牙」

　女声と共に、中庭に突とつ風ぷうが吹ふきすさぶ。

　そのただ中に現あらわれたのは、やはり真しん紅くのスーツをまとった妖よう女じよであった。

「女のために命を捨すてる……坊ぼうやの甘あまい考えは、予よ測そくが簡かん単たんで楽しいわね」

「カタリナっ……！」

　無から現げん出しゆつした女を睨にらみ、大牙は奥おく歯ばを軋きしませる。

　だが微び動どうだにできぬ三人に、カタリナは微び笑しようを続けた。

「その行動、ロレインの彼氏としては合ごう格かくだわ。でも戦士としては失格ね。今のあなたには何もできない。鳳凰流闘とう武ぶ術じゆつなんて使えないんだから」

「お前はそれが目的で！」

「勿もち論ろんよ。両手の自由を奪えば、鳳凰の刃やいばも白びやつ虎この拳こぶしも使えない。蒼そう竜りゆうの翼つばさを使って脱だつ出しゆつすれば、ロレインはこちらのものになる」

　カタリナは言って、赤い唇くちびるを歪ゆがめる。

　大牙が鳳凰流闘武術の使い手と知っての作戦であった。

　しかも大牙とロレインの絆きずなまでも利用した必殺の罠だ。

「そして玄げん武ぶの盾たてを使う前に、お前を殺すの。彼女の目の前でね」

　美樹は、突然現れた女の姿に呆ぼう然ぜんとしている。

　大牙は奥歯を嚙かみ……そして突然、ロレインに叫んだ。

「馬ば鹿か野や郎ろう、放すな！」

　強ごう引いんな力で、ロレインを引き揚あげる。

　だが金きん髪ぱつの少女は、逆ぎやくに大牙から離はなれようとしていた。

「放して、大ちゃん！　そうすれば……」

「そうです、あなたが放せば大牙は助かる」

　カタリナは、急に慇いん懃ぎんな声こわ音ねでロレインに話しかけた。

「我われ々われの目的は、ロレイン・ローゼンブルグ……あなただけ。あなたさえ手に入れば、鳳凰寺大牙にも用はない。命を取るのは止やめてもいい」

「誰だれが信じる、そんな話を！」

　大牙は、強まる蟻地獄の力に抗った。

「関係ない美樹まで巻まき込みやがって！」

「大牙っ！」

　両手でしがみつく美樹に、大牙は力強くうなずいた。

　こんな目に遭あわせたくなかった。だからこそ真実も言えなかった。

　しかし危き地ちを脱する手が見つからない。焦あせりが高まった頃ころだった。

「今頃来ても遅おそい！」

　突然カタリナが振ふり返り、その掌てのひらを空くうにかざした。

　襲おそいかかったのは、無数の凍結弾フロステイ。

　ハドレーたちの銃じゆう撃げきは間かん一いつ髪ぱつ、カタリナが生む空間のゆらぎに防ふせがれた。

　だが攻こう撃げきが効きかぬとは分かっている。ハドレーの意図は時間稼かせぎだった。

「大牙、今のうちだ！」

　ハドレーは部下たちを散開させると、煙えん幕まく手しゆ榴りゆう弾だんを庭に撒まいた。

「魔群バタリオンは我々が引きつける！　早くロレインを……！」

　カタリナとて、同時に多方からの攻撃を防げるとは思えない。

　ハドレーはそう考えて白煙に身を隠かくし、部下を左右に向かわせたのだ。

　だが濃のう密みつな煙幕は突とつ如じよ、上空からの突風にあおられて雲散してしまう。

　後から駆かけつけた玲子は、雨あま雲ぐもを見上げて叫さけんだ。

「リチャード、いるわ！　昨日の……！」

　彼らの前に立ちはだかったのは、耳みみ障ざわりな雄お叫たけび。

　怪かい竜りゆうが翼を広げて急きゆう降こう下かし、涎よだれに濡ぬれた牙きばでハドレーたちを強きよう襲しゆうしたのだ。

「外皮は堅かたいぞ！　脆ぜい弱じやくな部分を狙ねらえ！」

　ハドレーは二丁拳けん銃じゆうを十字に構かまえ、怪竜の口こう腔こうを撃うち抜ぬこうとする。

　だが怪竜は前まえ脚あしで一人を蹴けり飛ばし、尾おの一いつ閃せんでもう一人を地に転がした。

　呆あつ気けなく倒たおれていく仲間に、玲子は携帯映像通話器ＰＶＣを握にぎった。

「こちらパウンドケーキ、応おう援えん求む！　鳳凰寺家に……」

　しかし玲子の耳に聞こえてきたのは、酷ひどい雑ざつ音おんだけだ。

　大牙も、血の気の引いた玲子の表ひよう情じようを見て気がついた。

　これだけの騒さわぎ。どうして隣となり近所が騒がないんだ。

　そして空を見上げて凍こおりつく。雨空が赤く染そまっていたのだ。

「大ちゃん……」

　ロレインも異い変へんに気づいた。

　雲の流れは止まり、小鳥は空中で静止している。

　まるでこの家だけが、赤い障しよう壁へきに隔かく離りされたかのようだ。

　血の色をした……真っ赤な悪あく夢むを思わせる色に。

「もはやお前さんたちは、罠わなにかかった獲え物ものよ」

　しわがれた声が、怪竜の背せ中なかから立ち上がった。

「この家は今、わしの制圧地域ゾツクの中にある。音も振しん動どうも遮しや断だんされ、外界とは時間の流れすら違ちがっておる。逃にげられはせぬぞ」

　哄こう笑しようを響ひびかせたのは、小こ柄がらな老人。

　その肌はだの色は酷ひどく青白い。日光とは疎そ遠えんな、闇やみの住人の証あかしである。

　ざんばらに乱みだれた髪かみも白く、粗そ末まつな衣服の黒さだけが目立っていた。

　見開いた目に瞳どう孔こうなどなく、ただ血走った白目だけがぎらついている。

「わしの名は冥界アンダー・魔群バタリオンヴォウ・グエン・イアン。我わが遺産呪門ヘリテイジ、ハーロンの飛竜ハーロンズ・ドレイクをもって、そのお方をいただきに参上した。邪じや魔まをするなら叩たたき潰つぶす」

　しかし大牙が戦せん慄りつしたのは、老人の胸むな元もとであった。

　その肌にはなんと、翼を広げた怪竜の刺青タトウーが広がっているではないか。

　しかも刺青は羽根をばたつかせ、躍やく動どう感かんたっぷりに蠢うごめいている。

「そ、その刺青は……！」

　大牙が言いかけた時、老いた魔群バタリオンはロレインに呼よびかけた。

「あなたは帰るのですよ、わしらと一いつ緒しよに」

「帰る……私が……？」

　ロレインが応こたえると、老人の刺青もけたたましく鳴き叫んだ。

「さよう。彼方フアーゼストへ……わしらが元いた世界へ」

　大牙は、その答えに息を吞んだ。

　ロレインは適応体アクセプトに選ばれた。だからこそ狙ねらわれている。

　昨夜ハドレーに説明され、大牙もそう信じていた。

　だがヴォウの返答には、それ以上の何かが含ふくまれている。

　まして魔群に刻きざまれた刺青は、ロレインのものと同じに見えた。

　まさか……そんな馬ば鹿かな……

「お前ら、ロレインをどうする気だ……！」

　大牙が呻うめいた時、怪竜の両りよう翼よくがゆっくり打ち振られた。

　そこから紡つむがれたのは、竜たつ巻まきじみた目に見えぬ猛もう撃げきだ。

　玲子が地面でバウンドし、ハドレーは灯とう籠ろうに激げき突とつする。

　突風が屋や根ね瓦がわらを吹ふき飛ばし、木々を薙なぎ倒した後には、無事な者など皆かい無むだった。

「玲子！　ハドレー！」

　もはやその場に立っているのは、大牙ただ一人である。

　激げき痛つうに呻く人々を一いち瞥べつすると、カタリナは嘲あざけりの声を上げた。

「力なき者に用はないわ。我われらが敵てきは鳳凰流闘とう武ぶ術じゆつのみ」

「その通りじゃ。それにしても焦じらせるのお、御ご師し範はんは」

　ヴォウ老人は、半ば崩くずれ落ちた母おも屋やに目を向けた。

「わしらがこれだけ暴あばれても、まだ出てきてくれぬとは」

　魔群バタリオンたちの言葉で、大牙も思いだした。

　そして感じたのだ。分ぶ厚あつい祖そ父ふの気配を。

　突風が吹き過すぎ、舞まい上がった土つち煙けむりの向こうに影かげが浮うかぶ。

　鳳凰寺無頼の巨きよ軀くは、ただ無む造ぞう作さにそびえ立っていた。

「年はとりたくねえな、大牙」

　唐とう突とつに、大牙は名を呼ばれた。無頼は手首を回して低く唸うなる。

「血けつ魂こんを練るにも時間がかかるぜ」

「……無頼師範、出てはいけない！」

　中庭に倒れたまま、ハドレーが声を嗄からした。

「あなたが倒れれば、誰がこの先……！」

「お前の説教は聞き飽あきたぜ、ハドレー」

　面めん倒どうそうに、無頼は二人の魔群と向き合った。

「それでなくても孫まごたちをひでえ目に遭あわされてんだ。ここらで一発殴なぐり返さなきゃあ、俺おれの腹はらの虫がおさまらねえ」

　だが言葉とは逆ぎやくに、無頼に闘とう志しなど見えず、手には未いまだ鳳凰の刀かたなもない。

　むしろだらりと力の抜ぬけた姿し勢せいは、勝負を諦あきらめたかに見える。

「いよいよお出ましね、鳳凰寺無頼」

　カタリナが間合いを詰つめて、微笑ほほえんだ。

「けれどその構かまえは何なの。まるでスキだらけだわ」

「老いるとは悲しいものじゃのお。すでにかつての力はないか」

　ヴォウも、怪かい竜りゆうの背中から飛び降おりると舌した舐なめずりする。

「同どう情じようするぞ。もはや孫のために時間稼かせぎしかできないとはな」

　その刹せつ那な、怪竜の姿すがたがかき消えた。

　続けて猛もう速そくの突風が、無頼に迫せまる。

　昨日よりも確かく実じつに動きが速い。己おのれの制圧地域ゾツクにいる効こう果かなのか。

　空間を飛び越こえたかのように、怪竜は無頼の背はい後ごに現あらわれていた。

「大牙の刃やいばを受けても倒れなかったハーロンじゃ」

　ヴォウは自信たっぷりに言い放つ。

「老いたお前に、かわせるものか。倒せるものか」

　戦せん斧ぷめいたカギ爪づめが、その肉体を引き裂さこうと落下する。

　だが無頼にかわす気配はなく、思わずロレインが悲鳴を上げた。

「お祖じ父いちゃん！」

　だが素す早ばやく振ふり向いた無頼の手には、すでに真しん紅くの光が握にぎられていた。

　分厚い肉体の体重を一気に乗せ、鳳凰の刃を振り上げる。

　腹ふく部ぶを貫つらぬいた閃せん光こうは、そのまま胸むねへ、首へ、瞬またたく間に駆かけ抜けた。

　たった一いち撃げき。怪竜は真っ二つに裂かれ、悲鳴と共にかき消える。

　そして同時に、ヴォウ老人にも刀とう傷しようが走り、虹にじ色いろの体たい液えきが飛んだ。

「き、貴き様さまああっっ！」

「大牙の刃とは重さが違ちがうぜ」

　再ふたたび向き直った無頼は、鳳凰の刃を無造作に提さげた。

「それに向かってくる奴やつをかわす必要はねえ。引きつけて斬きるだけだ」

　魔群バタリオンたちは、啞あ然ぜんとしてその場に凍こおりつく。

　ハドレーも玲子も、頰ほおをかすめた刃じん風ぷうの凄すさまじさに声が出ない。

　だが最も戦せん慄りつしていたのは、大牙であった。

　がら空きに見えた構えは、敵を呼よび込こむための誘さそい。

　たとえ斬り込まれても、機先を制せいする絶ぜつ対たいの自信があったのだ。

　かわす事を捨すて、全ての血けつ魂こんを乗せた一撃の力。かなわない。

「年はとりたくねえな、大牙」

　無頼は、もう一度呼びかけた。

「かわすのが億おつ劫くうになっちまったぜ」

　違う。本当は、かわすだけの余よ力りよくがないのだ。

　大牙より重く、強きよう靭じんな一撃を放つ事はできる。

　しかし、大牙ほどのスタミナを持ってはいない。

　だからこそ無頼は一撃必殺で決めたのだ。

「さすが鳳凰寺無頼。聞きしに勝まさる腕うで前まえだわ」

　カタリナは、左右の腕を伸のばして身構えた。

「だが大牙が戦えぬ今、所しよ詮せんはお前一人よ」

「そうとも。大牙にわしらを斬る力はない」

　ヴォウ老人も、身み悶もだえる刺青タトウーをさすった。

「そしてそなたも同じ年とし寄よりじゃ。長く戦えぬ事ぐらい、お見通しじゃぞ」

　だが無頼は、にやりと薄うす笑わらいを浮うかべる。

「鳳凰流は活殺自じ在ざいよ。大牙に敵を斬る力はなくとも、人を活いかす力はある」

　そうだろう、大牙。

　呼びかける目に、大牙ははっとした。

　いつまでもたついてるつもりなんだ。

　祖そ父ふの……いや、師範マスターの視し線せんが告げている。

　気づいた大牙は、二人の少女に強く叫さけんだ。

「俺の手を放すなよ！」

　そのたくましい声に、カタリナが振り向く。

　だが大牙はすでに、練り上げた血けつ魂こんを放っていたのだ。

「あっ！」「なんなの！」

　ロレインと美樹が、腕に走った確たしかな活力に驚おどろく。

　他人の傷きずを癒いやすように、大牙が血魂を流したのだ。

　その力は少女たちの腕を伝い、身体からだを流れ、土中に埋うまった脚あしからほとばしる。

　蟻あり地じ獄ごくの底で噴ふん出しゆつした血魂は、青い光……蒼そう竜りゆうの翼つばさに形を変えた。

　そして沈しずみかけた二人の身体を、一気に地表へと押おし上げたのだ。

「きゃああああっっ！」

　土中から脱だつ出しゆつした二人は、勢いきおい余あまって数メートルの高さまで飛び上がった。

　無む論ろんその腕は、しっかり大牙が握りしめている。

　蒼竜の翼をまとった少年は、後ろへ飛び退のくとすぐ二人を背せ中なかにかばった。

「隠かくれろ、早く！」

「おのれ、大牙！」

　カタリナは左右の手を巡めぐらせ、炎えん撃げきを放とうとする。

　迎むかえ撃うつ大牙は、蒼竜の翼を維い持じしたままカタリナに突とつ進しんした。

　残ざん像ぞうすら残らぬほどの速さで飛び、血魂で鳳凰の刃を形づくる。

　だが寸すん前ぜんで、カタリナを守るようにヴォウ老人が割わって入った。

「させぬぞ、鳳凰寺大牙！」

　いつの間にか老人の指は、怪かい竜りゆうのようなカギ爪に変へん貌ぼうしている。

　大牙の握った鳳凰の刃は、雷かみなりの如ごとき速度でそれと激げき突とつした。

　確かな手て応ごたえ。同時に何かが目前で飛び散る。

「その手で来たか！」

「気づいても遅おそい！」

　大牙の一いつ閃せんは、見事にヴォウの左ひだり腕うでを斬きり飛ばしていた。

　だがその切せつ断だん面めんから、どす黒い粘ねん液えきが勢いきおい良く噴ふん出しゆつする。

　それはあの怪竜が放ったのと同じ溶よう解かい液えきではないか。

「大ちゃん！」

　昨日の襲しゆう撃げきを思いだしたのか、ロレインが悲鳴を上げる。

　老いた魔群バタリオンの死力に、カタリナも歩を止めた。

　しかし大牙めがけて飛び散った粘液は、漆しつ黒こくの障しよう壁へきに遮さえぎられていた。

　大牙は右手で刃を振ふり抜ぬきざま、すぐ左手で玄げん武ぶの盾たてを生んでいたのだ。

「肉を斬らせて骨ほねを断たつか……嫌きらいじゃないぜ、その戦法」

「お、おのれ、小こ僧ぞうっ……！」

　大牙は、歯は嚙がみするヴォウにそう言った。

「魔群も女を守るとはな……覚えておくぜ」

　次の瞬しゆん間かん、大牙は鳳凰の刃やいばを急転させた。

　あふれる粘液にもかまわず、ヴォウを斜ななめに斬り払はらう。

　鳳凰の刃は熱せられたかのように、噴ふき出たそれを瞬時に蒸じよう発はつさせた。

「ががっっ！」

　悲鳴を上げたヴォウ老人は、大きく後ろに仰のけ反ぞる。

　同時に、老人に刻きざまれた刺青タトウーも絶ぜつ叫きようを響ひびかせた。

　大牙が身を退ひくと、魔群バタリオンは己おのれの血ち反へ吐どに咳せき込んだ。

「さ、さすがに昨日とは違うのお……若わか者ものの一日は、老人の一日より実り多いと言うことか……しかし……」

　途と切ぎれがちにつぶやく魔群は、老いた目を光らせた。

「わしほど捨すて身になれるか、鳳凰寺大牙！」

　突然、ヴォウ老人の肉体がばきばきと硬かたい破は砕さい音おんを響かせる。

　彼の脇わき腹ばらから、怪竜と同様の腕が伸のび生えたのだ。

　そのカギ爪づめが大牙をつかむと、凄すさまじい膂りよ力りよくで押おさえつけた。

「お前っ……！」

　しがみつくヴォウ老人に、大牙は真っ赤な刀身を突き入れた。

　刃は腹はらを貫つらぬき、背中に飛び出す。空中に鮮せん血けつが散る。

　それでも老人の膂力は衰おとろえず、大牙の骨こつ肉にくに爪が食い込んだ。

「ヴォウ、やめるのよ！　息があるなら、私と一いつ緒しよに……！」

　その酷むごたらしい姿すがたに、カタリナすら悲鳴を漏もらす。

　だがヴォウ老人は、満足げな顔でカタリナを見た。

「わしはもう、お前さんとは一緒に行けん！　じゃがそれでもいい！」

　老人は、大牙の身体に体重をかけ、大地に急落下する。

「カタリナ、その御お方かたを連れて行け！　お前を守るためなら死も恐おそれぬわ！」

　ヴォウが吼ほえる思いは、自分の命を顧かえりみない自じ己こ犠ぎ牲せい。

　この非ひ道どうで残ざん虐ぎやくな魔群バタリオンにも、人間と同じような感かん情じようがあったのか。

　驚おどろく大牙に、ヴォウ老人は血ち塗まみれの顔で笑った。

「これがわしの国の戦い方よ……いくらアメリカ軍に大おお勢ぜいのベトナム人が殺されたとて、意い志しを断たれるまで戦い続け、勝利を得るのだ」

　お前にわしの意志が断てるか。

　問いかける魔群に、大牙は一瞬生まれた同情を振り払った。

「見み届とどけたぜ、その意志……！」

　大牙は叫さけんで、押し込む刃に血けつ魂こんを送り込んだ。

　鳳凰の刃から放たれた血魂が、老人の肉体の隅すみ々ずみへと疾しつ走そうする。

　血魂は体内でのたうち回り、ヴォウの身体からだから一いつ斉せいに弾はじけ出た。

「カタリナああああっっ……！」

　吹ふき飛んだヴォウ老人は、空中で黒い蒸気と化す。

　天へと立ち昇る黒い気体は、魔群の最さい期ごなのだろうか。

　そう思った大牙の耳に、老人の思念がこだましていた。

《わしはずっと暗い地の底で戦ってきた……インドシナ戦争……ベトナム戦争……》

《ずっと、ずっと、明るい世界で暮くらしたかった》

《その夢ゆめはほんの少しだがかなったぞ……ほんの少しだがな……》

　膝ひざを落とした大牙は、鳳凰の刃やいばを握にぎったまま風を見つめた。

　そうまでして戦うヴォウの闘とう志しに戦せん慄りつ……いや、敬けい意いすら感じる。

　しかしカタリナは、悲痛な絶叫を絞しぼり出した。

「なぜ今死んでしまうのよ、ヴォウ！　もうすぐ……もうすぐ終わるのに！」

　妖よう女じよは髪かみをざわめかせ、赤い空を仰あおぐ。

「ゲンツ様！　ヴォウの声が聞こえましたか！　ゲンツ様ああっっ！」

　喉のどを引き裂さくように呼よぶ名前は誰だれなのか。

　大牙が思った時、背はい後ごでロレインの声がした。

「大ちゃん……！」

　美樹をかばう姿し勢せいは、何かに感づいているのか。

　二人の少女に、大牙は力強くうなずいてみせた。

「心配するな、俺おれが守ってやる」

　だが決意を嘲あざ笑わらうかのように、真っ赤な空がわなないた。

　大牙の耳に、いや心の奥おくに、淀よどんだ思念が広がったのだ。

〈お前はあの時もそう言ったぞ、鳳凰寺大牙〉

〈守ってやると、我われ々われの前に立ちはだかった。しかし……覚えてはいないようだな〉

　大牙は、自分の周囲に視し線せんを走らせた。

　気配は感じられない。なのに鼓こ動どうが高鳴るのはなぜだ。

　すると突とつ然ぜん、雷らい鳴めいに似にた閃せん光こうが辺りに炸さく裂れつした。

　電光が弾け、目が眩くらむ。轟ごう音おんがのたうち、大木が裂ける。

　大牙は、ロレインと美樹に声を飛ばした。

「伏ふせろ、これは……！」

　そして思念は、声に変わった。

「天界アーク・魔群バタリオン、ゲンツ・クァダール」

　黒いロングコートを着た男が、無から現あらわれた。

　壮そう年ねん。陰いん惨さんな眼がん光こうに宿るのは、苛か烈れつな復ふく讐しゆう心しん。

　ゲンツと名乗った魔群バタリオンは、干ひからびた右手を持ち上げた。

「久ひさしぶりだな、鳳凰寺大牙」

　声と共に、分ぶ厚あつい思念が大牙に襲おそいかかった。

　乾かわいた指を、めきめきと鳴らしゲンツは言う。

「ようやくお前に借りを返せる時が来た」

「何の話だ、人ひと違ちがいだぜ」

　大牙も平静を装よそおって、間合いを測はかった。

「俺はあんたに見覚えはない」

　ゲンツの全身から、目に見えぬ殺さつ気きが伝わってくる。

　その圧あつ力りよくに、思わず大牙は身を退こうとしていた。

　これほどの気を放てる男は、本当に初めてだった。

「教えて欲ほしいなら、思いださせてやろう」

　思念は応おうじて、含ふくみ笑いを漏らした。

「だが言っておくが、後こう悔かいする事になる。せっかく忘わすれていたのだからな」

「俺が忘れていた……？」

　いったい何を……いったいいつを……

　大牙の脳のう裏りを、なぜか真っ赤な悪あく夢むがよぎった。

　冷たい汗あせが噴ふき出る。どうして今、あの夢ゆめを思いだすんだ。

　俺はいったい何を忘れたんだ。大牙が自分に問いかけた時……

「ママ……ママ、どこいったの……」

　不意に子こ供どもの声がして、大牙は一いつ瞬しゆん身体を硬かたくした。

　だが彼の前に忽こつ然ぜんと現れたのは、小さな男の子ではないか。

　まだ幼おさない。三歳さいほどだろうか。その頭とう髪はつの色は……

「あっ……ああっ……！」

　突然、大牙の肉体が強こわばるように痙けい攣れんした。

　四し肢しに込めた血けつ魂こんも消え失うせ、大牙は地面に跪ひざまずいてしまう。

　叫さけびを漏もらす大牙に、ロレインが駆かけ寄よろうとした。

「大ちゃん、いったい……！」

　しかし彼女の声に振ふり返ったのは、現れた男の子であった。

　そしてロレインを見るや、にっこりと笑いかける。

「あっ、ママだあ！　ママあ！」

　ロレインは目を見開き、手を振る男の子を凝ぎよう視しした。

　彼の毛髪は、金髪と黒くろ髪かみが交じり合っている。

　玲子もハドレーも、男の子の正体を理り解かいした。

　そして無頼はまさに十数年前、その子を父から預あずかったのだ。

「大牙……お前……」

　どうして俺の身体からだは動かない。

　鼓こ動どうが恐きよう怖ふに高鳴る。いったい三歳の俺に何があったんだ。

　思った瞬間、幼い大牙に何かが飛び散った。

　赤黒い鮮せん血けつ。小さな身体が真っ赤に染そまる。

　まさに夢のようだ。ずっと見続けてきた悪夢と同じなのだ。

「いやああああっっ！」

　ロレインの悲痛な声が、大牙の耳じ朶だにこびりついて反はん響きようした。

　俺は、あの時もこんな悲鳴を聞いた。

　でも悲鳴を上げたのはいったい誰だ。

　まさか……まさか俺が忘れてしまったのは……

「人間は限げん界かいを超こえた恐怖を覚えると、ショックのあまりその経けい験けんを記き憶おくから抹まつ消しようする事があるという。勿もち論ろん、無む意い識しきにだ」

　ゲンツは告げると、次し第だいに声を強めていった。

「鳳凰寺大牙……お前にとって、あれは記憶するのが苦く痛つうなほどの過か去こであったか。だが私にとっても……忘ぼう却きやくなどできない敗北だったぞ」

　天界アーク・魔群バタリオンは、悠ゆう然ぜんと間合いを詰つめた。

　だが大牙は、指一本動かせない。

　それどころか氷のような殺気に、思考すら停止している。

　俺は死ぬのか。大牙が自問した瞬間だった。

「いええええいいっっ！」

　ゲンツめがけて、怒ど濤とうの一いち撃げきが飛びかかった。

　閃ひらめくのは鳳凰の刀身。無頼が側面から魔群バタリオンを奇き襲しゆうしたのだ。

　魔群はもう間合いの中にいる。避よけきれぬはずだ。

　だが魔群を斬きり払はらう寸すん前ぜんで、無頼は急停止したではないか。
















「ぬうっ……！」

　無頼は叫さけびを漏もらし、誰もが息を吞のむ。

　なんと魔群ゲンツは、無頼の刀身を片かた手てで握にぎりしめたのだ。

　無頼は膂りよ力りよくを込め、鳳凰の刃やいばを押おし込こもうとする。

　だがミイラ状じように干ひからびた右手で、魔群は刀身を造ぞう作さもなく破は砕さいした。

「老いたサムライ、死ぬ前に教えておこう」

　ロングコートをまとった魔群は、わずかに腕うでを振ふるった。

「私の手には王者が宿っているのだ」

　無頼は悲鳴も上げず、スローモーションで倒たおれていく。

　その胸むねから、口から、どっと血ち潮しおが噴ふき出した。

　いつの間にかゲンツの手には、漆しつ黒こくのサーベルが握られている。

　刀身まで黒いそれを振り抜ぬく太た刀ち筋すじは、無頼をも凌りよう駕がしていた。

　無頼の巨きよ軀くは、池の向こうまで弾はじき飛ばされたのだ。

「お祖じ父いちゃん！」

　叫んだロレインめがけて、カタリナが飛ひ翔しようする。

　哄こう笑しようを上げて獲え物ものに舞まう姿すがたは、猛もう禽きんの如ごとし。

　だが妖よう女じよの前には、ハドレーが猛然と立ち向かった。

「逃にげるんだ、ロレイン！」

　ハドレーは時間だけでも稼かせごうと、左右の拳けん銃じゆうを素す早ばやく叩たたき込む。

　玲子も痛いたみにかまわずベレッタを抜き、少女を守ろうと走る。

　だが二人の身体には、カタリナの放った炎えん撃げきが襲おそいかかったのだ。

「無む駄だなあがきを！」

　巨大にふくらんだ炎ほのおが、ハドレーを再ふたたび地面に叩きつける。

　そして玲子も、まともにロレインの盾たてとなっていた。

「きゃああああっ！」

　スーツに喰くらいついた炎が、玲子の肌はだを炙あぶろうと躍おどりだす。

　しかし絶ぜつ叫きようする玲子に、突とつ然ぜんロレインが飛びついた。

「玲子さん、飛びます！」

　ロレインの服にも炎が乗り移うつる。だがかまわずに押し倒たおす。

　そのまま池に飛び込み炎を消すと、熱い蒸じよう気きが沸わき立った。

「さすが……それでこそ選ばれし者だ」

　ゲンツは感かん嘆たんの声を漏もらし、サーベルを掲かかげて礼を取った。

「これほどの惜おしみない愛……我われらの流る浪ろうを終わらせるに十分だぞ」

　水をしたたらせ、ロレインが池の中に立ち上がる。

　少女は、意い識しきを失った玲子を池の縁ふちに横たえ、魔群バタリオンと向き合った。

　ゲンツが微笑ほほえむ。その対たい峙じに、大牙は絶望を見た。

　俺しかいないのに……分かっていても大牙の身体は動かない。

　このままじゃ全てが終わっちまう。大牙が絶望しかけた時……

「それ以上、近ちか寄よれば撃うちます」

　ロレインの手には、玲子の拳銃が握られていた。

　だが銃口を魔群ではなく、自分自身のこめかみに当てている。

　少女は凜りん然ぜんとした視し線せんで、魔群に立ち向かった。

「そして私の大事な人たちを傷つけるなら……私は私を撃ちます」

　大牙は、そして魔群たちですら驚きよう愕がくを露あらわにした。

　張はりつめた緊きん張ちようが、辺りに静せい寂じやくをもたらす。

　やがて呼こ吸きゆうを整え、カタリナが喉のどをひくつかせた。

「……撃てるはずがない……あなたは命を救う職しよく業ぎように就ついている」

　言いながら、妖女は笑えみを取り戻もどした。

「そうだ、あなたは命の尊とうとさを知っている。撃てるはずなど……」

　だがロレインは、躊ちゆう躇ちよもせずにベレッタの撃げき鉄てつを起こす。

　そして沈ちん黙もくする魔群ゲンツを正面から見み据すえた。

「ここにいる人たちを殺すなら、私も死にます。あなたたちの思い通りにはさせません」

「では……殺さぬと約束したらどうされる」

「あなたたちと共に行きます。たとえ私がどうなろうとも」

　大牙はその言葉を、自分の叫びでかき消したかった。

　馬ば鹿か野や郎ろう。どうしてそんなことを言うんだ。

　お前が俺を守るんじゃない。俺がお前を守るんだ。

　魔群ゲンツも驚嘆を吞のみ、小こ柄がらな少女を見下ろした。

「なぜ……そうまでできるのです、あなたは」

「我われは、我わが手に託たくされたる人々の幸のために身を捧ささげん」

　ロレインは、強い口調で言いきった。

「私のために、みんなが傷つくのはもう見たくない……それだけです」

　大牙は、ロレインの横顔をただ見つめるしかできない。

　彼女の表ひよう情じように翳かげりなどなく、超ちよう然ぜんとした強さがあった。

　何者にも屈くつせず、退ひく事もない強さが。

「おお……」

　カタリナはその場に跪ひざまずき、ロレインに対して顔を下げた。

「人間如ごときになんという献けん身しん……なんという慈じ愛あい……」

「我らに非ひ礼れいがあれば、何なに卒とぞ御ご容よう赦しやください」

　ゲンツまでも膝ひざをつき、少女の前に平へい伏ふくする。

　それはまさに、臣下の礼に他ほかならなかった。

「あなたは選ばれただけでなく、すでに導みちびき手となられているのだ」

「……どういう意味です」

「我々と来ていただければ分かります。そう、あなたは……」

　私の妻つまになるのです。

　魔群ゲンツが言った時、残り少ない大牙の血けつ魂こんが沸ふつ騰とうした。

　喉のどだけがかろうじて動き、叫きよう喚かんは呻うめきにしかならない。

　それでも大牙は、少女の名前を声にできた。

「……行くな……ロレイン……っ！」

　しかしロレインは顔を伏せ、大牙の叫さけびから目を逸そらした。

　その代わり、声も出せずにいた美樹を振ふり返り、小さく微び笑しようする。

「美樹ちゃん……大ちゃんをお願いね」

「ロレイン、あんた……」

「大ちゃん、頼たのめるの……美樹ちゃんしかいないから」

　美樹もその瞬しゆん間かん、ロレインの名前を叫んだ。

　だが大牙にはもう何も聞こえず、何も見えなかった。

　地面が揺ゆれ、闇やみが迫せまり、魔群バタリオンとロレインの姿すがたがかき消える。

　大牙が手を伸のばし、追おうとしても、身体からだは動かなかった。

　ただひとしずく、涙なみだだけが頰ほおを伝い落ちる。

　俺おれは泣くしかできないのか。

　昔みたいに……母親を殺された時のように。

　己おのれの弱さと、甦よみがえった記き憶おくを嚙かみしめ、大牙は意い識しきを失った。

　暗黒の日曜日の朝に。







　　　【第四章】







　胎たい動どうする暗黒の中を、女の裸ら身しんが泳いでいる。

　長く伸びた髪かみは虹にじ色いろに輝かがやき、白い肌はだは妖あやしく艶つやめいている。

　四し肢しを広げて腰こしを踊おどらせ、誘さそうように豊ゆたかな胸むな元もとを揺らす。

　刺青タトウーの女だ。大たい牙がはその肢体に手を伸ばした。そして愕がく然ぜんとする。

《私は帰るのです、大牙》

　女は微笑を振り撒まいてそう言った。

《我われらの生まれた場所へ、我らを生んだ門を越こえて》

　無む垢くな青い瞳ひとみ。いたいけな小さな唇くちびる。まさかと目を疑うたがう。

　だが女の顔は、紛まぎれもなくロレインであった。

「お前っ……！」

　飛び起きた全身に、激げき痛つうが走った。そして柔やわらかいベッドの感かん触しよく。

　慌あわてて、白衣の看かん護ご師しが声をかけた。

「鳳ほう凰おう寺じさん、まだ起きるのは無理です！」

　真っ白な壁かべ。広い病室。窓まどの外は暗く、暴ぼう風ふうが吹ふきつける。

　ベッドに横たわる大牙は包帯を巻まかれ、点てん滴てきを受けていた。

　あちこち骨こつ折せつしているらしく、身体はギプスに阻はばまれ身動きひとつできない。

「ここ……どこだ……？」

「市ヶ谷の防ぼう衛えい庁ちようです。みなさんも御一いつ緒しよですよ」

　言われて見れば、すぐ側そばのベッドには無ぶ頼らいもいた。

　だが祖そ父ふの口には酸さん素そ吸きゆう入にゆう器きが当てられ、深しん刻こくな顔の医い師しに囲まれている。

　そして警けい護ご班はんの面々も、広い病室のあちこちで治ち療りようを受けていた。

　敗北と奪うばわれたロレインを思い出し、大牙はシーツを握りしめた。

「お祖じ父い様なら心配しないで。さっき集中治療室を出たところよ」

　振り向けば、そこには腕うでを三さん角かく巾きんで吊つった玲れい子こが座ざしていた。

「あなた同様、一命は取り留とめたけど、しばらく動けそうにないわ」

「畜ちく生しよう……そう言うお前はどうなんだ？」

「私とハドレーは骨折と火傷やけどを……でも本当に助かったかどうかは怪あやしいものよ」

　大牙は、まだぼやけた目を、部屋の一ひと隅すみに向けた。

　数台のテレビモニターは、臨りん時じニュースを映うつしている。

『繰くり返します。現げん在ざい、都と営えい大おお江え戸ど線、浅草線、東京メトロ銀ぎん座ざ線は全線運行を停止しております。午後一時現在の発表でも、復ふつ旧きゆうの予定は立っておりません』

『現在中央区、港区内各所で交通規き制せい、検けん問もんが行われております。警察及び救急車輛通行のため、自動車での外出は控ひかえるようお願いいたします』

　大牙は、いらついたように玲子に問いかけた。

「いったい何が起きて……」

「それを確たしかめに行くのだ。我々がな」

　画面を遮さえぎるように、ハドレー少しよう佐さが大牙に近づいた。

　すでに黒い戦せん闘とう服に着き替がえ、完全装そう備びを施ほどこしている。

「三時間前、地下鉄大江戸線構こう内ないで脱だつ線せん事じ故こがあった。現場は築つき地じ駅付近」

「築地だと……今、あそこは……」

「死者数十名、行方ゆくえ不明はその倍に達している」

「……それが魔群バタリオンと関係あるのか」

「だからこそ事故の理由を公表せず、周囲を封ふう鎖さしたのだ。見てみろ」

　少佐の背はい後ごで、部下の一人がモニターに映えい像ぞうを再さい生せいした。

　暗い地下鉄線路。運転席で撮さつ影えいされた記録用動画らしい。

　その行く手が何かに阻まれ、大きく揺れ、そこで終わる。

「映ったのはまさに一いつ瞬しゆんだ。君の動体視し力りよくと集中力があれば分かると思うが」

　ハドレーの言葉に、大牙は黙だまってうなずいた。

　現あらわれたのは、列車よりも大きな物体だ。しかも間ま違ちがいなく生物。

　細かな形けい状じようまでは判はん然ぜんとしないが、液ゲ状ル寄サ生イ体トに酷こく似じしていた。

「築地五丁目を中心に、避ひ難なん勧かん告こくを出したわ。負ふ傷しよう者しやは救出したけど、脱線車輛はそのままなの。火か災さいと有毒ガスの恐おそれがあると言って……」

　玲子が先を続けると、大牙はベッドから身を起こした。

「俺も……行く……」

　だが力が入らない。ベッドから滑すべり落ち、床ゆかに叩たたきつけられた。

　それでも大牙は無様に這い進み、ハドレーの顔を見上げた。

「あそこにロレインがいる……いなきゃ魔群バタリオンに居い所どころを聞く……だから俺も連れてけ」

「大牙、無理はよして！」

　慌あわてて玲子が、抱だき起こそうとする。

　しかし大牙はその手を押おし退のけ、自分の力だけで立ち上がった。

「やかましい……俺は今、無む性しように……」

　今までも、無理をして己おのれを鍛きたえたつもりだった。

　鳳凰流闘とう武ぶ術じゆつを会え得とくして、強くなったつもりだった。

　それが何もできず、守りたい者も守れず、逆ぎやくに守ってもらうとは。

　さらに心の弱さまでも剝むき出しにされた。

　いったい今までの十数年は何だったのか。

　敗北感が全身に甦よみがえると、大牙は力なくベッドに腰こしを落とした。

「……自分が嫌いやになってんだ」

　呻うめく大牙を、玲子が黙って見つめる。

　だがハドレーは、ため息をひとつ吐ついて姿し勢せいを正した。

「残念だが、今の君では戦力にならない。ここで我われ々われの帰りを待て」

「確たしかに俺は負けたが……」

「君は、自分の過か去こを思いだした。その恐きよう怖ふを克こく服ふくできぬうちは、魔群バタリオンにも勝てない」

　大牙は、硬こう直ちよくした自分の身体からだを思いだした。

　だが記憶を振ふり払はらい、ハドレーに視線を向ける。

「次に戦えば勝つ……二度と同じ目には遭あわない」

「確かく率りつの低い博打ばくちだ。私には、君に賭かける事はできない」

「なら、あんただけで勝てるのか……あの天界アーク・魔群バタリオンとかに」

　問う大牙に、ハドレーはなぜか答えない。

　そして大牙は気づいた。ハドレーから感じるのは、闘とう志しではなく悲ひ壮そう感かん。

　側そばでたたずむ玲子も表ひよう情じようを翳かげらせ、黙ってうつむいた。

「ハドレー……お前、まさか……！」

「失礼する。出しゆつ撃げき時じ刻こくが迫せまった」

「ロレインにかまわず奴やつらを倒たおす気か！」

　ハドレーたちの任にん務むは、ロレインを守る事ではない。

　魔群バタリオンを殲せん滅めつする事こそ、本来の務つとめなのだ。

　ロレインの生死にかまわぬ戦法を採とっても不思議ではなかった。

「君がいてくれたら、そんな手は使わずに済すんだろう」

　背せを向けたまま、ハドレーは静かに言った。

「私としても残念だが……事じ態たいの打開に手しゆ段だんを選んでいる場合ではないんだ」

　ハドレーは、大牙の視線を振りきるように廊ろう下かに飛び出す。

　大牙は、その背中を捕とらえようとベッドから立ち上がった。

「待つんだ、ハドレー！」

　だが大牙は、すぐに転てん倒とうした。両りよう脚あしで立つ事すらできない。

　それでも壁かべにもたれて進むと、玲子が慌てて駆かけ寄よった。

「無む茶ちやよ、その身体で！」

　だが玲子の制せい止しを押し退のけ、大牙は廊下に進み出る。

　すると大牙の前に、腕に包帯を巻まいた美み樹きが現れた。

　美樹は呆ぼう然ぜんとした顔で、その場に立ちつくした。

「何してんのよ、あんた……今、動いたら……！」

「……無事で良かったぜ、小お川がわ」

　それだけ言って、歩き去ろうとする。

　だが大牙は再ふたたび床に倒れると、口から血を吐はいた。

　咳せき込む背中を、美樹は泣きながら包んでくれる。

「動いちゃだめよ、せっかく助かったのに！」

　しかし大牙は、心の中で美樹の言葉をはね除けた。

　大牙の希望は、もう一度戦い、勝ち、救う事だ。

　これほどの敗北感を刻きざまれたうえ、ロレインを救う機会も与あたえられない。

　これで助かったと言えるか。生きている価か値ちがあるのか。

　思う大牙の耳に、どこからか清せい廉れんな合唱が聞こえてきた。

　風雨をついてこだまする歌は、よく知っている曲だ。

　アメイジング・グレイス……大牙は美樹に問いかけた。

「どこで歌っているんだ、あれ……」

「……何言ってるのよ、大牙。歌なんて聞こえないわよ」

　大牙は、この曲の歌詞が好きだった。

　なんという素す晴ばらしい神のお恵めぐみか。

　私のようなみじめな者とて救われて

　神のお導みちびきにより、迷まよえる私に道も開かれた。

「……俺も……みじめだな」

　大牙はそう言って、意い識しきを失った。

　救われず、道も閉とざされたままで。




　風雨は、分刻みで激はげしさを増ましている。

　まるで都心に局地的な台風が居い座すわったかのように、暴ぼう風ふうの勢いきおいは衰おとろえを知らない。

　人ひと気けのない道を、薙なぎ倒された街がい路ろ樹じゆや電信柱が幾いく重えにも塞ふさいでいる。

　豪ごう雨うにけぶる築地の町まち並なみは、さながら荒あれ果てた廃はい墟きよにも思えた。

　かつてここに位置した東京中央卸おろし売うり市場は数年前、豊とよ洲すに移い転てんしている。

　再さい開発を待つ跡あと地ちには、日本初のカジノが建けん設せつされる予定だという。

　その市場跡地の地下深くで、天界アーク・魔群バタリオンは詠えい唱しようの言葉を終えた。

「終わったぞ、カタリナ……」

　真っ赤な闇やみの中に、ゲンツ・クァダールは身を起こした。

　見み渡わたせば、足あし下もとでは正方形の魔ま方ほう陣じんが明めい滅めつを続けている。

　刻まれた未知の文字は、まるで生き物の如ごとく胎たい動どうを続けていた。

　その光に足を踏ふみ入れ、カタリナは平へい伏ふくの姿し勢せいをとった。

「長きに亘わたる方陣の構こう築ちく、感かん謝しやの言葉もございません」

「いや、これができるのは我われら天界魔群のみだ。言わば使命」

　身を起こしたゲンツは、妖よう女じよを振ふり返って言った。

「できればヴォウ老人にも見せてやりたかったな、この時を」

「その言葉だけで報むくわれるでしょう。しかし成じよう就じゆはもう間近」

　カタリナは、赤い唇くちびるを舐なめて笑った。

「心おきなく、儀ぎ式しきを始めようではありませんか」

「そうもいかぬぞ。邪じや魔ま者ものはまだ生きている」

　ゲンツは言うと、左右の掌てのひらをぴたりと合わせた。そして静かに広げだす。

　手の中に現あらわれた虹にじ色いろの光球は、その表面に無数の細かな文字を走らせる。

　文面を読みとったカタリナは、端たん整せいな顔を引きつらせた。

「馬ば鹿かな、あ奴やつらが生きていたとは……！」

「地下からこの制圧地域ゾツクに接せつ近きんするようだな。しかも近くまで来ている」

「私が参ります。決して儀式の邪魔はさせません」

「いや、奴らなど放ほうっておけばよい。どうせここには近づけまい」

　それより、と言ってゲンツは口元を結んだ。

「リチャード・ハドレーが生きているなら、鳳凰寺大牙もここに来る」

「ではあの男も生きていると……！」

「お前は、大牙を討うて。私を邪魔できる者はあの男だけだ」

　そしてゲンツは、頭上を仰あおいだ。

「奴はここに来るだろう。あの方がここにいる以上、必ずな」

　カタリナも、真っ赤な闇を仰ぎ見た。

　闇の頂いただきまで、魔方陣は十と重え二は十た重えに積み重なっている。

　光に包まれたタワー状じようの結界の中ちゆう途とには、一人の女が浮うかんでいた。

　意識を失ってはいても、その美しさと威い厳げんはまったく損そこなわれていない。

　ロレイン・ローゼンブルグを見上げて、ゲンツは安らかに微笑ほほえんだ。

「なんという素晴らしい神のお恵みだろうか……」

　神の名を口にして、天界アーク・魔群バタリオンは瞑めい目もくする。

「我らの悲願、今ここにかなうのだ」

　主の頰ほおを伝う涙なみだに、カタリナも肩かたを震ふるわせ、再ふたたび光の中に跪ひざまずいていた。




「戦せん術じゆつ縦じゆう隊たいは、逆ぎやくＶ字フォーメーションで行く」

　ハドレーは、Ｈ＆Ｋ五・五六ミリ三連れん装そう機き関かん銃じゆうホルニッセを構かまえた。

　ヘルメットには、銃と連動した自動照しよう準じゆんゴーグル。

　他の者も、携けい帯たい対戦車ロケット砲ほうや自動擲てき弾だん筒とうで武ぶ装そうしている。

「大江戸線に沿そって築地市場跡地の真下まで移動、魔群バタリオンの制圧地域ゾツクに侵しん入にゆうする」

　ハドレーは、汐しお留どめ駅に居い並ならぶ部下を見つめた。

　彼が指し揮きする部隊、チーム・アスカロンの定員は一六名のはずだ。

　しかし二度の戦せん闘とうで、兵力は半数に激げき減げんしていた。

　それでもハドレーは臆おくする事なく、口元を固かたく結んだ。

「今回、我々は鳳凰寺一族でも倒たおせぬ魔群バタリオンと遭そう遇ぐうした。まして相手は、このような大都市の中心で大だい胆たんな行動を起こしている。今までにはなかった事だ」

「少しよう佐さ、では本当にこれを使うのですか？」

　部下の問いに、ハドレーはうなずいた。

「採とれる手しゆ段だんは他ほかにない。超小型中性子爆破地雷ＭＮＤＭで片かたをつける」

　決然とした声で告げると、全員が悲ひ壮そうな顔つきでうなずいた。

　彼らの視し線せんはみな、床ゆかに置かれた円形の物体に注がれている。

　フリスビーほどのそれを見下ろし、ハドレーも息を整えた。

「被ひ害がい半径は一キロ未満だ。しかも光も熱も出さない。中性子を撒まき散らし、生物のみを抹まつ殺さつする。東京を壊こわさずに魔群を倒すにはこれしかない」

「確たしかにこれは生物の細さい胞ぼう分ぶん裂れつ機き能のうまで破壊します。魔群バタリオンといえど再生は難むずかしいはず」

　ハドレーは、言った部下に顔を向けた。

「問題は実じつ効こう性せいに保ほ証しようがない事だ。そして我々が中性子線から逃にげられるかどうか」

「あの天界アーク・魔群バタリオンと相打ちなら、上出来だと思います」

「しかし双そう方ほうが死ぬのなら、あの少女も助かりませんな」

　誰だれかの言葉で、一同に沈ちん痛つうな雰ふん囲い気きが漂ただよった。

　だがハドレーは、表ひよう情じようを変えはしない。

「大牙は私を恨うらむだろう。だが私の任にん務むは、愛される事ではない。魔群を倒す事だ」

　誰もがうなずく。ハドレーも応おうじて息を吐ついた。

「神よ、我われらを赦ゆるし守り給たまえ……全員、起爆コードを」

「安全を解かい除じよ、時じ限げん設せつ定ていグリーン、ＡＳＣＡＬＯＮを二回」

　ハドレーに向かって、全員が声を合わせる。

　アスカロン……それは彼らの部隊名にしてイングランドの守しゆ護ご聖せい人じんの剣つるぎだった。

　キリスト教の英えい雄ゆう、聖セントジョージが暴ぼう竜りゆうを殺した伝説の聖せい剣けんである。

「我々にとって、ＭＮＤＭはまさに竜殺しの剣だ」

　ハドレーは言うと、そのフリスビーを背はい囊のうにしまった。

「俺おれが死んだら、残った者が起爆しろ。それができれば勝利は我々のものだ」

　チーム・アスカロンは大江戸線の自動改札へ進入していく。

　戦闘が地下道を震わせたのは、それから数分後の事だった。




「……行くのよね」

　ベッドの側そばに腰こし掛かけ、美樹は何度も繰くり返した。

　両手を握にぎり、涙を浮うかべた瞳ひとみで大牙を見下ろす。

「せっかくロレインが助けてくれたのよ、なのに……」

「だから行くんだ。今度こそ、俺があいつを守る」

　大牙は痛いたむ身体からだにもかまわず、ベッドから立ち上がった。

「俺しか……あいつを守れる奴やつはいない」

　その視線が、隣となりのベッドに横たわる無頼を一いち瞥べつした。

　がらんとした防ぼう衛えい庁ちようの医い療りよう棟とうで、祖そ父ふの意い識しきはまだ戻もどっていない。

　大牙は無頼に背せを向けると、美樹の肩をそっとつかんだ。

「お前も、まだワケが分からないだろうな。でもいつか説明するよ」

「そんなの……」

「だからここで待つんだ。悪いけど爺じいちゃんを頼たのむぜ」

　大牙は、ふらつく脚あしで廊ろう下かに出た。途と端たんに転てん倒とうする。

　全身に激げき痛つうが走った。血けつ魂こんを流しても癒いやしきれぬほどの深手。

　慌あわてて美樹が、その身体を抱だき起こした。

「ねえ、やっぱりあんた……！」

「……ロレインがきっかけだったんだ」

　大牙は、遠い昔を思い出して言った。

「お袋ふくろを亡なくして、親父おやじと別れて……子こ供どもの頃ころの俺は、凄すごく寂しかった。泣いてばかりいたんだ。それにずっと真っ赤な悪あく夢むを見続けてうなされてきた。だけどロレインと会ってから、俺は泣くのをやめたんだ」

「大牙……」

「うちに来たロレインも、親と離はなれて泣いていた。それを見て俺は……安心させてやりたくなった。だから言ったんだ。君を守る……パパとママを捜さがしてあげるってな」

　美樹の身体を押おし退のけて、大牙は続けた。

「ロレインを守るために強くなろうと思った。あいつがいたから、辛つらい修しゆ行ぎようにも耐たえられた。あいつがいたから今の俺がある。だから絶ぜつ対たい守ってやりたかった。なのに……」

　守られたのは俺の方だった。

　大牙は、美樹の肩かたを強く握りしめた。

「ざまあねえよ……俺は震ふるえて動けやしなかった」

「…………」

「だから行くんだ、俺のためにも……このまま引き下がったら、俺は一生負け犬だ」

　すると背後で、身じろぐ気配がした。

　振ふり向いた大牙に、しわがれた声が呼びかける。

「……勝つまで戦うしかねえのさ……男はな……」

　そう言って無頼は、病室から歩み出ていた。

　血の気の失うせた顔とふらついた身体に、大牙は身を硬かたくする。

「爺ちゃん、動いたら……」

「お前ほどじゃねえさ……いろんな意味でな」

　無頼は笑って、壁かべに背をもたれさせた。

「お前も思いだしちまったんだ……もう向き合うしかねえだろ」

　大牙は、祖父の顔を正面から見み据すえた。

「全部思いだしたわけじゃないぜ、爺ちゃん」

　真っ赤な悪夢を思い起こして、告げる。

「俺のお袋は……」

「魔群バタリオンに殺されたのさ。鳳凰寺の血けつ統とうを根絶するためにな」

　無頼老人は、乾かわいた声で続けた。

「そして後こう継けい者しやに育つはずのお前も襲おそわれた。あれはお前がまだ三歳さいの時……魔群バタリオンに見せられた幻げん影えいは、その時の記き憶おくだ。お前は忘わすれていたがな」

　無頼の顔から笑えみは消え、苦く渋じゆうだけが全身から湧わき上あがってくる。

「みすずは、ベルリンの自じ宅たくで無む惨ざんに殺された」

　辛しん苦くを言葉に映うつして、無頼は言った。

「だが無力と思われた幼おさないお前は、その時初めて自分の血けつ魂こんを発動させたんだ。目前で母親を殺した相手に対して、感かん情じようが爆ばく発はつしたのだろう。習い覚えてもいないのに、お前は無意識に血魂を放ち、鳳凰の刃やいばに変え、魔群を葬ほうむったんだ」

　深すぎるため息を吐つくと、老人は孫まごを見つめた。

「すまねえな。俺さえいれば、お前にあんな思いはさせなかったのによ」

　確たしかに、あの日の記憶は蘇そ生せいされつつある。

　幼い日。見覚えのある部屋。母親の悲鳴。迫せまる三つの影かげ。

　なんとかしようと思った。だが救えなかった。

　それを思うごとに、胸むねを搔かきむしりたくなる。

　あの時に戻って、大事な人を取り戻したい。

　だがどうにもできない気持ちが、拳こぶしを強く握らせた。

「あのゲンツって魔群バタリオンは言ってたぜ。以前、俺に会った事があると」

　そして俺に負けたと。

　大牙が呻うめくと、無頼はおもむろに目を閉じた。

「お前は母親を殺した魔群を二体倒たおしている。だがな、魔群とはなぜか三体で行動することが多いんだ。つまりゲンツは、あの時の生き残りだ」

「それが再ふたたび二人の魔群を従したがえて、俺の前に現あらわれたと」

「という事だ。恐おそらくボルマンの手先……よもやお前に会うとは思わなかったろうな」

　今度は逃にがすものか。俺の手で仇かたきを討うってやる。

　拳が白くなるほど固かたく握りしめ、大牙は己おのれに誓ちかった。

　そして大牙は、不思議なまでの解かい放ほう感も感じていた。

　ずっとずっと、うなされ続けてきた悪夢の正体。

　それがようやく分かった今、心に棲すみついた恐きよう怖ふが消え去ったのだ。

　見えない敵てきを乗り越こえようとするのは、至し難なんであった。

　どれほど強くなればいいのか、ずっと分からなかった。

　だが今は見えた。乗り越えるべき敵を知ったのだ。

　大牙は、傷きずついた身体からだに血けつ魂こんが甦よみがえるのを感じた。

「……あんたが思うようにすればいいわ」

　大牙の意い志しに気づいたのか、美樹はそっと身を退ひいた。

「あんたとロレインの絆きずなには、かなわないもん……あたしにも分かってた」

「小川……」

「今朝、あたしたちが地面に沈しずんだ時……ロレインは、あんたの手を放そうとしたでしょう。わたしには、あんな事できないもの」

　美樹は、諦あきらめたように言った。

「あたしだって看かん護ご科だけど……ロレインみたく、誓ちかいの言葉通りには生きられないわ」

　大牙は、ロレインが口にした信念を思いだした。

　我われは、我わが手に託たくされたる人々の幸のために身を捧ささげん。

　それはロレインが大好きで、大牙にも覚えさせた誓せい詞しだ。

　美樹も看護師しになるための誓ちかいを思いだし、涙なみだを拭ふいた。

「わがまま言ってごめん……ちょっと、あんたたちを困こまらせたかっただけよ」

「帰ったら……」

「でも、あの時ちょっと嬉うれしかった。あたしの事、名前で呼んでくれたし」

　美樹は、大牙を見上げて小さく微笑ほほえむ。
















「前から呼んで欲ほしかったのよ、名前でさ」

「……お、覚えてねえぜ、俺」

「馬ば鹿かっ、正直に言わないでよ」

　美樹は言うと、大牙の背せ中なかを押した。

　その背に、無頼も深くうなずいてくれる。

「早く行け……ロレインが待ってる……それから……」

　必ず帰ってこい、二人でな。

　祖そ父ふの言葉に、大牙は呼こ吸きゆうを整えた。

　血魂を集め、熱くふくらませ、四し肢しへと流す。

　闘とう志しのみなぎった身体は、いつもより厚あつみを増ましていった。

　急を告げる警けい報ほうが鳴ったのは、その時である。




　市ヶ谷の防ぼう衛えい庁ちようには、統とう合ごう前線本部が設せつ置ちされていた。

　壁へき面めんのモニター群ぐんは、チーム・アスカロンからの映えい像ぞうを受信している。

　地下通路の闇やみを見つめて、玲子と自衛隊員たちは言葉をなくした。

「いつの間にこんなものを……」

　大江戸線のレールを歩むハドレーも、思わず歩を止めている。

　生なま臭ぐさい幹みきが天てん井じようをぶち抜ぬき、地下鉄のトンネルを塞ふさぐように根を張はっている。

　直径三メートルはあろうかという根こん茎けいは、赤い膿うみに似にたものに覆おおわれていた。

　その濡ぬれた表面が不気味に光り、時折脈動を繰くり返しているではないか。

「地底から吸すい上げた何かをこの先に送っているらしいな」

「リチャード、聞こえる？　そいつは魔群バタリオンの制圧地域ゾツクに繫つながって……」

　そこまで言って玲子は、送信された映像に凍こおりついた。

　赤い膿が見る間にふくらみ、幾いくつもの巨きよ大だいな肉にく塊かいに変わり始めたのだ。

　その大きさは人の背せ丈たけを超こえ、一○、二○と増ふえていく。

　やがて手足も生え揃そろい、おぞましい人間めいた物と化していく。

「各かつ個こに射しや撃げき開始！」

　ハドレー少しよう佐さが命じると、Ｍ二七自動小しよう銃じゆうが一いつ斉せいに火を噴ふいた。

　五・五六ミリの凍結弾フロステイが、情なさけ容よう赦しやなく肉塊に叩たたき込こまれる。

　だが奇き怪かいな人間のできそこないたちは、悠ゆう然ぜんと左ひだり腕うでを前に据すえる。

　その手に逆ぎやく涙るい滴てき形けいの障しよう壁へきを生みだし、難なんなく銃じゆう弾だんを跳はね返した。

「凍結弾フロステイは効かん！　手しゆ榴りゆう弾だん！」

　少佐は部下と呼吸を合わせ、胸むな元もとのそれを根茎に投じた。

　だが爆発よりも早く、肉塊の中から素す早ばやく実体が飛びだしていた。

　それは右手に握にぎった刃やいばを振ふるい、空中にあった手榴弾を両りよう断だんする。

　爆風をかわしたハドレーは、現あらわれた異い形ぎようの正体を知った。

「聖せい王おうイシュトヴァーンのマジャール人親衛隊……」

　ハドレーがつぶやいたのは、初代ハンガリー国王の名前である。

　かつてハンガリーのマジャール人は、ヨーロッパ全土を荒あらし回り、不敗のマジャールとまで呼よばれた無む敵てきの騎き馬ば軍ぐん団だんを擁ようしていた。

　だが侵しん略りやくを繰り返すハンガリーを憂うれい、その歴史に終しゆう止し符ふを打つべくキリスト教への改かい宗しゆうを徹てつ底ていしたのが西せい暦れき一○○○年に即そく位いした聖王イシュトヴァーンである。

　人を殺してはならない。物を奪うばってはならない。それが聖王の教えである。

　彼の右手は今なお、首都ブダペストの大聖堂にミイラとして安置されている。

　だが目の前に現れた騎士たちは、とても聖せい職しよく者しやの守り手とは思えない。

　がちがちと歯を鳴らし、赤い眼がん光こうに狂きよう気きを宿らせている。

　甲かつ冑ちゆうとコートに身を包み、彼らはサーベルを振り上げた。

「遮しや蔽へい物ぶつの陰かげへ！　接せつ近きん戦せんは避さけろ！　各個に応おう戦せん！」

　ハドレーの命めいが飛ぶと、無数の火線がマジャール親衛隊を迎むかえ撃うつ。

　だが盾たてを前面に押し立て、騎士たちも突とつ進しんした。

　銃撃の効こう果かは薄うすい。そう分かると少佐は手榴弾を放った。

　閃せん光こうと爆発。続けて至し近きん距きよ離りで四○ミリ擲てき弾だんが炸さく裂れつする。

　しかし亡ぼう霊れいは難なく乗り越こえ、チーム・アスカロンに躍おどりかかった。

「距離を取れ！　後こう退たい！　後退！」

　少佐は、Ｍ二七自動小銃を騎士の後頭部に突つき込んだ。

　銃口に装そう着ちやくした銃じゆう剣けんが、深々と肉塊をえぐる。

　しかし騎士は腕を振り回し、凄すさまじい膂りよ力りよくで少佐を壁かべ際ぎわへ吹ふき飛ばす。

　その瞬しゆん間かん、地下鉄からの映像も途と切ぎれたのだ。

「リチャード！　応答して！　リチャード！」

「アスカロン・リーダー！　非ひ常じよう回線に……」

　自衛隊員たちが操そう作さパネルと格かく闘とうする。だが音声すら聞こえてこない。

　玲子は左右の拳こぶしを握りしめ、やおら席から立ち上がった。

「すぐ予よ備び回線に切り替かえて！　私はこれから……」

「……俺おれを呼びに行くんだろ？」

　言いかけた玲子の肩かたを、やけに熱い手が揺ゆすぶった。

　振り返った彼女の前には、満身創そう痍いの少年がいる。

「車……出してくれ……」

　そう大牙は告げて、真っ暗になったモニター群ぐんを見上げた。

「……俺が行かなくちゃな」

　大牙の顔色はまだ蒼そう白はくで、げっそり頰ほおの肉も落ちている。

　それでも大牙が放つ血けつ魂こんを感じて、玲子は息を吞のんだ。

「リチャードは、ＭＮＤＭ……超ちよう小型中ちゆう性せい子し爆ばく破は地じ雷らいを持っていったわ」

「そんな事だと思ったぜ。もしロレインがいても吹き飛ばすつもりか」

「こんな事じ態たいは、今までなかったのよ」

　玲子は、すがるように言葉を紡つむいだ。

「天界アーク・魔群バタリオンなんて者が、表だって動くとは……それにもう行動を隠かくそうともしていない。きっと何か大きな目的があるんだわ。どんな手しゆ段だんを使ってでも止めるしかないのよ」

「だからってロレインを犠ぎ牲せいに……」

「私も仕方ないと思ったわ、でもね」

　大牙の怒ど気きを、玲子は真まっ直すぐに見つめた。

「ゲンツはロレインを妻つまにすると言ったわ。もしかしたら彼女は、適応体アクセプト以上の存そん在ざいとして狙ねらわれたのかもしれない。私たちの予よ測そくは、悪い方に裏うら切ぎられた……」

　それは大牙も思っていた事だった。

　死んだヴォウの執しつ拗ようさ。それを嘆なげくカタリナの無念さ。

　玲子の言うとおり、何か大きな目的があるとしか思えない。

「いずれにしろ、俺はロレインを助けに行く」

　大牙は言って、玲子を引き寄よせた。

「……今は俺だけだ。魔群バタリオンを斬きれるのも、ロレインを救えるのもな」

「大牙……」

「ただ勝てるかどうかは別だ。もし負けたら、世界中の人間が俺を恨うらむだろう。それでもいいさ。その時は俺もこの世にはいないからな」

　大牙はわざと、双そう肩けんにかかった責せき任にんを忘ぼう却きやくする。

　すると大牙の腕うでを握り、玲子もようやく声を絞しぼった。

「恨まないわよ、あたしは……」

「玲子……」

「あたしは恨まない……あなたが負けても……」

　そして鋭するどい視し線せんを取り戻もどし、大牙を見上げた。

「いいわ、あたしもつき合ってあげる。あなたの勝負にね」

「すまねえな」

　礼を言い、鳳凰寺大牙は戦場へと踏ふみだした。




　外そと堀ぼり通りの坂を下り、一七式軽装そう甲こう機動車は赤坂へと出る。

　陸上自じ衛えい隊たいの車輛を駆かる玲子は、叩たたきつける豪ごう雨うに辟へき易えきとしていた。

「浜はま離り宮きゆうへ行けってどういうことよ！」

「ハドレーたちとは別ルートで攻せめ込むって事だ！」

　助手席の大牙は、何なん枚まいもの地図を見み比くらべて叫さけんだ。

「浜離宮公園は、築地市場の跡あと地ちに隣りん接せつしてる！　どっちの排はい水すい施し設せつも、地下で繫つながってたんだ！」

　首しゆ相しよう官かん邸ていの脇わきを通り過すぎると、大牙は地図を後席に放った。

「地下鉄を敵てきが塞ふさいでるなら、跡地の地下に行くにはそれしかない……っと！　おい、もう少し、丁てい寧ねいに運転してくれよ！」

「あたしも無理してんのよ！　それに……」

　玲子は大おお振ぶりなハンドルを回して、軽装甲機動車を走らせた。

「まともな道路なんてどこにもないってば！」

　確たしかに、何本もの街がい路ろ樹じゆが風雨によって倒たおれていた。

　それでも道は、交通規き制せいされて空いている。

　水しぶきをあげ、車体はＪＲ山手線の高こう架かをくぐり抜ぬけた。

「そのまま右だ！　魔群バタリオンが警けい戒かいしてなきゃいいが……」

　大牙が言いかけた時、雷らい光こうが間近で閃ひらめいた。

　だが稲いな光びかりではない。赤くふくれ上がった火球なのだ。

　しかも炎ほのおの尾おを引き、大牙の車めがけて急きゆう降こう下かする。

「そんなのムシが良すぎるってさ！」

　玲子はハンドルをひねり、アクセルを蹴けり飛ばした。

　着ちやく弾だんした火球がアスファルトを吹ふき飛ばすと、軽装甲機動車は大きく跳はねる。

　しかし火球は地面から跳ね上がり、再ふたたび上空へ飛んだではないか。

　追いすがる生きた火球を振り切り、車体は浜離宮の正門に突とつ入にゆうした。

「しっかりつかまっててよ！」

　車輛用の道を外れ、玲子は松林の中に車体を乗り入れた。

　浜離宮公園は、元々将しよう軍ぐん徳とく川がわ家けの鷹たか狩がり場として用いられた地だ。

　後にそれが京都からの公く家げなどを接待する御ご殿てんとして増ぞう築ちくされた。

　だが玲子は、その見事な庭を踏み潰つぶし、美しい芝生しばふを削けずり取って逃とう走そうした。

「たいした腕だ！　パリダカラリーに出られるぜ！」

「あなたはナビゲートしてよ！　目的地はどっち！」

　叫んだ玲子が、正面から接近する火球に気づいた。

　慌あわててハンドルを左に切れば、火球も追いかけてくる。

　火球は軽装甲機動車を追い越こし、ボンネットに急きゆう迫はくした。

　すると火球は、長い髪かみを振ふり乱みだす女の姿すがたに変わったのだ。

「お前か、カタリナ！」

　大牙の声と同時に、赤黒い火か炎えんをまとった妖よう女じよが振り返る。

　飛ひ翔しようするカタリナは、長い脚あしで軽装甲機動車を蹴けりつけた。

　車体がつんのめると同時に、潰れたボンネットから黒こく煙えんが噴ふん出しゆつする。

　そのまま車は、庚こう申しん堂どう鴨かも場ばと呼よばれる池に減げん速そくもせず突つっ込こんだ。

「気づいたところでもう遅おそい」

　カタリナは悠ゆう然ぜんと池の縁ふちに着地し、沈しずむ車体に嘲ちよう笑しようを浴びせた。

「決着は案外容易たやすくついたな、鳳凰寺大牙」

　だが突然、水面に残った軽装甲機動車の屋根が不自然にふくらんでいく。

　内部からの圧あつ力りよくが高まり、爆発するように装甲板が裂さける。

　中から飛び出してきたのは、真っ赤に輝かがやく鳳凰の刃やいばだった。

「決着は今からつける！」

　左ひだり腕うでに玲子を抱かかえた大牙は、その開口部から宙ちゆう空くうへ飛びだした。

　蒼そう竜りゆうの翼つばさで空へ飛び、右腕には鳳凰の刃を握にぎる。

　たなびく青い光をまとわせ、大牙はカタリナの頭上に勇ゆう躍やくした。

「しぶとい奴やつっ！」

　カタリナも左右の腕を構かまえ、二人が着地する間合いを見計らった。

「ヴォウの仇かたき！　骨ほねまで燃もえ尽つきろ！」

　無から現あらわれた火球が、群むれを成して大牙たちに襲おそいかかる。

　大牙は素す早ばやく玲子を突き放し、鳳凰の刃を両手で構えた。

「見み飽あきてんだよ、お前の技わざは！」

　延えん伸しんした刃を縦じゆう横おうに閃ひらめかせ、火球を斬きり落とす。

　背はい後ごにかばう玲子に、大牙は声を放った。

「早く行け！　地下への入り口を見つけろ！」

　玲子はベレッタを抜く間もなく、茂しげみに隠かくれた小屋に走った。

　池の水量を調節するポンプ小屋こそ、地下排はい水すい施し設せつへの入り口だ。

　だが玲子の動きを察したカタリナも、その狙ねらいを急転させた。

「行かせてたまるか！」

　カタリナは両手を振るい、際さい限げんなく火球を放つ。

　大牙も、鳳凰の刃を風車の如ごとく回し、玲子に向かう炎えん撃げきを斬り裂いた。

　しかしこのままでは、釘くぎ付づけにされ身動きもできない。

「だったらこいつで弾はじき飛ばす！」

　大牙は血けつ魂こんを放ち、再び蒼竜の翼で上空に飛んだ。

　青い閃せん光こうと化した血魂は、まるで突風のように大牙を浮ふ揚ようさせる。

　その勢いきおいは火球とぶつかり、風の城じよう壁へきとなって攻こう撃げきを阻はばんだのだ。

「大牙、貴き様さまっ！」

　蒼竜の翼は火球をあおり、カタリナめがけて跳ね返す。

　続けざまに大牙は、たじろいだ妖女へ急迫した。

「二度戦ってる！　手の内は読めてるぜ！」

　大牙はカタリナに組みつくと、強ごう引いんに池の中に引きずり込んだ。

　炎ほのおの効きかぬ水中で仕し留とめる。それが大牙の策さくであった。だが……

　大牙の身体からだが、異い変へんを感じ取った。

　見えない壁かべをくぐり抜けた感かん触しよく。危き険けんを察知した血魂が沸ふつ騰とうした。

　不ふ快かいなゆらぎが心身を襲い、めまいと吐はき気がこみ上げる。

　なんなんだ、ここは。大牙は、我わが目を疑うたがった。

　冷たい池の中は、青く澄すみきった水に満たされている。

　そして深く、広い。あちこちに岩いわ棚だなが並ならび、海草が揺ゆれていた。

　頭上を泳ぐ魚ぎよ群ぐんを見て、大牙はようやく悟さとった。

　ここは海じゃないか。まさか東京湾わん……そんなはずはない。

　その時、カタリナが束そく縛ばくを脱だつし、思念を放った。

《浅はかだぞ、鳳凰寺大牙》

《私の遺産呪門ヘリテイジが炎だと思い、水中へ引き込んだな》

《しかしこの手を使うと読み、すでに我が制圧地域ゾツクを準じゆん備びしていたのだ》

　カタリナの額ひたいに、赤い刺青タトウーが浮うかび上がる。

　妖女の刺青もまた、勢いよく燃え盛さかっていた。

　そして大牙は、罠わなにかかった事を自覚する。

　血魂の流れは鈍にぶり、カタリナから感じる圧力は増ましている。

　この閉へい鎖さ空間は、魔群バタリオンの力を十二分に発はつ揮きできる環かん境きようなのだ。

《それに敵てきの力は、真に見きってから裏うらをかくものだ》

　カタリナは全身をバネの如く動かし、水底へ滑なめらかに潜もぐっていく。

　間合いを取った妖よう女じよは、水中に毛もう髪はつを漂ただよわせ不敵に微笑ほほえんだ。

《我が遺産呪門ヘリテイジの名は、エロイズモの烈震エロイズモ・クエイク》

《我が故こ郷きよう、アゾレスの島々は大西洋唯ゆい一いつの火山諸しよ島とうだ。その火山が大地を揺り動かすように、私もまたあらゆる物を震しん撼かんさせる。つまり……》

　妖女は炎の刺青を震ふるわせて、舌した舐なめずりした。

《私は、水の中でも戦えるのだ》

　大牙は息苦しさに耐たえつつ、妖女との間合いを測はかった。

　カタリナは、あらゆるものを燃やして戦うのではない。

　あらゆるものを分子レベルで震動させ、熱エネルギーを瞬しゆん時じに生むのだ。

　電子レンジなんだ、こいつは。

　ここで戦うのは得とく策さくじゃない。

　大牙は、制圧地域ゾツクから脱しようと水面を目指した。

　だが彼を追うカタリナの速度は、いかなる海洋生物より速かったのだ。

《もうひとつ教えてやろう、大牙》

《アゾレス諸島は、クジラの繁はん殖しよく地ちでもある》

《大学でその生せい態たいを研究していた私だ。水中こそ、私の最も得意な戦場なのだ》

　迫せまるカタリナから、波は紋もんの輪が水中に広がった。

　それが大牙の身体を吞のんだ瞬間、強きよう烈れつな震動が鼓こ膜まくに伝わる。

　クジラの鳴き声を思わせる音波は、脳のうにまで突つき刺ささるようだ。

　さらに強きよう圧あつな渦うず巻まきが水流の刃やいばとなり、大牙の肌はだを斬り刻きざむ。

　思わず大牙は、口に蓄たくわえていた酸さん素そをがぼっと吐き出した。

《空気が欲ほしいか、大牙。地上に戻もどりたかろう》

《だがそれを許ゆるしては、死んだヴォウに申し訳わけがたたぬのだ》

　大牙にはまだ、一撃を打ち込むだけの血魂が残っている。

　だが水中でのカタリナは、さながらイルカのように俊しゆん敏びんだ。

　あの動きを止めなければ、俺おれに勝ちはない。

　しかし呼こ吸きゆうは続かず、意い識しきが遠のく。水流に乗って、鮮せん血けつもあふれ出る。

　それはまるで赤い煙えん幕まくのように、大牙の身体を覆おおい隠かくしていった。

《諦あきらめたか……それとも自分の血に隠れたつもりか》

　カタリナは、無む防ぼう備びな大牙を嘲あざ笑わらった。

《無む駄だだ、大牙。クジラやイルカが鳴き声を交かわして相手の位置を探さぐるように、私にもお前の位置が分かるのだ。もはや逃にげられはせぬ》

　カタリナは、下半身を激はげしく打ち振ふり水中を猛もう突とつ進しんする。

《貴き様さまの動きなどお見通しだ！》

　だが大牙は、ひたすら妖女を引きつけ、その時を待った。

　そして間合いに入るや、双そう眸ぼうを見開く。

　だったら俺の血魂の流れまで読めるか。

　心の中で叫さけび、四し肢しから放ったものを黒い閃せん光こうに変えた。

《これは……！》

　水中に走った黒い閃光は、玄げん武ぶの盾を成す力である。

　その閃光は方形の防ぼう壁へきを成し、カタリナの音波をもろに受け止めた。

　びりびりと黒い防壁が震動する。だが音波は、黒い壁かべに吞み込まれたのだ。

　さらに玄武の防壁は水中で鳴動し、重い衝しよう撃げき波はを打ちだした。

　音波が増ぞう幅ふくされたうえ、カタリナめがけて撥はね返されたのだ。

《ば、馬ば鹿かなっ……！》

　逃げようとしてももう遅おそい。

　自分の発した音波に包まれ、カタリナは絶ぜつ叫きようを発する。

　塞ふさごうとした耳からは、虹にじ色いろの体たい液えきが噴ふん出しゆつしていった。

《た、大牙ああっ！》

　大牙は妖女を無視して、水面から勢いきおい良く飛びだした。

　いったん制圧地域ゾツクを抜ぬけ、血魂を甦よみがえらせ、空気を胸むね一いつ杯ぱいに吸すい込む。

　そして水中でもがく影かげに、あらためて狙ねらいを定めた。

「自分の声は耳みみ障ざわりらしいな、カタリナ！」

　急きゆう降こう下かしながら、大牙は両手に鳳凰の刃を生みだした。

「もう聞こえやしないが！」

　大牙は水面めがけ、真っ赤な切っ先を力一いつ杯ぱい振り抜いた。

　すると刃から、赤い電光がほとばしる。

　水中を一直線に進む電撃は、悶もだえるカタリナの脳天に落下した。

《ゲンツ様！　この男、一ひと筋すじ縄なわでは……！》

　断だん末まつ魔まの思念は、轟ごう音おんにかき消された。

　空高く上がる水しぶきから、大牙は悠ゆう然ぜんと地に降おり立った。

　鳳凰の一撃で熱せられた水面からは、白と黒の蒸じよう気きが立ち昇のぼる。

　黒い気体こそが、適応体アクセプトを失った魔群バタリオンの本体なのか。

　思う間もなく、疲つかれきった大牙は泥どろの中に膝ひざを落とした。

「残るは……一人……」

　自分自身、消しよう耗もうしきっているのが分かる。

　その冷たくなった身体からだに、玲子が慌あわてて駆かけ寄よってきた。

「入り口は見つけたわ、あともう一息よ」

「……その、あと一息が肝かん心じんだぜ」

　肩かたを貸す玲子に、大牙は身体を任まかせた。

「急ごうぜ……間に合わなきゃ意味がない……」

　大牙は、まだほの赤く光る自分の手を見下ろした。

　もう恐きよう怖ふも硬こう直ちよくもない。血魂もたぎるように熱い。

　玲子の視線も、僅わずかにほころんでいる。

　うなずいて二人は、地下の戦場へと降りていった。




　大江戸線の内部では、なおも血なまぐさい白兵戦が続いている。

　ハドレー少しよう佐さは、ホルニッセ三連機き関かん銃じゆうを腰こしに据すえて叫んだ。

「らちがあかんな、これでは！」

　不気味な騎き士したちは、戦意が潰ついえる気配も見せない。

　凍結弾フロステイを受けつけぬ悪あつ鬼きに、部下たちも浮うき足立っていた。

「少佐、撤てつ退たいしましょう！」

　一人が、元来たトンネルを指さして叫んだ。

「奴やつらを後方まで誘おびき寄せ、トンネルごと吹ふき飛ばし生き埋うめにするんです！」

「後退している時間はない、吹き飛ばすならここでだ」

「まだここを突とつ破ぱなされるおつもりですか？　諦あきらめて後退しましょう」

　それでは魔群を倒たおす事はできない。

　言いかけたハドレーは、闇やみの奥おくに目を光らせた。

　銃撃に前進を阻はばまれた騎士たちが、叫きよう喚かんを上げてサーベルをかざす。

　その背はい後ごでは、騎士たちを生み出した不気味な根こん茎けいが脈動していた。

　命脈の動きが地下から制圧地域ゾツクへと伝わるのを見て……

「爆ばく破は器材を持ってこい、今すぐだ！」

「どうするのですか、あの騎士どもに効こう果かがあるとは思えません！」

「かまわん。それに残っている擲てき弾だん筒とう、対戦車ロケットもだ」

　まさかと言いかけて、部下たちも気づく。そして後方に駆けだした。

「ありったけの火力を投じます！　お任まかせを！」

　駆ける部下にうなずき、少佐は声を嗄からした。

「あと二分、持ちこたえろ！　白はく燐りん手しゆ榴りゆう弾だん投擲！　視界を塞ふさげ！」

　機関銃とサーベルの戦いはなおも続き、地下の暗黒を激はげしく鳴動させていた。




　一九三三年に完成した築地市場は、長年東京の台所として親しまれてきた。

　一日当たり水産二○○○トン、青果一○○○トン以上が取り扱あつかわれた巨きよ大だい市場である。

　だが市場は豊洲に移い転てんし、跡あと地ちは未いまだ再さい開発の真まっ只ただ中なかだ。

　大牙たちがたどりついたのは、その広大な跡地の地下排はい水すい施し設せつであった。

　しかし扉とびらを開けた大牙は、おぞましくも異い様ような浸しん食しよくを目まの当あたりにした。

「こいつは……」

　排水施設があるべき場所には、巨大な洞ほら穴あなが広がっていたのだ。

　壁かべは赤黒い膿うみに覆われ、通路はぬらぬらと生なま臭ぐさく光っている。

　本来なら東京湾があるべき方向に、洞穴は延のびていた。

　その洞穴に一歩踏ふみだすと、玲子が乾かわいた声を絞しぼった。

「ここ、魔群バタリオンの制圧地域ゾツクよ……たぶんゲンツの……」

　だがヴォウやカタリナの制圧地域とは、まるで圧あつ力りよくが違ちがう。

　動きを緩かん慢まんにさせるどころか、思考すら停止させるほどの重圧が襲おそう。

　桁けた外はずれの存そん在ざい感に、すでに玲子の脚あしも止まっていた。

　それでも大牙は血けつ魂こんを練り、身体に流し、襲い来る圧力を撥ね除のけた。

　四し肢しは動く。血魂も放てる。これなら戦えると確かく信しんする。

　そして大牙は、迫せまり来る脅きよう威いを察知して静かに身み構がまえた。

「下がってろ、玲子」

　声と同時に、泡あわ立だつ膿が勢いきおい良く弾はじけた。

　中から飛びだしたのは、サーベルを握にぎった甲かつ冑ちゆうの騎士たち。

　しかも一度に五体。大牙は、鳳凰の刃やいばを右手に生みだした。

「手こずってる暇ひまはない！」

　騎士団だんはけたたましい雄お叫たけびを上げ、大牙たちに躍おどりかかった。

　大牙の刃も、目視できぬほどの速さでそれを迎むかえ撃うつ。

　赤い残ざん像ぞうに斬きられた騎士団は、真っ二つに裂さけて地に激げき突とつした。

　ぐずぐずと溶とけ落ちる姿すがたに、玲子は援えん護ごする間もない。

「急ぐぞ、この先だ！」

　大牙は玲子の手を取って、赤黒い洞穴を疾しつ走そうした。

　膿と根茎を踏み越こえ、なだらかな斜しや面めんを駆かけ下りる。

　やがて洞穴は、広大な球形の空間にぶち当たった。

　両りよう翼よく一○○メートル、天てん井じようまでの高さ六○メートル。

　東京ドームほどもある、赤黒く汚よごれた制圧地域ゾツクだ。

　その中央部から天井に向かって、光る何かが幾いく重えにも重なっていた。

　明めい滅めつする未知の文字。魔ま方ほう陣じんか。そしてその中途に……

「ロレイン！」

　横になった少女が浮かび、青白く輝かがやいていた。

　金きん髪ぱつをたなびかせた顔には、まだ生気がある。

　ここにいた。そしてまだ生きている。

　その事実だけで、大牙の不安が少しだけかき消えた。

　しかしロレインは音もなく下か降こうし、地上で待つ男に抱だき留とめられた。

　大牙は、見覚えのあるロングコートに戦意を高める。

　プレッシャーめいた存在感が背せ中なかからあふれ、敗北の恐きよう怖ふが甦よみがえった。

「ゲンツ・クァダール……」

　大牙は、男の干ひからびた右手を見て声を絞った。

　鳳凰の刃をくい止めた、彼自身が王者の右手と呼よんだ指。

　ゲンツはその指でロレインの肩を抱き、立ちつくす大牙を一いち瞥べつした。

「よくぞここまで来た……などと褒ほめはすまい」

　魔群バタリオンは、ロレインの身体からだを宙ちゆうに浮うかべて言った。

「贖あがなってもらうぞ、ヴォウとカタリナを葬ほうむった罪つみを」

「不思議に思うぜ、お前らのその絆きずな」

　大牙はすり足で間合いを詰つめながら、ゲンツを見み据すえる。

「人間を虫けらみたいに扱う割わりには、魔群バタリオン同士のつながりは強いらしいな」

「それは人間も同じだ。生きるためならば、他の動物を食べるではないか」

　ゲンツは、自分の肉体を見下ろして言った。

「そして我われら魔群は、その人間の肉体を借りている。似にるのは当然だ」

「お前らは寄き生せい生物ってわけか」

「適応体アクセプターと呼べ。人間なら誰だれでもいいわけではない。我ら魔群バタリオンの性せい質しつや能のう力りよくを十分に増ぞう幅ふくできるだけの素そ質しつがなければ、選びはしないのだ」

　ふわりと浮くロレインを背にして、魔群は大牙に向き合った。

「我らは、人間が思うほど残ざん虐ぎやくな生物ではない。ただ生きるために必死なだけだ」

「関係のない人間を大おお勢ぜい巻まき込こんだぜ。そうまでして何をしたい？」

「帰るのだ、彼方フアーゼストへ」

　あまりにあっさりと、ゲンツは告白した。

「我らは漂ひよう着ちやく者しやだ。遠い彼方からこの地に流れ着いた。流る浪ろうを終え、その彼方に帰き還かんしたい。それが我らの悲願だ」

「その彼方ってのは何だ。異い次じ元げんか、それとも別の星か」

「他の言葉で、言い換かえるのは無理だ」

「だったら勝手に帰れ。ロレインを巻き込む必要はねえだろう」

　大牙がさらに詰め寄よると、ゲンツはようやく表ひよう情じようを変化させた。

　唇くちびるをにいっと伸のばし、やけに涼すずやかな顔で大牙に微び笑しようする。

「まだ気づかないのか。この娘むすめは、巻き込まれたのではない」

「それはまさか……」

　大牙が思い至いたる前に、ゲンツの腕うでが素す早ばやく動いた。

　間合いに踏み込んでいながら、大牙は応おうじる事もできない。

　しかしゲンツの腕は彼ではなく、ロレインの背に伸びたのだ。

「やめろ！」

　大牙は、ロレインの服が無む惨ざんに裂さけるのを呆ぼう然ぜんと見つめた。

　剝むき出された白い肌はだに、大牙の視し線せんが硬こう直ちよくする。

　朽くちた指先でロレインの背中を撫なで、ゲンツは目を閉とじた。

「そう、巻き込まれたのではない……呼んでくだされたのだ」




「コンポジション４を出せ」

　ハドレー少しよう佐さは、直方体のプラスチック爆ばく薬やくＣ４を受け取った。

　慣なれた手つきで着火式起爆信管を突つき刺さし、火を点つける。

　崩くずれた瓦が礫れきに身を隠かくしていた彼は、咄とつ嗟さに身を起こした。

「制せい圧あつ射しや撃げき！」

　同時に、チーム・アスカロン全員が自動小しよう銃じゆうを撃うち放った。

　残り少ない弾だん薬やくにもかまわず、マジャール人親しん衛えい隊たいに弾雨を浴びせる。

　絶ぜつ叫きようしながら突き進む肉にく塊かいに、少佐は点火したＣ４を握にぎりしめた。

「見え透すいたエネルギー源げんだよ！」

　投とう擲てきしたＣ４は、弧こを描えがいてマジャール人たちの頭上を飛び越こえた。

　そして後方で脈打つ、赤黒い根こん茎けいの側そばに転がった。少佐が怒ど鳴なる。

「伏ふせろっ！」

　爆発の衝しよう撃げきは、地下トンネルに閉とじ込められ、圧あつ縮しゆくして拡かく散さんした。

　衝撃波に押おし飛ばされ、肉塊の騎き士し団だんも瓦礫の下に埋うもれていく。

　根茎も無惨に引き裂かれ、脆ぜい弱じやくな内部をさらけ出した。

　素早く跳はね起きたハドレーは、すでに小ぶりな円えん筒とうを担かついでいた。

「こう忙いそがしいのは平壌ピヨンヤン攻こう略りやく戦せん以来だな！」

　Ｍ八二Ｅ三携けい行こう型対戦車ミサイル。

　使い捨すて火器としては絶大な威い力りよくを誇ほこるそれも、根茎の裂け目に突とつ進しんした。

　弾頭は爆発するや、盛せい大だいな爆ばく炎えんを噴ふき上げる。

　根茎はずたずたに裂かれ、その炎ほのおは他の根にも燃もえ広がった。

「少佐、あれを！」

　部下の一人が、暗くら闇やみを指さした。

　あれほどの爆発を被った騎士団が、もう瓦礫の下から這はい出ている。

　だが彼らはもがき苦しみ、根茎が燃えると共に溶よう解かいしたのだ。

　歓かん声せいが上がり、ハドレーも汗あせを拭ぬぐう。そして腕時計を睨にらんだ。

「予定より二○分遅おくれている。ここから先は何があっても止まるな」

　言われる前に、部下たちは瓦礫を乗り越こえ前進を再さい開かいする。

　ただ一人通信士だけが、携けい帯たい通話器からの声に驚おどろき、振ふり返った。

「少佐、前線本部と通信が回かい復ふくしました！　我われ々われの他ほかにも突入した者がいます！」

「まさか大牙ではないだろうな」

　そのまさかです。

　返事と共に、ハドレーも地下の闇に駆かけだしていた。




「お前ももう知っているはずだ、この刺青タトウーを」

　ゲンツは、ロレインの肌はだを晒さらして言った。

　引き裂かれた背中には、小さな刺青がはっきり浮うき出ている。

　虹にじ色いろの髪かみをなびかせた刺青の女に、玲子も思わず声を失った。

　それは見事な裸ら身しんをくねらせ、淫いん靡びな微び笑しようをゲンツに向ける。

「これぞ魔群バタリオンが一万二千年かけて探さがし求めたもの。我らの救きゆう済さいだ」

「なんだと……」

「そして私は、この娘むすめを妻つまとする権けん利りを得たのだ」

　言うとゲンツは、左右の指を奇き妙みようにねじ曲げ組み合わせた。

　唇くちびるから漏もれるのは、くぐもった響ひびきの未知の言語。

　続けてゲンツの口から、光る文字が飛びだしたではないか。

　列を成して空へ舞まい踊おどるのは、魔ま方ほう陣じんに刻きざまれたのと同じ文字。

　赤黒く光るそれは渦うずを巻まき、周囲の根茎も大きく鳴動し始めた。

「な、なんなの、これっ！」

　あちこちに伸のびた根茎が大だい蛇じやのように這いずり、玲子は膝ひざを落とした。

　根茎は、天てん井じようまで届とどく魔方陣に向かって集まり、幾いく万まんにも裂けていく。

　ゲンツを包み込むように、根茎は巨きよ大だいな建けん築ちく物ぶつと化した。

　中央に円えん蓋がいつきの塔とう、左右にも尖せん塔とうを従したがえた威い風ふう堂々たる姿すがた。

　それを見上げて、ゲンツはふと目を閉とじた。

「かつての私は、ハンガリー国こく営えい放送のテレビカメラマンでな」

　懐なつかしむように言うと、建築物は赤黒く明めい滅めつを始める。

「私はヨーロッパ各地の民族紛ふん争そうを取材し、そこで行われた残ざん虐ぎやくな殺さつ戮りくを撮さつ影えいしていた」

「それが何だって言うんだ」

「だがいくら凄せい惨さんな現げん場ばを撮影しても、私は躊ちゆう躇ちよを感じなかった。これこそが現実だ。この悲ひ劇げきを世界に伝えなければ……あの時の私は使命感に燃えていたのだ」

　大牙を無む視しして、ゲンツはまぶたを開いた。

「しかし局は、私の撮とったビデオを放送しなかった。あまりに残ざん酷こくすぎると判はん断だんしてな。その時、私は知ったのだ。人々は残酷な現実など求めていない……幻げん影えいでもいいから、幸福な光景が見たいのだと」

　ゲンツは、身み構がまえる大牙に言葉を続けた。

「失意の私は、故こ国こくの英えい雄ゆうイシュトヴァーンに思いを馳はせた。優すぐれた指し導どう者しやは、理想を示しめす事で民みん衆しゆうを導みちびく。だが理想もまた、幸福な幻影に過すぎないのだ。ならば私も現実を捨すて、イシュトヴァーンの如ごとき幻影を操あやつりたい。その渇かつ望ぼうが……」

　言いかけてゲンツは、ミイラ状じように枯かれた手を持ち上げた。

「私を適応体アクセプターと成したのだ。この建物は、ブタペストにある聖せいイシュトヴァーン大聖堂……そしてこの右手こそ、大聖堂に保ほ管かんされたイシュトヴァーンの右手に他ならない」

　満足げに笑い、ゲンツは周囲を見み渡わたした。

「魔群バタリオンとなった私は聖王と同じ力を手にした。そしてロレインと婚こん姻いんを結べば、私はイシュトヴァーンを超えるのだ」

　完かん璧ぺきに再現された建物は、赤黒い光で眠ねむるロレインを照らす。

　ゲンツは、意い識しきのない少女を撫なでるように見つめた。

「そのための儀ぎ式しき空間だ。婚姻は、天界アーク・魔群バタリオンのみに許ゆるされている」

「ロレインの好みじゃないぜ、ここも……お前も」

「かまわない。いずれにしろ結ばれれば、彼方フアーゼストへの門は開かれる」

「門を開くのに、ロレインと刺青タトウーが必要なのか」

　大牙が問うと、魔群バタリオンはコートの裾すそをひるがえした。

「違ちがう、この方こそ門なのだ。そして私は鍵かぎとなる」

「なぜそんな刺青ができたんだ、お前らの仕し業わざか！」

「選ばれたのだよ、刺青にな」

　天界魔群はロレインの肌はだに近づき、その刺青にそっと口づけた。

　愛いとしさを込め、何度も何度も、濡ぬれた舌したを這はわせる。

　大牙の激げき怒どが爆はぜる寸すん前ぜん、ゲンツはその顔を上げた。

「そして今、目覚める」

　すると赤黒い光が急に強さを増まし、ロレインの身体からだを包み込んだ。

　身につけた服が透すけてゆき、跡あと形かたもなく消失してしまう。

　もはや空中に浮うかぶのは、一糸まとわぬロレインの裸ら身しんであった。

　魂たましいが奪うばわれるほどに美しく、ひれ伏ふすほどに神こう々ごうしい。

　だがその背せ中なかでは、あの刺青の女が蠢しゆん動どうを始めていた。

　虹にじ色いろの髪かみを揺ゆらし、見下ろす大牙に静かな笑えみを送る。

　四し肢しを伸ばすその動きは、明らかに自由を謳おう歌かする歓かん喜きのものだった。

「おお、陛へい下か……」

　ゲンツは確たしかにそう言った。

「我われらは、どれほどこの時を待ち望んだことか……」

　陛下って誰のことだ。思う大牙は目を見み張はった。

　小さな痣あざにしか見えなかった刺青が、掌てのひら大だいに成長しているではないか。

　さらに大きく、さらに鮮せん明めいに……怜れい悧りな微び笑しようは、威い厳げんすら感じさせる。

　そしてゲンツも不意に、両手を左右に広げてみせた。

「ならば私も祝しゆく杯はいを干ほし、花はな嫁よめにふさわしい肉体となろう」

　魔群バタリオンが言った瞬しゆん間かん、頭上の空間が激はげしく歪ゆがんだ。

　ねじくれた時空の奥底から、何十もの人ひと影かげが浮ふ上じようしてくる。

　それは親子連れ、カップル、サラリーマンと様々だ。

　普ふ通つうの人々に意い識しきはない。なぜこの人たちは、ここに……

　やがて大牙は思いだした。脱だつ線せん事じ故こで無数の行方ゆくえ不明者が出たのを。

　そして悟さとり、ゲンツに向かって吼ほえたけた。

「やめろ、その人たちは……！」

　だが、もはや遅おそかった。

　上空に浮かぶ人々が、漆しつ黒こくの竜たつ巻まきに巻まき込こまれたのだ。

　渦うずに吞のまれた肉体は次々に爆はぜ、無む惨ざんに破は裂れつしていく。

　骨こつ肉にくもミリ単位で粉ふん砕さいされ、さながら鮮血の花火のようだった。

「なんて事を……！」

　玲子が口元を覆おおうが、恐きよう怖ふはそれだけに留とどまらない。

　やおらゲンツが、ロングコートの前を開いたのだ。

　剝むき出しになった魔群の肌に、大牙は戦せん慄りつを覚えた。

　ゲンツの胸むねには、無数の吸きゆう盤ばんめいたものが並ならんでいるではないか。

　その吸盤ひとつひとつに小さな牙きばが生はえ、呼こ吸きゆうも行っている。

　ぱくぱくと口を開けた吸盤は、飛び散る血肉に歓かん呼この声を上げた。

「飲め！　喰くうのだ、我わが肉体よ！」

　ゲンツも、降ふり注ぐ人体の残ざん骸がいに哄こう笑しようを叫さけぶ。

「我に契ちぎりを結ぶ肉体を与あたえよ！　この祝杯をもって！」

　血肉を巻き込んだ竜たつ巻まきを、吸盤は音を立てて飲み干ほした。

　ごきゅっ……ごきゅっ……

　あれほどの人数が、瞬またたく間に魔群の中に取り込まれていく。

　すると今度は、ゲンツの肉体が変へん貌ぼうを開始した。

　上うわ背ぜいが伸のび、肩かたの肉が盛もり上がり、四肢はたくましく膨ふくれ上がった。

　ロングコートが音を立てて裂さけ、ゲンツの背は二メートルを超こえた。

「これは幻げん影えいではないぞ、大牙……」

　喜き悦えつを顔に出して、魔群バタリオンは大牙を見下ろした。

「ロレインと契り、帰き還かんの門を開くには、これほどの身体が必要でな」

　肥ひ大だい化かした吸盤は、目前に浮かぶロレインに、やたらと牙を鳴らす。

　大牙は、巨きよ峰ほうと化したゲンツを見上げた。

「……人類を救うなんてでかい事は言わねえ」

　そして左右の拳こぶしに血けつ魂こんを流す。熱くたぎった血魂を。

「だがお前だけは許ゆるさねえ……何人殺した……罪つみもねえ奴やつを何人っ！」

　咆ほう哮こうを上げた大牙は、ゲンツめがけて跳ちよう躍やくする。

　冷静さを欠いた突とつ撃げき。魔群はそう見て、高笑いを響ひびかせた。

「過か酷こくな現げん実じつは辛つらかろうな、鳳凰寺大牙！」

　叫ぶゲンツの手から、無頼を倒たおした漆黒のサーベルが走る。

　その刃やいばも、巨きよ軀くに見合うほど長大になっていた。

　速さ、間合いの長さ……明らかに大牙が先に斬きられるはずである。

　しかし虹色の血しぶきを上げたのは、ゲンツの方だったのだ。

「貴き様さまっ！」

　ゲンツのサーベルは空くうを切り、虚むなしく地を叩たたいている。

　大牙はその一撃を、わずかに身を捌さばいてかわしたのだ。

　そして魔群の胸むな元もとに飛び込むや、喉のど元もとに切っ先を突つき込んでいた。

「サーベルってのは体重を乗せて斬る刀だ。上じよう段だんから来ると分かってたぜ」

　刃を押おし込む大牙は、確たしかに激怒に憑つかれていた。

　だがその激怒を、暴ぼう走そうと見せるだけの冷静さはあったのだ。

「ましててめえは一回りでかくなってる。破は壊かい力のある大振りな一撃を打つと思ったよ」

　巨軀にものを言わせた一撃は、確かに致ち命めい的だろう。

　だが大牙を侮あなどった分、隙すきも生まれ、捌く事もできた。

　それに大牙は、一度ゲンツの刃の速さを目にしている。

　考えを読み、誘さそいをかけ、速さを知り、軌き道どうをかわす。

　相手を一撃で死に追いやる、必殺の刃のはずだった。だが……

「人間相手ならば勝てただろう。だが私は天界アーク・魔群バタリオンだ」

　ゲンツは、自分の喉を貫かん通つうした刃を握にぎりしめた。

　驚おどろく大牙を見下ろし、鳳凰の刀を造ぞう作さもなく抜ぬいていく。

「貴様の力で、私は倒せぬ」

　瞬しゆん間かん、大牙は無数に襲おそいかかる黒いサーベルを見た。

　顔を、腕うでを、腹はらを、重たげな刃が突き抜けたかのようだ。

「大牙っ！」

　聞こえた悲鳴が、玲子の声かどうかも判はん然ぜんとしない。

　気がつけば大牙は、魔群から二○メートルも吹ふき飛ばされていた。

　全身を斬り刻きざまれ、幾いく多たの骨ほねを折られ、自分の血の海に沈しずんで。

「物足りぬな」

　ゲンツは、サーベルを提さげて顔を傾かたむけた。

「この程度では魔群バタリオンの悲願を邪じや魔まする、十分な仇かたき役やくとは言えぬぞ」

　そう言って魔群は、ロレインに向き直ろうとした。

　だが彼の視し界かいの片かた隅すみで、大牙は悠ゆう然ぜんと立ち上がったのだ。

「……だったら手て加か減げんはやめろよ、ゲンツ」

　大牙は、再ふたたび全身に血けつ魂こんを流した。

　出血が止み、痛いたみが消え、闘とう志しが甦よみがえる。

「今の一撃こそ、俺おれを殺すには不足だぜ。これが天界アーク・魔群バタリオンの力なら……」

　俺にも勝ち目がありそうだ。

　言いながら、大牙は戦せん慄りつを拭ぬぐえなかった。

　やはり魔群。人間業わざは通用せず、人間業以上の剣けんを使う。

　それでも恐きよう怖ふは感じず、ロレインを救うまで死ぬつもりもない。

　大牙の覚かく悟ごを察したのか、魔群も再びサーベルを持ち上げた。

「どうやらもう一度、私の紡つむぐ幻げん影えいが見たいらしいな」

「やってみろ、今朝の俺とは違ちがう」

　大牙は、真っ赤な悪あく夢むを思いだす。

　そして強くなろうとした日々も。

「……もうお前たちの夢ゆめは見ない」

「浅はかな。自分が何に怯おびえていたか知るがいい」

　ゲンツは、同どう情じようするような目で微笑ほほえんだ。

「貴様は自分が死ぬよりも、他人の死が怖こわいのだ」

　すると大牙の周囲に、突然白い光がたなびいた。

　光のただ中にゆらめく人ひと影かげが浮うかぶと、大牙は全身を強こわばらせた。

　あんたは……あんたは……

「お、おふくろ……」

　長い髪かみを揺ゆらした女じよ性せいは、美しい顔を歪ゆがめて何かから逃にげ惑まどっている。

　大牙は指一本動かせず、その場に凍こおりついたままだ。

　黒い影が女性の肩かたをつかみ、骨こつ肉にくを引き裂さくと、大牙は目を逸そらした。

「貴様は過か去こを克こく服ふくしておらぬ。そして母親同様、この娘むすめを失うのが怖いのだ」

　大牙は、強ばった身体からだに必死に抵てい抗こうする。

　再び硬こう直ちよくした少年に、玲子も声を上げた。

「大牙、あなたの母親は死んだわ！　今見てるのは作り物よ！」

　大牙も、それは分かっている。だが肉体は微び動どうだにしない。

　自分がうなされていたのは魔群バタリオンではない。母親だったのだ。

　そして悲ひ劇げきは、再び繰くり返されようとしている。

　ロレインを失う、その悲しみに耐たえきれず心が崩くずれていく。

　幻げん影えいの前で血と汗あせを流す大牙に、天界アーク・魔群バタリオンは背せ中なかを向けた。

「終わったな、小こ僧ぞう。ならば今こそ……」

　魔群は両手を広げ、眠ねむるロレインに覆おおい被かぶさっていく。

　身体中の吸きゆう盤ばんは、ばくばくと開かい閉へいを繰り返していた。

　これが魔群の婚こん姻いんなのか。これが門を開く儀ぎ式しきなのか。

　止めようとしても大牙は動けない。玲子も絶ぜつ望ぼうに立ちつくす。

　全てが終わろうとした、その時である。

「伏ふせろ、玲子！」

　誰だれかの声と同時に、大だい聖せい堂どうの壁へき面めんが音を立てて吹ふき飛んだ。

　突とつ然ぜんの轟ごう音おんに、大牙も視線だけを向ける。

　根こん茎けいをぶち抜き、派は手でな爆ばく発はつを上げたのは対戦車ロケット弾だん。

　駆かけつけた一いち団だんに、思わず玲子が叫さけんだ。

「リチャード！」

　見ればハドレーが、チーム・アスカロンの先頭に立っている。

　ゲンツの制圧地域ゾツクに踏ふみ込んだ指し揮き官かんは、即そく座ざに命めいを下した。

「粉ふん塵じん破は壊かい弾頭使用。全すべてを焼き尽つくせ」

　マンネルハイム一○六ミリ特とく殊しゆ無反動砲ほうが、絡からみ合った根茎に向かって放たれる。

　その弾頭に詰つめられたのは、圧あつ縮しゆくされたアルミニウムパウダーと複ふく数すうの化学物ぶつ質しつ。

　弾着の瞬しゆん間かん、その内ない容よう物ぶつが空気中に拡かく散さんし、続けて凄すさまじい炎ほのおに生まれ変わった。

「待ってリチャード、まだ……！」

　だが玲子の悲鳴は、摂せつ氏し一○○○度以上の高熱にかき消された。

　超ちよう小型燃ねん料りよう気化弾頭の衝しよう撃げき波はにあおられ、大聖堂が崩れ始める。

　そして炎ほのおは魔群だけでなく、大牙とロレインにも襲おそいかかった。

「こざかしい真ま似ねを！」

　ゲンツが片かた手てを振ふるうと、根茎が再び大聖堂を維い持じせんと動く。

　そうはさせじと、ハドレーも部下たちに叫んだ。

「砲ほう撃げきは効こう果かありだ！　次弾装そう塡てん、発はつ射しや準じゆん備び！」

「待って、リチャード！」

　玲子はようやく、ハドレーの下もとに走り寄よった。

「大牙もロレインもいるのよ、みんな死んでしまうわ！」

　その言葉でハドレーは、硬直する少年と眠ねむる少女に気づいた。

　全てを理り解かいした瞳ひとみ。だが指揮官は、唇くちびるを嚙かんで玲子に言う。

「続けて攻こう撃げきすれば、ここを吹き飛ばせる。我われ々われが勝てるんだ」

　ハドレーはガスマスクをかなぐり捨すて、玲子を見下ろした。

　視し線せんに灯ともるのは、単たん純じゆんな闘とう志しだけではない。

「安あん易いな同情はいらん。二人の死で世界が救われるなら、採とるべき道はひとつだ」

　玲子にも、それが正せい論ろんに聞こえる。

　だがゆっくりと首を横に振り、彼女はハドレーに告げた。

「いいえ……安易なのはあなたよ、リチャード」

「なんだと？　それはどういう……」

「二人が死んでなお、魔群との戦いが続いたらどうするのよ！」

　問いかけた玲子に、ハドレーは表情を強こわばらせる。

　左右の肩をつかむと、玲子はもう一度声を絞しぼった。

「魔群を迎むかえ撃うつのは大牙しかいない……そして大牙には……」

　ロレインが必要なのよ。

　玲子の言葉を、ハドレーは否ひ定ていできなかった。

　そして静せい寂じやくが硬直した時、大聖堂が激はげしくわなないた。

　ゲンツが勝利の哄こう笑しようを響ひびかせたのだ。




「奴やつらは認みとめたようだ、自分たちの敗北を」

　ゲンツは笑って、大牙に向き直った。

「そして貴き様さまは、復ふく讐しゆうすらできないわけだ」

　大牙は未だ、オーロラの中から抜ぬけ出せずにいる。

　だが魔群の言葉に、大牙はようやく拳こぶしに力を込こめた。

「復讐のために……俺がここに来たと思ったか……」

　大牙は、ロレインの裸ら身しんを見上げて言った。

　意い識しきを失い、刺青タトウーを這はわせていても、ロレインに変わりはない。

　料理を作るエプロン姿すがた。幸せそうに夢ゆめ見みる寝ね顔がお。

　守ると言った言葉を信じ、泣くのを止やめたあの時。

　思い出すのは笑え顔がおだけだ。そして大牙を守った時も……

「死んだ女のために戦うんじゃない……」

　己おのれに刻きざむように、大牙は叫さけんだ。

「……生きてる女のために戦うんだ！」

　叫きよう喚かんが大聖堂に共鳴する。さながら鐘しよう音おんの如ごとく。

　それでもロレインは、眠るように浮うかぶだけだ。

　ゲンツは叫びを嘲あざ笑わらい、大牙にサーベルを突つきつけた。

「無む駄だだ。この娘が結ばれるのはこの私……」

　だがその時……ロレインの唇くちびるがわずかに動いた。

　小さな花びらのようなそれは、誰かの名を呼よんでいる。

　大牙はその名に気づいた。そして両の拳を握にぎりしめる。

　やがてロレインのまぶたがゆっくり開き始めた。

　そして覚かく醒せいした少女は、血にまみれた大牙に気づいた。

「大ちゃん……！」

　そしてオーロラの中でもがく大牙の母にも目を向けた。
















　見えていないのは、自分の背せ中なかで蠢うごめく刺青タトウーだけである。

「悪いな……裸はだか、見ちまった……」

　大牙は苦く痛つうを押おし隠かくして、ロレインに笑いかける。

　それでももう一度、会えた。言葉を交かわせた。

　歓かん喜きが、大牙の身体からだに新たな力を吹ふき込んでいく。

「けど……凄すごくきれいだぜ……」

　言われたロレインは、両手で身体を隠しただけだ。

　まるでボッティチェリが描かいたヴィーナスの誕たん生じようのように。

　そしていつものように、大牙に微笑みかけた。

「大ちゃん……うなされてた時、謝あやまってたね……ずっと」

　知っていたのか。大牙が悪あく夢むの中で繰くり返した言葉を。

　許ゆるしてくれ……許してくれ……

　それは今思えば魔群バタリオンではなく、死んだ母親に謝っていたのだ。

　ママは、僕ぼくのために死んじゃった……ごめんね……ごめんね。

　だがロレインは、首を横に振ふった。

「お母さん、大ちゃんを守りたかったのよ。だから自分が死んだって……きっと恨うらんでなんかない。大ちゃんを、恨んでなんかないのよ」

　その優やさしく力強い声に、たなびくオーロラが薄うすれた。

　聖せい堂どうも悶もだえるように揺ゆれ、ゆっくり溶とけ始める。

　ゲンツは、宙ちゆう空くうのロレインに戸と惑まどう顔を向けた。

「まさか……おやめください！」

　だがロレインは、魔群バタリオンの姿など眼がん中ちゆうにはない。

　美神よりも気高い視し線せんで、大牙を奮ふるい立たせるように声を放つ。

「私も同じよ。私が死んで戦いが終わるなら、それでいいんだから」

　ありがとう、大ちゃん。ここまで私を守ってくれて。

　ロレインの慈じ愛あいに満ちた表ひよう情じようが、大牙の母親に重なった。

「私、大ちゃんの戦い終わらせたいの。だから……」

　澄すんだ声こわ音ねを大聖堂に響かせ、ロレインは両手を広げた。

　覚かく悟ごの瞳ひとみ。気づいた大牙は、その思いを否ひ定ていしたかった。

　どうしてみんな、俺を守ってくれるんだ。

　どうしてみんな、俺のために死んでしまうんだ。

　もう嫌いやだ、守られるのは。たとえ戦いが終わるとしても……

「だからってお前を斬きれるか！」

　爆ばく発はつした血けつ魂こんが赤い光となって、大牙の全身から解とき放たれる。

　それはオーロラを断たち切り、大聖堂の内ない壁へきを瞬しゆん時じに焼き払はらった。

　光をまともに浴びたゲンツは吹き飛ばされ、焼けた壁かべに激げき突とつする。

　半ば壁面にめり込んだ魔群の口からは、虹にじ色いろの体たい液えきが飛び散った。

「がががががががががっっ！」

「大ちゃん……！」

　呪じゆ縛ばくの解とけたロレインが、ふわりと空中から落下する。

　その裸身を大牙は、真っ赤に輝かがやく両りよう腕うでで抱だき留とめた。

「目の前で女に死なれるのは、もう御ご免めんだ」

　大牙は素そっ気けなく告げ、ロレインをその場に立たせた。

　そして着ていたシャツで、少女の裸身を隠してやる。

「たとえ許してくれてもな」

「大ちゃん……」

　こんな時だというのに、ロレインは大牙の胸むねに飛び込んだ。

　忘わすれていた少女の髪かみの香かおり。それだけで再さい生せいした気がする。

　すると見つめ合う二人の周囲で、大聖堂が音を立てて崩くずれ始めた。

　ぐずぐずと溶とけ落ちる根こん茎けいに、ゲンツが悔くやしげな声を絞しぼり出す。

「ここで終われば、死んだカタリナとヴォウに顔向けができぬ……」

　一度は大牙の刃やいばをはね除のけた肉体が、見るからに瀕ひん死しに追いやられていた。

　いったい今の力は何なんだ。大牙ですら分からない。

　それでもゲンツの双そう眸ぼうには絶ぜつ望ぼうなどなく、枯かれた右手もまだ息づいていた。

「すでに刺青タトウーは刻きざまれた。やり直しは何度でもできる」

「刺青……？」

　言われて、ロレインは目を見開く。

　すると刺青の女が、少女の肌はだを滑すべるように動き始めた。

　肩かたを行き過すぎ、まだ小さな乳ち房ぶさの膨ふくらみに姿すがたを現あらわす。

　驚きよう愕がくしたロレインを見上げ、刺青の女はにっと笑った。

　少女は初めて、自分が狙ねらわれる理由と対面したのだ。

「大ちゃん、これ……！」

「……今は気にするな。これから切り抜ぬける」

　制せいすると、大牙は再ふたたび鳳凰の刀身に血けつ魂こんを流した。

　以前より驚おどろくほど、赤い刃が心強く思える。

　だがゲンツも、枯れた手に黒いサーベルを構かまえた。

「我わが遺産呪門ヘリテイジの名は、イキシンュグトズヴ・ァガーンントのレ右ツ手ト！」

　その枯れた右手からさらに黒い閃せん光こうが這はい伸のび、ゲンツの腕にからみつく。

　胸むな元もとまで達した光は、瞬時に黒い胸きよう甲こうに姿を変えてしまった。

　さらに腕に、腹はらに、ゲンツの身体が漆しつ黒こくの鎧よろいに覆おおわれていく。

「聖王の右手が屈くつするものか！」

　重じゆう騎き士しと化したゲンツは、再びサーベルを振ふり下ろした。

　今度は鎧の重みまで刃に乗せている。速い。そして重い。

　まともに組み合っては分が悪すぎる。

　そう判はん断だんして、大牙が大きく飛び退のいた瞬間だった。

「そして我が幻影もまだ尽つきぬ！」

　ゲンツの声と同時に、大牙の背はい後ごに人ひと影かげが躍おどり出た。

　その姿形、漆黒のサーベル……ゲンツにうり二つではないか。

　虚こ空くうから現れたもう一人の魔群バタリオンに、ロレインが悲鳴を上げた。

「大ちゃん、後ろ！」

　気づいた大牙を挟はさむように、二人のゲンツが突進する。

「幻影とはいえ力は同じ！　我われらが斬れるか！」「我が分身がかわせるか！」

　魔群バタリオンたちは一心同体の如く、絶ぜつ妙みようの踏ふみ込こみで大牙を襲おそった。

　同士討うちにならぬよう、タイミングを微び妙みようにずらす。

　そのサーベルが大牙の肩を削そぎ、胸元を斬り払はらった。

　上がる血しぶき。激げき痛つうが集中力を奪うばい、鳳凰の刃やいばが消失する。

　苦く境きようを悟さとって、大牙はロレインの背せ中なかを押した。

「向こうに玲子がいる……早く行け！」

　叫さけんだ直後、大牙の肉体はがくりと揺ゆれる。

　もう流す血すら残っていない。

　それを知ってロレインと魔群が声を上げた。

「だめよ、大ちゃん！　もう……！」

「刃なくして勝ちはない！」「敗れたな、大牙！」

　二人のゲンツは、再びサーベルを突つき入れた。

　しかし大牙は、いつの間にか両手に漆黒の光を灯している。

　身を起こし、大牙は迫せまるサーベルを素す手でで迎むかえ撃うった。

「刀がなくても、俺おれの血は残ってる！」

　なんと大牙は、黒いサーベルを左右の指で受け止めたのだ。

　両手にまとわせたのは、玄げん武ぶの盾たて。

　拳こぶしはサーベルの威い力りよくを包み、ばちばちと黒い火花を散らし始めた。

　だが二人の魔群は、大牙の非ひ力りきさも感じ取った。

「その程てい度どの力、断たち切きれぬと思ったか！」

「甘あまく見るな、小細工は通用せん！」

　二人のゲンツは、渾こん身しんの力をサーベルに込める。

　しかしその瞬しゆん間かんこそ、大牙が待ち望んでいた油ゆ断だんであった。

　押し込まれた切っ先を、交叉させるように誘ゆう導どうする。

　流れに逆さからわず、二つの力を瞬間に偏へん向こうさせていた。

　するとゲンツの刃が分身を貫つらぬき、分身の刃もゲンツを貫いたのだ。

　互たがいの膂りよ力りよくを利用された魔群は、向き合ったまま絶ぜつ叫きようする。

「馬ば鹿かなああっっ！」

　声を発して、まず分身がかき消える。

　残ったゲンツ本人の身体からだからは、漆黒の鎧が沸ふつ騰とうしたように泡あわだった。

　その灼しやく熱ねつとサーベルの痛いたみにもがき、ゲンツは自らの身体を搔かきむしった。

「ここまで来て……ここまで来てっっ……！」

　後こう退たいした大牙に、ロレインがしがみつく。

　その眼がん前ぜんで、ゲンツが黒い炎ほのおに包まれた。

　身体中の吸きゆう盤ばんが断だん末まつ魔まの声を上げ、焼け、溶とけ落ちる。

　すると焦こげた胸むな元もとに、くっきり人型が浮うかび上がったではないか。

　マジャール人の王おう侯こうの姿すがたをした、黒い骸がい骨こつの刺青タトウー。

　それがゲンツとは異ことなる叫びを上げ、肌はだの上で悶もだえ始めたのだ。

「これで終わりではないぞ、鳳凰寺大牙！」

　叫びと共に、骸骨の刺青はゲンツの肌の上で膨ふくれ始めた。

　それとは逆ぎやくに、ゲンツの身体はしぼみ始め、紙かみ屑くずのように燃もえ落ちていく。

　やがて刺青は実体を得るや、上半身をゲンツの死体から浮き上がらせた。

「目覚めた者は少なくても、天界アーク・魔群バタリオン三六、冥界アンダー・魔群バタリオン七二……一○八の魔群バタリオン全すべてが死に絶たえねば、貴き様さまの戦いは終わらぬのだ！」

　天界魔群三六。大牙はその数に驚きよう嘆たんした。

　ゲンツほどの力を持つ者が、まだ世界のどこかに何十もいるのか。

　大牙の驚嘆に満足して、骸骨の刺青は哄こう笑しようを上げた。

「私もまた新たな適応体アクセプトを得て帰ってくる……必ず帰ってくるぞ！」

　溶けていく骸骨の刺青を、みなおののいて見つめるしかない。

　すると骸骨の身体から黒い蒸じよう気きが弾はじけ、周囲は爆ばく光こうに吞のまれた。

「伏ふせろおおっっ！」

　大牙は横っ飛びにロレインを抱だき抱かかえ、地に転がった。

　二人の上を黒い爆風が通り過すぎ、玲子たちも衝しよう撃げきで床ゆかへ叩たたきつけられる。

　半はん壊かいした大だい聖せい堂どうがなおもわななき、外壁までもが崩れ落ちる。

　ようやく揺れが収おさまった時、大牙は周囲の変へん貌ぼうに驚いた。

　そこに魔群の制圧地域ゾツクはなく、築地市場の地下排水施し設せつが広がっていた。

「……勝ったのか」

　ロレインに支ささえられ、大牙はよろよろと立ち上がる。

　するとロレインは、優やさしげな微笑ほほえみを大牙に向けた。

「私を殺して、大ちゃん……」

　ロレインは、全てを悟さとったかのようにそう告げた。

「魔群が本当に一○八もいるのなら……大ちゃんはずっと戦う事になる」

　そんなの、私は嫌いやよ。

　ロレインは、立ちつくす大牙に涙なみだをこぼした。

「私のせいで大ちゃんが一生戦って……他ほかにもたくさんの人が死ぬなんて、私には耐たえられないの。お願い……大ちゃんの刀で全部終わらせて」

　ロレインは、着せてもらったシャツの前を静かに開いた。

　大牙の前には少女の裸ら身しんが、そして蠢うごめく刺青の女がいる。

　大牙は、しばし黙もくしていた。

　俺の戦いが終わる。俺の苦しみが終わる。

　だがロレインの言葉に、大牙は否いなを示しめした。

「終わりゃしないさ」

　そう言って、ロレインの胸元を静かに閉とじる。

「俺の力は、お前を斬きるためにあるんじゃない。お前を守るためのものだ」

「だけど大ちゃん……」

「お前を斬れば永えい遠えんに俺は苦しみ続ける。永遠に戦う方がずっとましだよ」

　それに、と言って大牙は熱い息を吐はいた。

「お前もこれから苦しみが始まる。俺も一いつ緒しよに苦しむからさ」

「大ちゃん……」

「お前は俺を救ってくれた。今度は俺の番だ。お前を救う……何か方法があるはずだ。それを探さがしに行こうぜ」

「で、でも私のせいで世界の人々が苦しむ事になったら……」

「その時は俺も一緒に罵ののしってもらおう。俺たちはずっと一緒だ」

　大牙には、もはや恐きよう怖ふも迷まよいもなかった。

　むしろ今まで毅き然ぜんとしていたロレインが、待ち受ける未来に心を揺ゆらしている。

　大牙はその動どう揺ようを鎮しずめるように、少女の華きや奢しやな身体からだを抱きしめた。

　冷えきったロレインの身体を抱ほう擁ようし、大牙は瞑めい目もくする。

　向き合うしかないんだ。俺もロレインも。

　大牙の覚かく悟ごは腕うでに伝わり、震ふるえる少女をより強く抱き寄よせていた。







　　　【終章・一】







「ねえ、大たいちゃんは何にするのー」

　日射ざしの中で、ロレインが振ふり返った。

「アイスクリームぐらい奢おごってあげるわ、退たい院いん祝いわいだからねー」

「悪わりぃな、クランベリーを頼たのむ」

　それから納なつ豆とうとチョコのミックスアイスも。

　大たい牙がはそう言って、包帯を巻まかれた腕を伸のばした。

　日曜日の午後。晴れ渡わたった神じん宮ぐう外がい苑えんは親子連れで賑にぎわっている。

　ベンチに座すわり、初夏の風を受ける大牙に、祖そ父ふが問いかけた。

「じゃあ本当に決めたんだな、大牙」

「今いま更さら聞くなよ、らしくねえな」

　車くるま椅い子すに座ざす無ぶ頼らいに向かって、大牙は大きなあくびをした。

「それに自分がやる事ぐらい、分かってるつもりだぜ」

　築つき地じでの死し闘とうから一週間。

　驚きよう異い的な回かい復ふく力りよくを誇ほこる大牙でさえ、まだ四し肢しに痛いたみはある。

　だが傷きずが癒いえたとしても、大牙は安心などしていなかった。

　ロレインを救う道を探し求める。

　それが大牙が選んだ道であった。

「どれほど時間がかかるか分からねえぞ。それにうまくいくかどうかもな」

「だからやるのさ。たとえ世界中を回ることになっても、俺はかまわない」

　無む論ろん、大牙の胸きよう中ちゆうにも不安は渦うず巻まいていた。

　だが二人なら向き合えるはずだ。

　どんな結末が待っていようとも。

　そう信じる大牙の顔に、無頼は大きく息を吐はいた。

「一人で何もかも背せ負おうんじゃねえぞ。ハドレーや玲子だって頼たよればいいんだ」

「それに爺じいちゃんもいるしな」

　大牙は、未だ傷の癒えない祖父の身体に胸むねが痛む。

　鳳ほう凰おう流闘とう武ぶ術じゆつを極きわめた祖父は、いつまで戦えるのか。

　そしていつまで、自分に修しゆ行ぎようを課してくれるのか。

　とてつもない寂さびしさをかき消すように、大牙は視し線せんを変えた。

　ロレインは飛ぶように、初夏の緑の中を駆かけている。

　金きん髪ぱつと白いシャツが日射しに映はえ、きらきら輝かがやいて見えた。

　すると大牙の視線に気づいたのか、ロレインは軽かろやかに振り返った。

「大ちゃん……私の事、見てるの？」

　ああ、そうだよ。

　大牙は言って、少女の信念を思いだした。

　少女と……少年の信念を。
















『我われは、ここに集つどいたる人々の前に厳おごそかに誓ちかわん。

　我は生しよう涯がいを清く過すごし、我わが任務つとめを忠ちゆう実じつに尽つくさんことを。

　我は全ての毒あるもの、害あるものを断たち、


　　　悪あしき薬を用いることなく、また知りつつもこれを勧すすめざるなり。



　我は我が力の限かぎり、我が任務つとめの標準しるしを高くせんことを努むべし。

　我が任務つとめにあたりて、取り扱あつかえる人々の私事のすべて、


　　　我が知り得たる一家の内事のすべて、我は人に洩もらさざるべし。



　我は心から医い師しを助け、我が手に託たくされたる人々の幸のために身を捧ささげん』





《ナイチンゲール誓せい詞し》　　









　　　【終章・二】







　コンクリートの床ゆかを、軍ぐん靴かがかつかつと行き過すぎた。

　そしてノック。入室した男は、右手を高く掲かかげる敬けい礼れいをした。

「御報ほう告こく申し上げます、総そう統とう閣かつ下か」

「東京からだな、何と言ってきた」

　冷たい闇やみの中で、身じろぐ気配がする。

　総統と呼よばれた男は、椅い子すを静かに回して相手に向き直った。

「ゲンツの三位一隊トリニクルは、事を成し遂とげたのか」

「いいえ。残念ながら、失敗したそうです」

「鳳ほう凰おう寺じ無ぶ頼らいの孫は、一四年前より手て強ごわく育ったか」

「しかし我らが求める者も、より見事に育ったとのこと」

　告げた男の顔には、斜ななめに大きな傷きずが走っている。

　総統は微笑ほほえみ、両手を広げて彼の言葉を歓かん待たいした。

「君は前総統の下もとで、数々の偉い業ぎようを成し遂げている。囚とらわれのムッソリーニ首しゆ相しようを奇き襲しゆうをもって救出し、ヨーロッパ一危き険けんな男と呼ばれたほどだ。その君の出番も近いようだな」

「御命令があればいつでも、我が三位一隊トリニクルも行動を起こせます」

　深くうなずき、総統は椅子から立ち上がる。

「確たしかに門は、そこにあったのか」

「はっ。すでに刺青タトウーは刻きざまれたと」

「素す晴ばらしい……素晴らしい知らせではないか」

　総統はハンカチを目元に押おし当てようとして、それを止める。

　代わってため息だけを吐つき、長年の労苦を嘆たん息そくに含ふくませた。

「ここに至いたるまでに払はらった犠ぎ牲せいは大きかったな」

「喜びが大きければ大きいほど、それに先立つ苦しみもまた大きいと申します」

「ローマ帝てい国こく初代皇こう帝ていアウグスティヌスの言葉だな、スコルツェニー」

　名を呼んで、総統は暗い壁かべ際ぎわに目を向けた。

「権けん力りよくの座ざをつかむには、みな大きな苦く難なんを乗り越こえねばならんという事だ。ならば私も初代皇帝の座に就つけるだろう。ドイツ第四帝国のな」

　ほのかな光に照らされた壁には、三枚まいの肖しよう像ぞう画がが並ならんでいる。

　一八世紀、七年戦争を戦い抜ぬき、小国プロイセンを列強に変えたフリードリッヒ大王。

　一九世紀、普ふ仏ふつ戦争を勝利に導みちびき、ドイツ帝国を成した鉄血宰さい相しようビスマルク。

　そして二〇世紀、ヨーロッパを支し配はいしかけたボヘミアの伍ご長ちよう。

　総統は背せを伸のばし、自分に遺ゆい言ごんを託たくした先人に敬けい礼れいを取った。

「前総統閣下、万歳ハイル・ヒツトラー」

「現ハ総イ統ル閣・下ボ、ル万マ歳ン」

　右手を掲かかげたオットー・スコルツェニーに対して、総統は笑えみをこぼした。

　二人の足あし下もとの床ゆかには、詳しよう細さいな世界地図が描えがかれている。

　地図にのしかかる大きな紋もん章しようは、巨きよ大だいな鉤十字ハーケンクロイツであった。







　　　あとがき




　とうとう書いてしまった。

　以前からずっと書いてみたかった主人公。

　強く、たくましく、そして優やさしい少年を。




　頭の中にあったのは、剣を携たずさえ、半はん裸らの美女を守る英えい雄ゆう。

　神しん話わ伝でん説せつの主人公を、現代で思う存分暴れさせてみたい。

　僕の思いとアイデアはぐらぐらと沸わき立ち、ついに鳳ほう凰おう寺じ大たい牙がが生まれました。

　神の如ごとく美しく、悪あつ鬼きの如く強い少年。

　宿命の血けつ族ぞくに生まれた最強のサムライ。

　美少女を守るため、剣と魔ま法ほうを操り、怪あやしげな魔ま人じんどもをぶった斬る。

　さらに自分の過去と戦い、心の傷をも克こく服ふくしていく。

　そんな男が書きたかったのです。




　ならばヒロインも優しく、そして強い女性でありたい。

　ヒントをくれたのは、僕の友人です。

　彼は、オートバイ事故で瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負いました。

　担かつぎ込こまれた救きゆう命めい救きゆう急きゆうは、さながら野や戦せん病びよう院いんのようだったと言います。

　そこで一ヶ月ほど入院する間に、献けん身しん的てきに働く看かん護ご師ふさんに心打たれたそうです。

　激げき痛つうを訴える患かん者じやさんに付つき添そい、励はげましの言葉をかける姿が崇すう高こうに見えたとか。

　うん、これもまた英雄の物語ではないか。

　そう思った僕はロレインを創ったのです。




　さて主人公に思いを込めたなら、相応の仇かたき役やくも必要なワケです。

　そこで選んだのがナチス。

　ナチスと言えば独どく裁さい政せい治じ、人じん種しゆ差さ別べつ、思し想そう弾だん圧あつ、侵しん略りやく戦せん争そう。

　現代の英雄が戦うには、もってこいの相手じゃないですか。

　まして僕は、二○数年来のウォーゲーマー。

　ドイツ軍と聞けば、数いく多たの戦場と幾多の兵器が思い浮かぶ身です。

　英雄だけでなく、仇役の物語にも御期待ください。




　あ、そろそろ皆さんの声【ツッコミ】が聞こえてきましたね。

『美少女と剣と魔法って、ありきたり過ぎない？』

『ヒロインが同居人っていうのもありがち』

『ナチスが敵って話、二○年前によく読みました』




　ええ、そんな事は百も承知でございます。でもね……




　僕は書きたかったんですよ！

　たとえなんと言われようとも、英雄と美少女こそ王道中の王道！

　シンプルだけど力強い物語に、真っ向から挑んでみたいのです！

　皆さんの心めがけて、ド真ん中直球を投げてみたいワケですよ！

　ナチスが敵でもいいじゃないですか！

　僕は、ドイツ軍が書きたいんですよ！

　王道を目指して、突き進んでみたいんですよ！

　（一部サンボマスター風にお送りしております）




　ま、あまりやると空から回まわりしそうなのでこのくらいに。

　でも本当に王道が好きなんですよ。

　誰もが楽しめる物語を書いていく。

　この小説に限らず、それは肝に銘じておこうと思います。

　どうかよろしくお引き立てのほどを。




　そしてそして、イラストの上うえ田だ夢ゆめ人ひとさんにここで御礼を。

　最初のラフスケッチの段階から、ロレインが可愛いのなんのって。

　楽しんで描いてくださってるなあと、作者も笑みがこぼれました。

　正直、参りましたね（笑）。

　ロレインの絵を見て、この本を手に取られた方も多い事でしょう。

　上田さんは、富士見書房「マグナ・スペクトラ」カードゲームでも御活躍中です。

　御自身のホームページでも様々なイラストを公開なさっているので、パソコンをお持ちの方は、是非訪おとずれてみてください。




　さて、次巻はなるべく早くお届けするつもりです。

　なにしろ頭の中では、大牙やロレインが出番を待ってますからね。

　それから早く出たくてうずうずしてる新キャラも。




　作者としては、大牙の如く原稿に血けつ魂こんを叩き込むのみ。

　王道に立ち向かう武器は、気合と根性。

　身を削ってこの道を切り開き、読者の皆さんを誘いざなう覚かく悟ごです。

　きっと大丈夫。大牙とロレインは、あなたを退屈させません。







　　　　二○○五年二月九日


ロレイン・ローゼンブルグの誕生日に　
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